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第一話　【指輪と狼】





　レーレは樹木や花の名を知らない。

　太い木もあれば、細い木もある。若い木もあれば、老いた木もある。色とりどりの花がある。幹や枝、茎や葉の形はいろいろだ。その程度のことしか、レーレは知らない。

　もっと知りたいとも思わない。

「レーレ！　こっち！」

　声のほうへ目をやると、木々の合間にユユの後ろ姿が見えた。

　もうだいぶ街道から離れている。森の中を歩きたい。いきなりそんなことを言いだしたユユに逆らえなかった。反対されたら、ユユは一人で森へ分け入ってゆくに決まっている。だったら一緒に行ったほうがいい。きっといつもの気まぐれだ。すぐに飽きて、引き返したがるだろう。そう軽く考えていたのに、ユユは一向に戻ろうとしない。

「レーレ！　何をやっているの！　早くきなさい！　もう、とろいんだから！」

「いま行くよ」

　この森は大きな古い木が多くて、見晴らしはまあまあだ。下草はそれほど生えていないし、ぬかるんでいるわけでもないので、足場も悪くない。レーレは走ることにした。ユユは１ゲイン（約20ｍ）ほど前方だ。今はもう足を止めている。木の幹につかまり、身体からだを前に倒して、いったい何をしているのだろう。

　追いつくと、ユユの前はずいぶん急な下り坂だった。

　大おお袈げ裟さにいえば、ユユは崖がけの縁に立っているのだ。

「何してるの」

「バカね。見てわからない？」

「わからない」

「見ているのよ」

「なんで？」

　レーレはユユの横顔を見つめていた。ユユの眼まな差ざしは真剣だ。レーレはユユよりきれいな顔をしている人間に会ったことがない。ユユ以外をきれいだと思ったこともない。

「谷なのよ。谷があれば、普通は下をのぞきこむものでしょう。あたりまえじゃない」

「あたりまえ、なんだ」

　ユユはきれいだし、頭もいい。でも、たまにわけのわからないことを言う。レーレはため息をつきそうになった。ちゃんと我慢したのに、ユユに睨にらまれた。

「何か文句でもある？」

「ないけど」

「けど、何？」

「ないよ」

「降りたい」

「え」

「降りたいの。下に」

　言うが早いか、ユユは下草につかまって下り坂を降りはじめた。止めたいけれど、ユユがレーレの言うことを聞いてくれるはずがない。かなり傾斜がきついし、無理やり引きとめて暴れられでもしたら、かえって危険だ。

　しょうがない。レーレはユユより先に降りることにした。まずレーレが安全なルートを確保して、ユユを先導するのだ。

「ユユ、手」

「手？　手がどうしたのよ」

「つないで。滑って転んだりしたら」

「転ばないわよ。転ぶわけがないでしょう」

　結局、底にたどりつくまでの間に、ユユは三回も転んだ。二回目に転んだあと、しぶしぶレーレと手をつないだので、三回目にいたっては二人もろともだった。

「服が汚れたじゃないの。見なさいよ。すごい坂。ほとんど断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだわ。降りてきたはいいけど、どうやって登るのよ」

「ユユが降りたいって」

「そうね。たしかに、わたしが言いだした。すごく後悔しているわ」

「進んでいけば、傾斜がゆるやかなところもあるんじゃないかな」

「絶対？　必ず？　保証できる？　保証して。約束しなさいよ。誓いなさい」

　めちゃくちゃだけれど、いつものことだ。レーレはとりあえず請けあって、先に進もうとユユをうながした。

　空の感じからして、まだ午後の早い時間だが、暗くなるまでには街に到着したい。次の街はけっこう大きいみたいだ。もし防壁でもあったら、夜間は門が閉ざされていて中に入れないだろう。さいわい、この谷は街道とだいたい同じ方向にのびている。たやすく登れそうな場所さえ見つかれば、それほど遠回りにはならないかもしれない。

　ユユも、しばらくの間は、おとなしくレーレの隣を歩いてくれていた。

「洞ほら穴あながあるわ」

　二人が谷底まで降りてきたほうとは逆側の、そちらは本当に断崖絶壁だった。ユユが立ち止まって指さしたその場所には、たしかに洞穴らしきものがある。

　じつはレーレも気づいていた。ほとんど蔦つたに覆われていたし、ああ、なんとなく洞穴めいたものがあるのかな、というふうにしか見えない有様だったので、ユユは見逃してくれるだろうと思っていたのだ。そう期待していたのに、まんまと見つけられてしまった。

「行くわよ、レーレ」

「熊くまの巣かも」

「生き物が頻繁に出入りしているようには見えないわ」

「じゃあ、何もないんだ。ただの穴だよ」

「確かめてみないとわからないでしょう」

　ユユに半ば引きずられるようにして、レーレは洞穴へと向かった。近づくごとに、何か妙な臭においが漂ってきて、胸がむかついた。臭いのもとは、たぶんあの洞穴だ。崖がけ自体がそうなのだが、無数の蔦が垂れ下がったり、絡まったりしていて、中の様子はわからない。洞穴の高さは５ソール（約１・５ｍ）程度だ。幅も同じくらいか。レーレの背丈は５ソールよりも６ディル（約cm）ほど高いので、立ったままでは入れそうにない。

「ユユ、なんかくさいよ、あの穴」

　もちろん、入りたくもない。

「熊くまはいないだろうけど、蝙こう蝠もりとか蛇とか変な虫とかはいるかもしれないし」

「入りたくないっていうの？　普通、穴があったら入ってみるものでしょう？　男の子なんだから」

「普通、あんな穴には誰だれも入らないと思う。男とか女とか関係なく」

「意気地なし。へっぴり腰。ヨワヨワ虫。変態。鬼畜。もういいわ。わたしが入るから」

「わかった。おれが行くよ」

　レーレは背負い袋を地面に下ろして蔦つたをどけ、腰を屈かがませて洞ほら穴あなの中へと足を踏み入れた。覚悟してはいたけれど、強烈な臭においだ。排はい泄せつ物ぶつの臭気だろうか。それもあるかもしれない。ただ、おそらく、それだけじゃない。

　嗅かいでいると、焦燥感に駆られる。頭の中がひりひりする。ここにいたくない。この場から離れたい。

　踏みとどまっていられるのは、この臭いが古ヽいヽからだ。だいぶ弱められて、薄まっている。そんな気がする。

　両手を自由に使えるようにしておきたい。レーレは鼻をつままず、口だけで息をするようにした。それでも不快だった。

　入口から六歩進んだところで、もっといやなものを見てしまった。

　暗いが、外は昼間だから、物の形くらいはわかる。

　生き物だ。生き物だった、というべきだろう。もう生き物じゃない。

　それは身を横たえて背を丸め、四肢を縮めて死んでいる。息絶えてからずいぶん時間がたっているらしい。残っているのは、ほとんど骨と毛だけだ。

　たぶん、狼だ。

　あの臭いは死臭だったのだろうか。でも、見たところ、腐敗の段階はすぎている。

「レーレ、何かある？」

「うん。ある」

「何？」

「あとで」

　外に出たいけれど、洞穴にはまだ先がある。レーレは胸の前で指を動かして「＊」を描いた。主よエルウ――その先は何だったか。星せい印いんの切り方くらいは知っているが、祈りの言葉は覚えていない。そもそも、動物は天国に行けるのだろうか。狼は家畜を襲う恐ろしい動物だ。きっと無理だろう。

　レーレはゆっくりと先へ進んだ。おそらく、この洞穴はそんなに大きくない。もうすぐ突きあたりだろう。レーレは息をのんで立ち止まった。

「ユユ」

「何よ」

「蔦つたをどかして。暗くて見えない」

　レーレの声音から何か察したのかもしれない。ユユは素直に入口のところの蔦をどけてくれた。おかげでいくらか明るくなった。

　レーレは目を凝らして、さっきよりも丁寧に星せい印いんを切った。

　今度は狼じゃない。

　人だ。二人もいる。違う。いたのだ。

　二人は洞ほら穴あなの奥おくに横たわっている。抱きあって、手をつないでいるようだ。二人の遺体は黒ずんで、朽ちかけている。ただ、白骨化してはいない。衣類も原形をとどめている。姿勢や髪の毛、身体からだの大きさからすると、一人は男で、もう一人は女だろう。二人はなぜこんなところで死んだのか。しかも、狼の死体に守られていた。そうだ。あの狼は二人が静かに眠っているこの洞穴の守り手のようだった。

　狼も二人も、獣に食い荒らされた形跡はない。臭におい。あの臭いだ。きっとあのひどい悪臭が、今まで獣の侵入を防いできたのだろう。

　立ち去ったほうがいい。二人と狼のことはそっとしておくべきだ。レーレは踵きびすを返そうとした。何か光った。

　二人の手だ。

「レーレ、何があるのよ」

「待って」

　レーレは屈かがみこんで、二人の手を探った。互いの指が絡みあっている。レーレの指先が硬いものにふれた。つめたい。金属か。この形。指輪だ。抜けるだろうか。抜いて、どうするのか。どうせだめだ。抜けない。指が絡みあっているせいだ。あきらめようとした。どっと冷や汗が出た。

「……あ」

　とれてしまった。指輪だけじゃない。指ごとだ。レーレは慌てて指から指輪を抜いた。とれた指を元の位置に戻そうとしたら、もう一人の指にも似たような指輪が嵌はめられていることに気づいた。こちらは簡単に抜けそうだ。つい抜きとってしまった。

「レーレ」

「もう戻るから」

「違うの。そうじゃなくて」

　ユユの声音がおかしい。レーレは二つの指輪をズボンのポケットに突っこんで、洞穴から飛びだした。すぐさま右手で腰の左側から剣を、左手で腰の後ろからナイフを抜いた。剣は以前、野っ原に落ちていたものを拾い、錆さびをこそげ落として研いだ。ナイフはレーレがずっと使っているものだ。レーレはユユの前に出て背中にかばった。

「ユユ、洞ほら穴あなに」

「いや。くさいもの」

　声が震えているけれど、ユユのことだ。入らないと言ったら入らないだろう。

　レーレはあえてゆっくりと息をした。まったく今日は狼づいている。さっきは死体で、今度はちゃんと生きている狼だ。正面に一頭いて、右には二頭、左にも二頭いる。ぜんぶで五頭か。でも、おかしい。

　狼たちは、吠ほえるでも、唸うなり声ごえをあげて威嚇するでもない。ほとんど足音を立てずに、ひたひたと迫ってくる。まるで音のない夢の中で狼の群れに囲まれているかのようだ。

「なんか変だ」

「そうね」

「襲ってくるかな」

「さあ。あいつらに訊ききなさいよ」

　もっともだ。レーレは正面の狼を見すえた。左ひだり眼めが潰つぶれているが、毛が全体的に黒っぽくて、身体からだがひときわ大きい。たぶん、あいつがボスだろう。

　レーレは唇を舐なめた。

　かさついていた。

「おれたちを襲う気？」

「……レーレ、あなた、バカじゃないの」

「なんで？」

「狼に訊いたって、答えられるわけがないでしょう」

「でも、ユユが訊けって」

「本当に本物のバカね。相手は人間じゃないのよ？　狼よ？　害獣なのよ？　だいたい、レーレは――」

　ユユはもっと言いつのろうとしたのだろうが、顔がん色しよくを失って口をつぐんだ。

　隻せき眼がんの狼が、ぐおぅん、と吠えたのだ。

「ユユ、下がってて！」

　レーレがそう叫んだのと、ほとんど同時だった。左だ。左の二頭が突っこんでくる。少し遅れて、右の二頭も動きだしていた。あいつだけだ。隻眼の狼だけは動かない。四頭。四対一だ。

　レーレは右手の剣と左手のナイフをぶんぶん振りまわした。あてるつもりはない。あたるはずがない。狼たちは申しあわせたようにザッと一斉に下がって吠えた。当然、逃げる気はさらさらないようだ。左の一頭が今まさに躍りかかってこようとしている。レーレがナイフの切っ先を向けると、そいつは大おお仰ぎように飛びのいた。次は、右の一頭。剣を振ると、そいつもあとずさった。うおん！　うぉん！　どいつだ。どいつが吠えているのか。先に飛びかかってくるのはあいつか。それとも、あいつか。レーレは剣とナイフで狼たちを牽けん制せいしているつもりなのだが、本当にそうなのか。どうも狼たちはレーレの武器を恐れていないように見える。刃物が怖くないのか。だったら、どうして下がるのか。レーレは隻せき眼がんの狼をちらっと見た。やつは後あと肢あしを折り曲げて座っていた。それだけじゃない。レーレの視線に気づくと、後肢の爪つめで耳の後ろを掻かいてみせた。やつは高みの見物を決めこんでいる。狼たちは遊んでいるのだ。弄もてあそばれている。

　レーレは首を左右に曲げて、肩、肘ひじ、手首の力を順々にゆるめていった。

　そうしてナイフと剣の切っ先をだらりと下げると、狼たちが色めき立った。

「レーレ……！」

「大丈夫」

　レーレは振り返って、ユユに笑いかけた。笑い方が変だとユユに言われたことがあるので、たまに練習している。ちゃんと笑顔になっているだろうか。さあ、こい。

　かかってこい。

　こっちは後ろを向いている。無防備だ。今が好機じゃないか。こい。こいよ。ほら。よし。きた。きてくれた。

　レーレは前に向きなおった。顔は正面の隻眼の狼に向けているが、焦点はあわせていない。視野を広く、広く、どこまでも広く。見える。わかる。左だ。背中の毛が赤っぽい。



    

  
    
      



    

  
    
      　たしか、さっきも最初に突進してきたやつだ。気性の荒そうなあの背ヽ赤ヽが、いつも一番手なのかもしれない。それから、右の一頭、左のもう一頭、右の残り一頭の順だ。

　レーレはその場でしゃがんだ。頭上で背ヽ赤ヽの牙きばが噛かみあう凶暴な音がして、唾だ液えきが降ってきた。レーレは背ヽ赤ヽの下にもぐりこむ形になった。背ヽ赤ヽの腹に肩から体当たりして、吹っ飛ばしてやった。背ヽ赤ヽは左のもう一頭を巻きこんで地面に倒れこんだ。でも、背ヽ赤ヽはすぐに起おきあがるだろう。怒って、猛然と襲いかかってくる。その前にレーレは剣を投げた。狙ねらいすます余裕はなかった。力任せに横手投げした。右だ。剣は右から突っこんできた一頭目の胸にあたった。もともとなまくらで、ちょっと尖とがった金属の棒みたいなものだ。斬きれはしなかったが、そいつは、ぎょん、と悲鳴をあげて怯ひるんだ。その間にレーレは地面に落ちていた枯れ枝を拾い、また投げた。右。二頭目。額にあたった。よろめいている。次は左。背ヽ赤ヽだ。あいつはレーレの首を狙っている。一発でしとめるために。そのせいで、単調だ。見える。きた。レーレは自分から地面に倒れこんだ。あいつは頭上にいる。腹が見えている。思いきり蹴けりあげてやった。ぐぉふっ。背ヽ赤ヽは空中で半回転して、背中から地面に落ちた。すぐに左からもう一頭。右からも。レーレは起きあがって、身体からだを左に向け、ぎりぎりまで引きつけて、跳んだ。二頭の狼は正面衝突した。その上に、狼たちの背中に、レーレは着地した。強く蹴って、後方に転がった。これ以上は下がれない。すぐ後ろにユユがいる。背ヽ赤ヽはもう跳はね起きていた。しぶといやつだ。あとは。

「――レーレ、前……！」

　愕がく然ぜんとした。ぜんぜん気づかなかった。もう目の前にいる。あいつだ。隻せき眼がん。いつの間に。だめだ。よけられない。後ろにユユが。つい考えてしまった。そのぶん身体の反応が遅れた。一瞬、目の前が真っ暗になって、息がつまった。後頭部。背中を打った。重い。のしかかられているのか。ぐおぉぉん。唸うなり声ごえ。長い舌からしたたり落ちる、唾液。獣の臭におい。まったく身動きがとれない。なんで、こいつ。狼のくせに。

　笑っている……？

「レーレから」

　無む茶ちやだ。ユユ。やめて。声が出なかった。

「離れなさい……！」

　その前に、ユユは拳こぶしをふりかぶって隻眼の狼に殴りかかっていた。終わった。もう終わりだ。レーレは本気でそう思った。信じられなかった。

　隻眼の狼はひょいと飛びすさってユユの拳をかわした。

　意外すぎて、ぼんやりしてしまい、即座には立ちあがれなかった。起きあがりかけた瞬間、身体が勝手に動いた。左腕を上げて、顔を、というよりも首をかばった。噛まれた。上腕だ。脇わき腹ばらにも何かが食いこんだ。爪つめか。レーレはナイフを取り落としそうになった。なんとかこらえて、右の拳を背ヽ赤ヽの鼻面に叩たたきこんだ。ぐふんっ。背ヽ赤ヽの顎あごの力が少しゆるんだ。それでも放そうとしない。レーレは歯を食いしばって、背ヽ赤ヽの目玉に指を突き入れようとした。果たせなかった。いや、そんなことをする必要がなくなった。

　隻せき眼がんだ。隻眼の狼が、背ヽ赤ヽの横っ腹に前まえ肢あしで突きを見舞った。よほど強烈な一発だったのか、背ヽ赤ヽは、きゅぅん、と情けない悲鳴をあげ、転がるようにして後退した。もちろん、レーレの左腕は自由になった。

　隻眼の狼は悠然とレーレに尻尾しつぽを向けて少し距離をとると、振り返って座った。

　ユユが駆けよってきて、レーレを助け起おこしてくれた。

「何なのよ、あの狼」

「さあ。直接訊きいてみたら」

「レーレじゃあるまいし」

「たぶん、助けてくれたんだ」

　レーレは左手に力を入れてみた。顔をしかめてしまいそうになったけれど、我慢した。

　脇わき腹ばらは。服が破れて、血が出ている。たいした量じゃない。

　隻眼の狼は静かにレーレとユユを見つめている。

　他ほかの狼たちは明らかに戸惑っている様子だ。それでも、ボスには逆らえないのか。少しずつレーレたちから離れていった。

　レーレはナイフをベルトの後ろに固定してある鞘さやに戻した。背負い袋を背負って剣を拾う間も、隻眼の狼から目を離さなかった。理由はわからないけれど、あいつはきっとレーレたちを逃がしてくれようとしている。でも、油断はできない。

　レーレは剣を鞘に収めた。柄つかに手をかけたままで崖がけ伝いに右の方向へ進もうとしたら、隻眼の狼が低く吠ほえた。

　ユユがレーレの右肩にしがみついた。

「……何か、怒っているみたい」

「そうだね」

　レーレは剣の柄から手を離して、両手を挙げてみせた。途端に隻眼の狼は吠えるのをやめて、満足そうにぺろりと口の周りを舐なめた。

「ユユ」

「何よ」

「ありがとう」

「レーレが狼に食べられてしまったら、次はわたしでしょう」

「ユユのほうがおいしそうだよ」

「そんな目でわたしを見ていたの？」

　レーレは答えずにユユの手をとってゆっくりと歩きだした。ユユも今回ばかりはいやがらなかった。何しろ、狼たちは全員、全頭というべきか、まだこちらを見ている。隻眼の狼が号令を下さないかぎり、襲ってこないとは思うけれど、さすがに落ちつかない。ユユはもっと不安だろう。

「怪け我が、平気なんでしょうね」

「うん」

「血が出ているわ」

「もうちょっと離れたら、手当てするよ」

　洞ほら穴あなの死体と指輪の話はそのときにしよう。持ってきてしまった指輪はユユにあげよう。レーレには不要だ。ユユの手をぎゅっと握った。レーレに必要なものなんて、そう多くないのだ。







　初めてユユと会ったのは四つのときで、それ以来、十二年間も一緒にいる。

　十二年といえば、決して短い時間じゃないはずだ。でも、振り返ってみると、あっという間だった。

　今は二人で旅をしているけれど、ちょっと前まではユユの両親や家畜たちと同じ家で暮らしていた。

　ユユの両親はレーレの養父母にあたる。レーレとユユは義理の兄妹きようだいだ。

　昔のことはあまり覚えていないが、レーレは最初、ユユや養父母の言葉がわからなかった。そのせいもあって、ユユとはなかなか仲よくなれなかった。レーレはやがて家畜小屋で寝ね起おきするようになったし、どこか別世界の住人のように感じていた。

　ユユに兄と呼ばれるようになったのは、たぶん六年くらい前からだ。

　今はもう、ユユはレーレを兄とは呼ばない。

　クローデル。

　立ちよった村で聞いたとおり、大きな街だ。市街地まで立派な防壁に囲まれていて、水を張った壕ほりまである。日が落ちれば、跳はね橋を上げて門を閉ざすのだろう。

　レーレたちは、門番に呼び止められて、どこからきたのか、とか、何か身分を証明できるものは持っていないのか、とか、いろいろ訊きかれた。こっそりカトレ四分の一小銀貨を一枚渡して、ようやく通してもらったのだ。これだけ警備が厳重だと治安はよさそうだが、余よ所そ者ものにとっては居心地が悪いだろう。

　ともあれ、暗くなる前にたどりつくことができてよかった。

　門をくぐって大通りに足を踏み入れたら、気が抜けてしまった。

「レーレ？」

「うん」

　何？　どうかした？　その言葉が出なかった。うなずくだけでやっとだ。周りの景色がおかしい。目が回っているのか。そんなわけがない。

　レーレは足を止めて、手を挙げた。ちょっと待って。そう言いたいのだが、言えない。声が出ない。

　ユユがレーレの肩を押さえて顔をのぞきこんできた。

　細い眉まゆがひそめられている。

「どうしたの？　ひどい汗。それに、顔が赤いわ」

「暑くて」

　大丈夫だ。声が出た。

「でも、服を脱ぐわけにも、いかないし」

「なにバカなことを言っているのよ。まだ夏じゃないし、そんなに暑くないでしょう」

「今日は、だいぶ歩いたから」

　レーレは掌てのひらで額や頬ほおをぬぐった。たしかに、ずいぶん汗をかいていた。

「泊まるところを探さないと」

　ユユはレーレを睨にらみつけて、しばらくの間、黙っていた。ユユの瞳ひとみにまっすぐ見つめられると、動けなくなってしまう。

　わたし、パパにも、ママにも、似ていないでしょう。

　いつだったか、そんなことを言っていた。

　実際、ユユは両親そっくりとはいいがたい。顔の形や体型は母親に、口くち許もとは父親に似ていなくもないが、印象が大違いなのだ。髪や目の色がまったく異なっているせいだろうか。でも、それだけじゃない気がする。

「そうね。まず宿を見つけましょう」

　レーレはユユのあとについて歩いた。大通りをまっすぐ進むと、開けている場所に出て、市いちが立っていたけれど、あまり活気がなかった。きっと、もう夕方だからだろう。

　ユユの考えでは、これくらいの規模の街なら、市の近くに宿屋の一つや二つは絶対にあるはずだという。

　そのとおりだった。宿屋はすぐに見つかった。しかも、隣りあって二軒、少し離れたところにもう一軒あった。

「ガキはお断りだよ。出てってくれ」

「おじょうちゃんたち、どこからきたんだい。何？　どこでもいいだろって？　よかあねえな。おかしな客を泊めて、面倒起おこされちゃたまらないんでね」

　最初の二軒にはすげなく断られた。よくあることだ。顔見知り以外だと、常連や街の住人の紹介がなければ泊めない宿屋も少なくはない。そういう宿屋は、よほどの大金を積まないかぎり、泣いて頼んでも無駄だ。

　レーレたちの手て許もとには、ベール小銀貨四枚と、カトレ四分の一銀貨が、門番に一枚渡したから、残りは五枚しかない。今までの経験では、小さな部屋を一日借りるのに、最低でも２ベールはかかる。雑ざ魚こ寝ねの大部屋ならその半分程度ですむだろうが、ユユがいるのでそうもゆかない。つまり、レーレたちの財力では、金に物を言わせて強引に泊めてもらうことはできないのだ。

　三軒目は、前の二軒よりは感触がよかった。宿屋の亭主は人のよさそうなおじさんで、レーレやユユを見る目には好奇心や憐あわれみの光がかすかにともっていた。

「二人？　親は？　いない？　あんたら余よ所そ者ものだろう。それはちょっとねえ」

　ユユが黙って２ベール差しだすと、亭主は肩をすくめた。

「金の問題じゃないよ。いいかい。このクローデルはね。大ブルノー連合王国ができる前、ブルノーとロイスレンが争っていたころにできた城じよう塞さいから発展した、長い歴史のある、由緒正しい街なんだよ」

「それが何だっていうの」

「余所者はお呼びじゃないってことさ。だって、ろくなことをしないだろう。街の者に死病を感う染つしてみたり、揉もめ事ごとを起おこしてみたり、勝手にどこかに住みついて物もの乞ごいをしてみたり。なかには春をひさぐために流れてくる女だっている。買うほうも買うほうだがね。罰当たりなこった」

「この街の住人にだって、いい人もいれば、悪い人もいるでしょう」

「もちろんさ。でも、いい余所者は多くない。かなり少ないってのが実情だ」

「わたしたちは悪い人間じゃないわ」

「だといいがねえ。で、あんたら、どっからきたんだい」

「どこだっていいじゃない」

「訳ありってことか。子供が二人っきりでね。あやしいな」

「親のいない子供なんてめずらしくないでしょう」

「めずらしいさ。親を亡くした子供は、エロワ聖堂にひきとられて、修道院に入る。主しゆにお仕えするための勉強をするんだ。このクローデルではたいていそうだね」

「わたしたちの故郷には、修道院なんてなかったのよ」

「あんたら、兄妹きようだいなのかい。さっぱり似てないが」

「うるさいわね！　ただ部屋を借りたいだけなのに、どうして根掘り葉掘り訊きかれないといけないのよ！」

　交渉といえるものだったのかどうか。レーレにはよくわからないけれど、とにかく話しあいは決裂した。

　きっと、三軒目の宿屋「クローデルの光」の亭主は、気を持たせるだけ持たせて、最後には断るつもりだったのだろう。暇ひま潰つぶしがてらユユの相手をしただけなのだ。あわよくば、規定料金以上の金をせしめることができるかもしれない。もしそんな腹づもりが亭主にあったとしても、無ない袖そでは振れない。最初から望みはなかったのだ。

　広場の隅に、壊れた木組みの台が打ち捨てられていた。ユユが台に座ったので、レーレも隣に腰を下ろした。

「宿は他ほかにもあるはずだわ。これだけ大きな街だもの。……さっきみたいにあしらわれる可能性は高いでしょうけど」

「何聖堂だっけ。忘れたけど、そこに行ってみたら」

「聖堂なんてごたいそうな名前だけど、ようするに大きな教会なのよ。教会は嫌いだわ。主しゆは教えの記述を禁じたとされているのに、勝手に書物を作っておいて、信徒には口く伝でんしか許さない。矛盾していると思わない？　昔、わたしがそのことを指摘したら、司祭さまはろくに答えられなかった。欺ぎ瞞まんは罪だとしているくせに、教会はわたしたちを騙だましているのよ。信用できないわ」

「難しいことはわからないよ」

「教会の世話にはならない。以上。わかった？」

「うん」

「どうせそこまで気前のいい連中じゃないわ。修道院でも、下っ端は織物の仕事を朝から晩までさせられるって聞いたことがあるし。それに、あの人たちはそう装っているほど潔癖でもないのよ。司祭さまは女の子にばかりやさしいとか、前の司祭さまが亡くなったボルメさんの奥おくさんと何度も密会していたとか。みんな表立って言わないようにしているだけで、よくない噂うわさはたくさんあるんだから。全員が全員そうじゃないのかもしれないけど、悪い聖職者が放置されているのだとしたら、所しよ詮せん、同じ穴の狢むじなよ」

　ユユの両親は敬けい虔けんなサイオン信徒だ。だから、ユユもレーレも、毎日曜日、宣せん誓せいという密儀のために教会へ連れてゆかれた。

　じつは、司祭さまがとりわけやさしくしていた女の子というのは、他の誰だれでもない、ユユのことだ。ユユは頭がよくて、ひときわ人目を引く少女だから、司祭さまとしても他意はなかったのかもしれない。でも、ユユはそう受けとらなかったのだろう。教会へ行くたびに司祭さまに声をかけられたり、頭を撫なでられたり、肩を抱かれたりするのが、いやでいやで仕方なかったらしい。

　ともあれ、いよいよどうしようもなくなったら、民家を一軒一軒回ることになるだろう。丁寧に頼めば、たまに、ごくたまに、だけれど、物置や家畜小屋の隅を提供してくれる家も、絶対にないとはいいきれない。ただ、大きな街よりも、小さな村のほうが楽だ。クローデル。思っていたよりも大きな街だ。余よ所そ者ものはだいぶ警戒されているらしい。なかなか難しそうだ。だからといって、ユユに街中で野宿をさせたくはない。なんとかして、屋根の下で寝られる場所を見つけないと。

「レーレ」

「え？」

「え、じゃないでしょう。さっきから話しかけているのに――」

　いきなり額につめたい掌てのひらを押しつけられた。どうしてユユの手はこんなにつめたいのだろう。ユユの表情がやけに険しい。何か心配事でもあるのだろうか。

　ユユはレーレの額から手を離して、ため息をついた。

　どうかしたの。

　訊ききたいのに、唇は動くのだが、声は出ない。レーレは両手で顔をぬぐって、咳せき払ばらいをしてみた。あ。あー。うー。聞こえる自分の声がやけに遠い。

　突然、焦りを感じた。だめだ。このまま座っていたら、立ちあがれなくなる。

　腰を上げようとしたら、ユユに押さえつけられて、座りなおす羽目になった。

「レーレはここにいなさい」

「なんで？」

「足手まといだからよ」

「そうかな」

「いいから、黙ってここにいなさい。いい？　これは命令よ。逆らったりしたら、承知しないから」

「わかったよ」

「バカなレーレ」

　ユユは最後にそう呟つぶやくと、どこかへ行ってしまった。

　その姿が見えなくなった途端、レーレは何もわからなくなった。







　家畜小屋は嫌いじゃなかった。冬は寒くてたまらなかったけれど、藁わらの中で眠れば耐えられた。それに、家畜がいた。養父母は、金と引き替えに食べ物や飲み物を出す商売をしていたので、山や羊ぎと豚、鶏、鵞が鳥ちよう、それから小柄な雌め牛うしが一頭と、途中からは人に貸すための馬も飼っていた。

　手間をかけて世話した家畜が、明日、殺されて、食べられてしまう。

　そんな夜は嫌いだった。

　ナイフをうまく使えるようになると、家畜を殺す仕事も任されるようになった。

　手塩にかけて育ててきたのだから、せめてこの手で命を奪ってあげたほうがいい。

　自分にそう言い聞かせた。納得なんてできなかった。慣れるしかなかったし、そのうち慣れた。

　子こ山や羊ぎのドードは予想外だった。まだ小さかったし、ドードは大丈夫だと思っていたのだ。突然、養父に言われた。そいつ、明日な。短い言葉だった。いちいち言わなくてもわかるだろう、と養父の目が語っていた。思わず問い返してしまった。明日、ですか。養父は驚いていた。そんなことはついぞなかったからだろう。ドードはやめてください。お願いですから、と頼んだ。まだ早いです。小さいし。あまり大きくならないし。元気がないです。養父は、わかった、とは言ってくれなかった。明日だ、と念を押すだけだった。大事な客がくるんだ。子山羊の煮込み料理を用意しなきゃならない。それでも、食いさがった。とうとう養父を怒らせてしまった。ちょっとした騒ぎになって、養母や、ほとんど口をきいたことがない義理の妹も、家畜小屋に駆けつけてきた。何回も、何回も頼んだけれど、養父は聞き入れてくれなかった。あきらめるしかなかった。

　明日の朝にはドードを殺さないといけない。生まれたときから面倒を見ているドードの息の根を、自分で止めないといけない。その夜はどうしても眠ることができなかった。ずっとドードを抱いていた。

　夜半だった。家畜小屋の扉が開いた。

　振り返ると、義理の妹が顔をのぞかせていた。何か言いたそうにしていたけれど、どう声をかけていいのかわからないようだった。

　しばらくして、義理の妹はようやく口を開いた。

　あなた。

　すぐに言いなおした。

　おにいちゃん。

　その子山羊のことが、好きなの？

　返事をせずに、ドードから離れて藁わらの中にもぐりこんだ。

　翌朝、養父に叩たたき起おこされて、ドードではなく、鶏を一羽殺して皮を剥はぐように命じられた。

　それからだった。

　義理の妹はたまに家畜小屋を訪れるようになった。とくに何をするでもなかった。家畜の世話をしているところを眺めて、そのうちいなくなった。たまにドードに近づいて、頭や背中を乱暴に撫なでた。ドードはいやがらなかった。ひょっとしたら、相手が命ヽのヽ恩ヽ人ヽだということを知っていたのかもしれない。

　でも、ドードはもういない。

　どこにもいない。

　もともと身体からだが弱かった。

　死んでしまった。

　病気だった。

　できるだけ思いださないようにしていた。ドードは山や羊ぎで、人間じゃないから、主しゆがそこに至るまでの道を造ったという天国には行けない。二度と会うことはできないのだ。

　ここはどこだろう。

　ユユに引きずり起おこされたような記憶は、おぼろげながらにある。

　あれはいつの出来事だろう。

　暗い。いや、かすかな光を感じる。頭をもたげてみると、窓枠に嵌はめられた板戸のわずかな隙すき間まから光が射さしこんでいた。屋内。嗅かぎなれない匂においがする。どこかの部屋の中か。レーレは身体からだの右側を下にして寝ている。目の前は壁だ。このやわらかさは藁わら布団か。上掛けは亜麻か何かの織物らしい。その上に毛皮までかかっている。寝台。それほど広い部屋じゃない。宿。そうだ。ここはきっと、宿の一室だ。でも、どうして。

　なぜか上半身裸だ。

　右手をのばして左の脇わき腹ばらを探ってみた。背ヽ赤ヽの爪つめに抉えぐられた傷口がそこにはある。布が巻かれていた。その部分は湿っている。膿うんでいるのか。何か薬のようなものが塗られているのかもしれない。

　左腕を動かそうとしたら、息がつまった。上腕部。背ヽ赤ヽに噛かまれた。わりと深い傷だった。そこにもやはり布が巻かれている。ここまで丁寧に手当てをした覚えはない。水筒の水で洗い、血をふきとって、ボロ布をあてがっておいた。それだけだったはずだ。

　レーレは身体を仰あお向むけにした。何げなく自分の左隣に目をやった。

　心臓が止まるかと思った。すぐそばだった。本当に至近距離だ。なぜ今の今まで気づかなかったのか。止まりかけた心臓が暴れだした。胸が痛い。つややかな唇が少しだけ開いている。寝息は聞こえない。自分の心臓の音しか。頬ほおにかかっている細い髪の毛は、指ですくったらとけてしまいそうだ。肩があらわになっている。目が眩くらんだ。肌着しか身につけていないのだ。胸元に視線を向けそうになり、レーレは慌てて目をつぶった。だめだ。息ができない。心臓。止まれ。止まったら困る。ゆっくり。ゆっくりだ。やがて動どう悸きが落ちついてから、そっと目を開けた。長い睫まつ毛げだ。かすかな光の粒がその睫毛に落ちかかって、決して弾はじけることなく、いつまでも静かに輝いている。我知らず右手がのびていた。指先が白くなめらかな頬にふれかけて、その直前で止まった。

　レーレは力なく首を横に振った。上掛けを引きあげて、きっとつめたくなっているに違いないユユの肩にかけてあげないと。そうしようとしたら、ユユが薄目を開けた。今度こそ心臓が止まった。レーレは動けなくなった。ユユはぼんやりとレーレの顔を見て、それからレーレの右手に目をやった。そのあともう一度、半開きの目でレーレを見すえた。

「だめよ」

「え」

「レーレはわたしにさわっちゃ、だめ」

「……うん」

　レーレは手を引っこめ、天井を見て深呼吸をした。ユユはまだ寝ぼけているのかもしれない。そんなことを思った途端、ユユが身体からだを起おこした。額に手を置かれた。レーレは身動きがとれなかった。呼吸もままならなかった。

「まだ、あるわね。熱」

　手が離れていった。ユユは横になったようだ。

「丸一日以上、眠っていたのよ」

「そう……だったんだ」

「この部屋にはベッドが一つしかないし、狭くて、ろくに寝られやしない」

「ごめん」

「謝るよりも先に、することがあるでしょう」

「ありがとう」

「バカなレーレ」

　ユユはまた身を起こした。近づいてくる気配がした。手だ。ユユの指がレーレの額に貼はりついていた前髪をつまんで横にどけた。レーレはじっとユユの指を見つめていた。それから、ユユの顔を。その唇を。瞳ひとみを。ユユはすぐ近くにいる。それなのに、ちっとも近くない。遠い。不思議なほど遠くにいる。



    

  
    
      



    

  
    
      「だめよ」

　ユユは枕まくらに頬ほお杖づえをついて、レーレを見下ろした。

「わたしがレーレにさわるのはいいけど、レーレはわたしにさわっちゃ、だめ」

　レーレは目をつぶった。

　わかってるよ。

　胸のうちで答えた。声にはならなかった。







「こんにちは、司祭さま！」

「いやあ、こんにちは、アラン。元気かい。お祈りはちゃんとしているかな」

「しているよ。起おきたときと、ご飯の前と、それから、ええと、寝る前！」

「それはすばらしい。完かん璧ぺきだよ。アランは偉いなあ」

「じゃあ、ぼくも司祭さまみたいになれる？」

「なれるさ。ただし、何でもつづけることが大事だよ。主しゆは私たちのことをいつだってちゃんと見ていらっしゃるからね。もうこれでいいと思って手を抜いたりすると、主のお声が聞こえてくるんだ。おまえはそれでよいのか、ロマン・ミカチェラ！　ってね」

「大丈夫！　ぼく、つづけるもん！」

　ロマン・ミカチェラはまだ幼いアランの頭をひとしきり撫なでてから、軽く背中を押してやった。

　駆け去ってゆくアランの後ろ姿を眺めていると、自然と笑みがこぼれる。

　ミカチェラが巡じゆん検けん司し祭さいとしてモンタン男爵領に赴任してから、そろそろ二年になる。メザム・モンタン男爵が住まうポンパドル城のあるクローデルの街では、顔見知りがだいぶ増えた。道行く人々はたいてい親しく声をかけてくれるし、目があった途端、顔をそむける者があれば、ミカチェラのほうから積極的に話しかけるようにしている。もしも禊みそぎや礼拝、宣せん誓せいなどのサイオン信徒に定められている密儀を怠っていて、心にやましいところがあるのならば、懺ざん悔げすればいい。主は悔い改める者を許し給たもうだろう。取り返しのつかない過あやまち、深く大きな罪はたしかにある。だが、ミカチェラが思うに、そうした救いがたい罪を犯す者はもともと違ヽうヽのだ。彼らはたとえ一時、サイオン信徒の皮を被かぶっていたとしても、その名に値しない。咎とがにまみれた重罪人は、この世に生まれ落ちたそのときから人の皮を被った狼なのだ。

　ミカチェラら巡検司祭の任務は、そうした人の皮を被った狼から善良で実直な人々を守ることだ。

　人に仇あだなす狼は必ず狩られねばならない。

　ミカチェラは６ソール（約１・８ｍ）の長身痩そう躯くをゆったりと進ませながら、大きな鷲わし鼻ばなでさまざまな匂においを嗅かぎ、細めた青い瞳ひとみでいろいろなものを見る。

　当年とって二十九歳の巡じゆん検けん司し祭さいが生まれ育ったのは、遥はるか北にあるクジェ帝国の首都ゲシュタファだ。外国人と少し話しただけで、あっという間に言葉を覚えてしまうミカチェラの異能は、幼いころから有名だった。貧民上がりの天才少年は、その気になれば帝国に仕えることもできたが、あえて聖職者の道を選んだ。

　後悔はしていない。天職だと思っている。

　数多あまたの魔王を滅ぼして、嫉しつ妬と深ぶかい邪神を打ち倒し、自ら正しき唯一の神となって天国への道を拓ひらいた主しゆアルド・サイオンだけが、ミカチェラに光を見せてくれる。

　主のいない世界は闇やみだ。

　主を未まだ知らぬ者は闇の中を這はいずりまわることしかできない地虫同然だ。

　主を信じぬ愚者は光の世界に闇をばらまかんとする悪あしき魔王の手先だ。

「さて、ちょっとお邪魔しますよ」

　勤勉な巡検司祭は、街路をくまなく歩きまわるだけでなく、家々を訪ねる。要注意人物の住まいや、噂うわさ好きで事情通の夫人がいる家、身体からだの不自由な老人がいる家にはできるだけ立ちよって、彼らと直じかに話をするのだ。そうした活動のすべてが、狼を狩る本来の任務につながる。

　それから、もっと重要なのは商家だ。商いをしている者の家には、多くの人間が多種多様な痕こん跡せきを残している。その中に、人の皮を被かぶった狼の強烈な臭気を放つ痕あとが交じっていたとしても、ミカチェラは驚かない。

　邪悪な魔王どもと、その配偶者である人類の裏切り者、魔女たちは、我々に実質的な危害を加える現実的な脅威なのだ。

「やあ、ご主人。景気はいかがですか」

「これはどうも、いらっしゃいませ、司祭さま。ええ。そうですな。お陰様でそれなりに、なんとかかんとかやっております」

「それはよかった」

　デルモット百貨店。名前は大おお仰ぎようだが、ようするに雑貨屋だ。ただ、この店には、生活用品の新品、中古品だけでなく、装飾品や調度品、あとは獣の角や骨、古い武具など、それなりに値打ちのありそうな珍しい代物も陳列されている。しかも、裏に倉があり、表に出されている品物はごく一部らしい。

　主人のデルモットは、立派な口くち髭ひげがてんで似合っていない四十年配の小男だが、着ている衣類は上物だ。たまに店番をする夫人も、貴族のように着飾っている。二人とも、もとが貧相なので、痛々しいほどに不釣り合いで滑こつ稽けいだ。とはいえ、周辺の住民はデルモット夫妻を裕福だと見なしているし、実際、そのとおりなのだろう。

「最近、何か変わったことはありませんでしたか」

「そうですなあ。えー。変わったこと。うーん……」

　デルモットの商売の仕組みは、安く買かい叩たたいて、買値より高く売って利益を出す。それだけだ。単純だが、誰だれにでもできるのなら、皆、やっている。商才があるのだろう。この男は、そうして金を儲もうけておきながら、教会にほとんど寄付しない。主しゆの加護があるからこそ商売も成り立っているというのに、我欲が深く、吝りん嗇しよくなのだ。デルモットも、自分の強欲さに後ろめたさを感じている。だから、ミカチェラが店を訪れると、ろくに目をあわせようとせず、いつもおどおどしているのだ。

「どうですかな。変わったこと。ええ。とくには。似たような毎日といえば似たような毎日でして。それはもちろん、主が与え給たもうた平穏無事なのですが」

「なるほど、なるほど」

　ミカチェラはデルモットの言葉などあてにしていない。信頼すべきはおのれの知覚と、それから直感だ。巡じゆん検けん司し祭さいは店内を見て歩く。品物の一つ一つを見るのではなく、全体を見渡して、心の声に耳を傾けるのだ。かすかな囁ささやき声すらも聞き逃してはならない。

　店に入ったとき、デルモットは奥おくの椅い子すに座って何かしていた。手を止めて、椅子から立ちあがり、ミカチェラを出迎えるために進みでてきた。

　デルモットは今、付き従うようにミカチェラの後ろを歩いている。

　ミカチェラは店の奥へ向かった。デルモットもついてきた。デルモットの足どりが乱れている。焦っているのか。奧だ。間違いない。奥に何かある。椅子。机。そうだ。デルモットはこの椅子に座り、机に向かって、何かしていた。机。何か置かれている。布。ヴェロアのような、上等そうな黒い布だ。くしゃくしゃにしてある。その隣には、ルーペか。デルモットが、あのう、と不安そうな声を出した。ミカチェラは無視した。布に手をのばした。硬い手て応ごたえがあった。そう大きな物ではない。そうか。そういうことだったのだ。店に入ったとき、デルモットはこの机に向かっていた。そうして、椅子から立ちあがる前に、布の中に何ヽかヽをヽ隠ヽしヽたヽ。ミカチェラは乱雑にたたまれた布をそっと開いた。息を吸いこんだ。止めて、吐きだした。

「これは、これは」

「いえ、あのう、それは。決して、そのう、先日、買いとったものでして。まだ、そのう、鑑定中と申しますか。ですから」

「ご主人」

「は、はい！」

「あなたはこれが何かご存じない。違いますか」

「い、いえ、そのう、ですから、はい、見たところ、指輪ですが、金のようでもありますが、本物かどうかは、ええ、まだ、そのう」

「あなたはご存じないのだ」

　ミカチェラは肩掛け鞄かばんに手を突っこんで、手袋と白い布をとりだした。手袋をつけた手で、さらに洗い清めた布越しに、慎重に、ゆっくりと金色の指輪をつかんだ。ミカチェラは汗をかいていた。呼吸も荒くなっている。禍まが々まがしい。このような物が身近にある。それどころかこの指の先に。そう思うだけで、おぞましいことこの上ない。

「ご主人、これは預からせてもらいます」

「えっ！　で、ですが、それは、わたくしが買いとったものでありまして」

「これが何か知らないから、そのようなことを言えるのだ」

「で、で、で、ですが、司祭さま」

「あなたはこのようなものを手て許もとに置いておくべきではない。いいですか。よく聞きなさい、デルモット」

　ミカチェラはいったん息を整えねばならなかった。その言葉を口にするのも忌まわしいが、やむをえまい。

「これは魔ヽ女ヽのヽ婚ヽ約ヽ指ヽ輪ヽなのですよ」



    

  
    
      　

第二話　【賢者と未亡人】





「さあ！　互いに棒を一本ずつ持って向かいあい、互いの棒と棒とで打ちあって、最初に棒を地面に落としたほうが負け！　ルールは簡単！　相手はまだ子供よ！　掛け金は１ベールから５ベールまで！　誰だれも挑む者はいないの!?　そう、この街には腰抜けしかいないのね！　虚こ仮けにされて悔しくない!?　悔しかったら、かかってきなさい！」

　ユユの口上は堂に入っている。これまで立ちよった街でも、何度か同じことをしてきたからだ。

　口がうまいだけじゃない。旅装をといて、街着に身を包んだユユは目立つ。女はたいてい、肌を出すことを恐れ、真夏でも長なが袖そでの服を着て、長いスカートを引きずって歩いているものだけれど、ユユは違う。暑ければ、腕も、足も、大胆に露出させる。胸元や、ときにはおなかまでさらすこともためらわない。教会の司祭が見たら卒倒しそうな服装で、どんな恰かつ好こうをしようとわたしの勝手でしょう、とうそぶいてみせる。そんな女の子が人目を引かないわけがない。

　レーレは１ソール（約cm）くらいのまっすぐな木の棒を手にして突っ立っている。どうせなら、背中を丸めたり、うつむいたりしていたほうがいいのではないか。以前、ユユにそう提案してみたら、余計なことはしないで、黙って立っているだけでいい、と言われた。そのままで十分、弱そうだから。それがユユの答えだった。

　たしかにレーレは背も高くないし、肩幅が広いわけでもない。筋骨隆々といった身体からだつきでもない。でも、そんなに弱そうに見えるのだろうか。

　昼下がりの広場は、通行人や買い物客でごった返している。ようやく体調が回復したので、一稼ぎしないといけない。レーレなりに気合いが入っているのだが、この街の人たちは冷淡だ。住人同士は明るく挨あい拶さつを交わして、立ち止まって談笑し、にぎやかに、楽しそうにしているのに、ユユやレーレはほとんど完全に無視されている。

「さあ、誰だれか！　誰かいないの!?　いないわけないでしょう!?　ほら、そこのあなた！　そう、あなたよ！　かかってきなさいったら！　逃げるな！　逃げるの禁止！」

　ユユの我慢も限界に近づいている。堪忍袋の緒が切れたら、怒られるのはレーレだ。

　レーレはあたりを見まわした。あれはたぶん、この街の住人じゃない。恰好が街着ではなく旅装だ。大柄で、いかにも力自慢といった面構えをしている。目があった。レーレはわざと笑ってみた。レーレの下手くそな笑顔は、なぜかたまに相手の神経を逆さか撫なでするらしい。男はどうだろう。笑い返してきた。近づいてくる。うまくいったようだ。

「おい。俺おれがやってやる。相手はそのガキなんだよな」

「そうよ。コテンパンにしてしまってかまわないわ。できるものなら、ね」

「上等じゃねえか」

「掛け金はいくらにする？」

　ユユが持っていた小箱を差しだすと、男はその中にベール小銀貨を一枚、二枚入れた。それを目にした通行人が立ち止まった。さらに、三枚目。四枚目。どよめきが起おこってから、男は五枚目のベール小銀貨を小箱の中に落とし入れた。ユユはにっこり笑った。

「５ベールね」

「ああ」

「じゃあ、こっちも５ベール入れるわ。勝者に与えられる賞金は、なんと10ベール！」

　ユユは小箱に５ベール入れて、声を張りあげた。

「さあ、お立ち会い！　賞金10ベールの大勝負！　見ないと一生後悔するわよ！」

　こうなると、余よ所そ者ものにはつめたいクローデルの住人たちも、次々と物見高い野や次じ馬うまに変身した。

　ユユは男に木の棒を手渡した。男は荷物を下ろして木の棒の具合を確かめると、レーレの棒と交換するように要求してきた。異存はなかった。べつに何の細工もしていない。

「いいだろう」

　男はレーレが持っていた棒を二度、三度と振ってから、満足げにうなずいた。不敵な笑みを浮かべているつもりなのだろうか。こめかみのあたりが引きつっている。こんな勝負に乗ってきたことから考えても、慎重なのではなく、軽率なお調子者で、それでいてプライドが高い。きっと根は臆おく病びようなのだ。

　レーレはユユの開始の合図を待っていなかった。そもそも聞いていなかった。ただひたすら相手だけを見ていた。

　相手は不用意に距離をつめてきて、棒を振りかぶった。でも、レーレはまだ棒をだらりと下げている。その体勢から、どうやってレーレの棒を打つのか。たぶん、何も考えていないのだ。レーレは棒を持ちあげて、先端を男の胸と首の間くらいの場所に向けた。男は、それだ、今だ、という顔をした。自分の棒を振りおろして、レーレの棒をぶっ叩たたこうとしたのだろう。レーレは左方向へ身体からだを捌さばいて、難なく男の棒をかわした。すかさず自分の棒を鋭く振って男の棒に叩きつけた。上からだった。男は棒を取り落とした。

「――な」

　何が起おこったんだ、とでも言いたかったのかもしれない。

　広場が静まりかえった。

　ユユに目をやったら、睨にらみつけられた。簡単に片づけすぎたということだろう。レーレは、ごめん、と小声で謝った。ユユは許してくれるだろうか。おそらく、大丈夫だ。男が顔を真っ赤にして叫んだ。

「も、も、もう一回だ！　い、今のは、違う！　子供だと思って、油断しただけだ！　いいよな！　５ベール！　もう一回やる！　やらせろ！」

　男は結局、三回負けて、15ベール失ったところであきらめた。15ベールといえば、上等な白パンを二ヶ月分くらい買えてしまう大金だ。男にとってはかなりの痛手だったはずだが、おとなしく引き下がってくれて助かった。勝負に負けた相手が、突然、激げき昂こうして襲いかかってくる。以前、そんなことも一度だけあったのだ。見み世せ物もの程度ならまだしも、喧けん嘩か沙ざ汰たになれば、街の衛兵が駆けつけてきかねない。そうならなくてよかった。

　問題は、レーレが男をコテンパンにしてしまったせいで、次の挑戦者が現れそうになく、ユユが苛いら立だちはじめていることだ。

　棒ヽ勝ヽ負ヽはもうこれでお終しまいにして、ナイフ投げか見み様よう見み真ま似ねの軽業に切りかえたほうがいいかもしれない。軽業はまだうまくできないが、ナイフ投げは得意だ。でも、そんなことはユユだって考えているだろう。どのみちユユが決めるのだ。余計な口出しはしないほうがいいか。

　レーレは所在なく野や次じ馬うまたちを見まわした。

「通してくれ！」

　若い男だ。人垣をかきわけて、進みでてこようとしている。レーレはユユを見た。ユユは唇をぺろりと舐なめて、笑みを浮かべた。

「私が挑戦しよう！」

　言葉は大ブルノーなどで話されている南部語だが、北方系の血を引いているのだろうか。銀髪で、目は青く、背が高い。あれだと、６ソール（約１・８ｍ）以上ありそうだ。たぶん、この街の住人ではないだろう。というよりも、ただの市民じゃない。身につけている白っぽい衣類はいかにも上質で、腰に剣を帯びている。「×」のような形をした鍔つばは、かなり独特だ。柄つか頭がしらからは短い鎖が垂れ下がっている。滑らかな体重移動。撫なで肩がた気味だが、首が逞たくましく、胸も厚い。

「先ほどの勝負、拝見した。見事だった。感服した！　是非、お手合わせ願いたい！」

「掛け金は？」

　ユユが小箱を差しだすと、若い男は物入れからベール小銀貨を一枚出した。

「申し訳ないが、１ベールだ！」

「まあ、いいけど」

　そう言いながらも、ユユはかなり不満げだ。若い男はかまわず小銀貨を小箱に落とし入れて、ユユから棒を受けとった。その間も、ずっとレーレを見すえていた。レーレも若い男から目を離せなかった。

　まっすぐな眼まな差ざしだ。

　あまりにもまっすぐすぎて、いやになる。

　ユユが何か言っている。レーレは聞いていない。

　若い男は半身に構えて、ふう、と息を吐いた。

「私はヨナハン・クロムスティード。君は？」

「レーレ」

「そうか。レーレ。では、参る……！」

　速い。まっすぐ。あまりにもまっすぐだが、無駄がない。最短コース。レーレは相手を見る。相手に先手をとらせ、よけるか、受け流すかして、隙すきを作らせる。そこを突く。でも、だめだ。いつものやり方は通用しない。あの体格。ヨナハン。この男はそうとう力が強い。腕力だけじゃない。全身に力がみなぎっている。よくわからないが、きっと何かの訓練を受けているのだろう。力を効率よく使うための訓練。鍛えられている。ヨナハンの棒を受けるのは、きっと至難の業だ。よけても、次がくる。それをかわしても、また次が。だめだ。受け身になったら、やられる。

「――ムッ……！」

　ヨナハンは足を止めてレーレの棒を弾はじき返かえした。右肩。左肩。右みぎ腿もも。右腰。左腿。レーレの棒が猛然と襲いかかる先に、ヨナハンの棒が必ず顔を出す。反応しているのか。違う。読まれている。ヨナハンはレーレの棒を見ていない。正確にいえば、棒だけを見ているのではなく、レーレの全身を見ている。素人じゃない。慣れている。戦い慣れしている。だから、知っているのだ。敵はどうやって攻めてくるのか。それをどうやって防げばいいか。その身体からだに染みついている。

　手て強ごわい。

　ほんの少しゆるんだ。甘かった。狙ねらった場所も、角度も、速度も、何もかもが。

　ヨナハンは見逃さない。見逃してくれるはずがない。

「スァッ……！」

　打ち返された。強く。強く。撥はね飛ばされた。レーレは棒を保持するだけで精一杯だった。身体が開いた。左右の足の間隔。肩の間隔。肘ひじや手首の曲げ具合。すべてが乱れてしまった。立てなおさないと。攻めないと。無理だ。間に合わない。

「今度は私の番だ……！」

　喋しやべりながら。なんてやつ。強振。でも、引ヽきヽや戻ヽしヽが速い。返ヽしヽが交ざる。腰や膝ひざ、足首、肩や手首、指に余分な力が入っていないから、自由自在なのだ。筋力の差もある。目で追うことはできる。身体もなんとかついていっている。でも、レーレの右手は痺しびれている。後退や、左右への動きが大きい。大きすぎる。打ち負けている。わかっていた。最初から、こうなるだろうと。不利だ。棒一本。相手の棒を落とすだけ。このルールでは不利だ。真正面から力比べをして勝てる相手じゃない。そもそも、ヨナハンはたぶん、そういう勝負が大得意で、レーレはどちらかといえば苦手なのだ。

　棒は一本。たった一本だ。

　負ける。このままだと、負ける。レーレはおそらく、追いこまれつつある。焦りが顔にも出ているはずだ。それなのに、ヨナハンは顔色を変えない。同じだ。ひたすらまっすぐレーレを見ている。油断なんかしていない。だめだ。これ以上は、下がれない。この後ろは、人垣。右手が痺れている。負ける。もう、負ける。

　棒は一本だ。

　でも、手は。

「な――」

　ヨナハンがかすかに目を見開いた。構えが揺れそうになったが、すぐに戻った。レーレはそこに飛びかかっていった。もう手は痺れていない。いま棒を握っている手は。左手に持ちかえたのだ。ヨナハンは意表を突かれたのだろう。動揺は。している。表情が変わった。レーレは踏みこんで矢継ぎ早に打ちこんだ。背ヽ赤ヽにやられた左腕の傷が痛む。かまっていられない。攻めろ。左肩。右肩。左腿。左腰。右腿。ヨナハンはじりじりと下がった。肩に力が入っている。首にも。膝ひざがのびている。腰が高い。ヨナハンが息を吸った。今だ。レーレはさらに前に出た。ヨナハンは迎え撃ったが、浅い。そうではなく、レーレが思いきって接近したので、身体からだの大きなヨナハンにとっては距離が近すぎたのだ。

　レーレは手首を返し、自分の棒でヨナハンの棒を巻きあげた。

　ヨナハンの棒は宙に舞いあがった。

　レーレはすかさず跳びあがってヨナハンの棒を右手で引っつかみ、着地するなり地面にそっと置いた。

「おお……」

　ヨナハンは低く唸うなりながら自分の右手を見て、それから地面の棒に目をやり、最後にレーレを見すえた。

　それから、ゆっくりとうなずいて、なぜか破顔一笑した。

「私の……完敗だ！」

　歓声があがった。拍手しはじめる者もいた。ヨナハンは笑顔のまま近づいてきてレーレの右手をとり、高々と持ちあげた。喝かつ采さいはふくらみ、弾はじけて、ユユが小箱を手に歩きまわると、何人かがカトレ四分の一小銀貨を投げてよこした。正直、レーレは恥ずかしかった。ヨナハンに肩や背中を叩たたかれて褒ほめそやされ、群衆に賞賛の言葉を投げつけられるたびに、どんどん顔が熱くなってきた。たまらなくて、下を向いていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「レーレ！　まさか左手をあれほど使えるとは！　信じられない！　君はすごいな！　すばらしい才能だ！」

「……いや、そんなことは」

「謙けん遜そんすることはない！　私も今日から左手で剣を扱う練習を始めようと思う！」

「そ、そう」

「ああ！　またどこかでまみえることがあったなら、どうかこの私と勝負してくれ！」

「それは……べつに、いいけど」

「ありがとう！　では、約束したぞ！　君に主の加護をエクト・レム・エルウ！　さらばだ、レーレ！」

　負けたくせに、ヨナハンが意気揚々と立ち去ると、野や次じ馬うまの数も潮が引くように少なくなっていった。思わぬ形で投げ銭が入って、ユユは満足そうだし、それはいいのだが、なんだかとても疲れた。

　ああいう男は苦手だ。というよりも、レーレはユユ以外と親しくしたことがない。親しくなりたいとも、とくに思わない。できるだけ他人とは関かかわりたくないのだ。

　うつむいて立ちつくしていると、何者かが手を叩たたきながら近づいてきた。

「いや、すばらしい。堪能しました。星ヽのヽ鎖ヽの騎士を打ち負かすとは」

　男だ。ちょっと見ただけでは、何歳くらいかよくわからない。丸い透明な物体を二つ繋つなげたような、奇妙なものを鼻に引っかけているせいだろうか。背はレーレより高いが、痩やせている。被かぶっている帽子といい、丈の長い上着といい、いかにも高価そうだ。ヨナハンとは雰囲気がまったく違うけれど、この男もただの市民じゃない。何者なのか。

　レーレは上目遣いで男の目を見すえた。そういう見方をすると、三白眼になって感じが悪いので、やめなさい、とユユによく注意される。

　男は鼻に引っかけていた奇妙なものを外して、レーレの視線を受け止めた。

　薄笑いを浮かべている。それほど若くもないのか。一方で、大きな子供のようにも見える。なんとなく薄気味の悪い男だ。

「僕はハイジロといいます。レーレくん？　でいいのかな」

　ハイジロと名乗った男は、上着のたっぷりした袖そでの中から何かつまみだした。硬貨だ。大きい。目を疑った。ダレル銀貨じゃないか。あれ一枚で、ベール小銀貨十枚分の価値がある。それを見たユユが、急いで駆けよってきて小箱を差しだしたのに、ハイジロはかまわずレーレの手をとって、ダレル銀貨を握らせた。

「あなたの身体からだに流れている血には、この千倍、いや、一万倍の値打ちがありますよ」

　レーレは銀貨を一いち瞥べつしただけで、すぐにユユの小箱に落とし入れた。

　ハイジロは満面に笑みをたたえた。

「今のは嘘うそです。鷹たかの目。狩人かりゆうどの目、ともいう。古きシレーンの血が色濃く出た者のみに与えられる天てん賦ぷの特性は、お金で買えるものではありません」

　何を言っているのか、ちんぷんかんぷんだ。レーレはユユと顔を見あわせた。ユユも困惑したように眉まゆをひそめている。

　ハイジロは、まあ、あるいはそうなのではないかと思っただけなのですが、と肩をすくめてみせた。

「目がいい、とね。あなたの戦いぶりを見物していて、思ったのです。それに、その瞳ひとみの色。黒々としているのに、光の具合で青く見える。青白い肌。黒い巻き毛。これらはシレーンの特徴だったと言われています。戦いに敗れ、西方中に散った彼らの血が、そのような形で現れるのはめずらしいのですが。そう、普通は――」

「ちょっと、何をするのよ！」

　ユユが飛びのいた。ハイジロがユユの髪の毛にさわろうとしたのだ。レーレは一瞬、本気でハイジロを棒で打ちすえようと思った。なんとか自制した。ユユが素早く身をかわしたので、その髪にハイジロの手がふれることは結局なかったからだ。

「彼女のように、そこらではあまり見かけない髪の毛や瞳の色となって現れます。ですが、これは稀き少しよう例と言えるほどのものではないのです。このクローデルの街でも、少なくとも数人、多ければ十人、もしかしたらそれ以上、探せば見つかるでしょう」

「あなたね」

　ユユの眉み間けんに深い縦たて皺じわが刻まれている。

「さっきからわけのわからないことをべらべらとまくしたてて、あげくの果てにいきなりこのわたしにさわろうして、あまつさえ人のことを稀少じゃないとか何とか。ずいぶん無礼じゃない？　何なの、いったい？」

「ですから、僕はハイジロといいます」

「それはわかっているわよ。変な名前！　わたしが訊きいているのはそういうことじゃないわ。あなたが何者なのかということを尋ねているの。ここまで噛かみ砕くだいて説明しないと理解できないの？　趣味の悪い帽子を被かぶったその頭はただの飾り？」

「一応、本物です。ちなみに、髪の毛もちゃんとあります。ほら、ね？」

　ハイジロは一度帽子をとってみせ、被りなおした。

「しかし、困りましたね。このとおり顔はいいし、お金もけっこう持っていまから、ご婦人がたにもなかなか好感を持たれるのですが、宮仕えしているわけではありませんし、商売をやっているわけでもない。職業。身分。僕には何もないのです。ああ、そうだ」

　レーレは周りの様子をうかがっていた。野や次じ馬うまはほとんどいなくなったが、遠くからこちらを見て、何やら囁ささやきあっている者たちの姿がちらほら見受けられる。おそらく、彼らはハイジロのことを知っているのだろう。

「この街の人々は、僕を賢者ハイジロと呼びます」

「賢者ぁ？」

　ユユはあからさまに小こ馬ば鹿かにしている態度だ。

　ハイジロは笑顔でうなずくと、右手を胸のあたりに持ってきて、腰をかがめ、貴人のように気どったおじぎをしてみせた。

「ええ、そうです。以後、お見知りおきを。どうもあなたがたとはご縁がありそうな気がしますし、またどこかでお会いする機会があるかもしれませんね。ところで、あなたのお名前は？」

「誰だれが教えてあげるものですか！」

　ユユは、行くわよ、レーレ、と叫ぶなり、小箱を抱えて大おお股またで歩きだした。

　レーレはハイジロのことなんか一顧だにせず、ユユを追いかけた。







　ユユの機嫌が悪かったのは、ほんの少しの間だった。

　クローデルには、大きな広場が一つと、小さな広場が三つある。大広場は街のだいたい真ん中あたりにあって、そこからまっすぐ北へ向かえばポンパドル城だ。たぶん、祭典や処刑はこの大広場で行われて、大勢の人が集まるのだろう。大広場から南へ下ると、市いちが立っていて宿が三軒ある南広場に出て、そこを通り抜ければ正門に行きつく。

　レーレとユユは、結局、三軒目に訪れた宿屋「クローデルの光」に泊まっている。ユユは、でも、大広場から東へと向かい、小さな円い東広場までレーレを連れていって、そこで客寄せをした。東広場にも市が立っていて、人通りも多かったし、金を稼ぐこともできた。結果的にはよかったのだが、なぜわざわざ宿のある南広場から離れたのだろう。

「バカね。もし儲もうかって、そのことが宿の亭主の耳に入りでもしたら、宿代を吹っかけられるかもしれないでしょう」

　ユユは鶏の塩焼きを木のスプーンと串くしで丁寧にほぐして、少しずつ口に入れている。レーレが知るかぎり、そんな食べ方をするのはユユだけだ。熱いポタージュや麦むぎ粥がゆなら、スプーンですくって冷ましながら食べるしかないが、焼いた肉なんて手づかみしてかぶりつけばいい。まだるっこしいことをするものだ。

　面倒くさそうではあるけれど、ユユが食事をする姿は洗練されていて、気品のようなものがある。大広場の外れにあるこの食堂を見まわしても、ユユ以外は獣みたいだ。食堂なんて金持ちしかこない場所だから、身なりのいい客ばかりなのに、それでもせいぜいよく躾しつけられた猟犬程度にしか見えない。白パンをポタージュにひたして食べているレーレも、もちろん同じだ。鶏の塩焼きは、とっくに丸かじりして平らげてしまった。

　ユユは白パンとポタージュを一緒くたにして食べたりしない。白パンは必ず一口大にちぎって口に入れ、ポタージュは当然、スプーンを使う。

「何だってそうだけど、お金は有限なのよ。今日みたいに運よく稼ぐことができたとしても、使えば使っただけなくなるんだから。有効に使わないといけないわ」

「本当に、今日は運がよかったね」

「そうね」

「儲もうかって、よかった」

　レーレが把握しているだけで、15ベールと１ベールと、１ダレル。けっこうな稼ぎだと思う。とくに、ヨナハンとの棒勝負はぎりぎりだった。レーレなりにがんばったのだ。

　ユユが手を止めて眉まゆをひそめた。

「何よ」

「何でもない」

「そう。それなら、いいけど」

　ユユはまた器用に串くしとスプーンを操りはじめた。

　少しくらい、ねぎらってくれてもいいのに。

　レーレはそっと息を吐いて、その思いを胸の奥おくに封じこめた。どれくらい稼げば、ユユは褒ほめてくれるだろう。５ダレル？　10ダレル？　何枚の銀貨を手に入れても、たとえそれが金貨でも、ユユはきっと、レーレを褒め称たたえたりしない。まして、尊敬することなんか、絶対にありえない。なんとなく、そんな気がする。



    

  
    
      



    

  
    
      　食事を終えて食堂を出ると、いくらか日が傾いていた。

　昼でもない。夜でもない。中途半端な時間に食べてしまったが、旅をしている間はいつもそんなものだ。

　ユユは、目覚めたあとや、就寝前、毎食前の礼拝をしない。レーレもユユにあわせてしなくなった。

　家を飛びだしてからというもの、二人はほとんどの習慣、規則から解き放たれた。

　もう養父母に命じられて、朝から晩まで仕事をしなくてもいい。日曜日ごとに教会へ行き、宣せん誓せいしたり司祭の長い話を聞いたりする必要もない。

　サイオン信徒は週に三度、湯水で身体からだを洗い清めねばならないとされていて、これを、禊みそぎ、という。細かく手順が定められていて、わずらわしいので、レーレは嫌いだ。ユユは、でも、禊だけはもっともだと言う。ただし、あの手順では不十分らしい。ユユは自分なりの方法で、可能なら毎日でも身体や髪を洗う。それもきっと、教会の司祭に言わせれば、信徒としては間違った行為で、懺ざん悔げしなければならない、ということになるだろう。ユユは決して謝らないだろう。謝ったりしなくていいと、レーレも思う。

　レーレはずっと、何の疑問も抱かず、司祭の言うとおりにしてきた。正しいとか、正しくないとか、レーレにはわからない。ユユは違う。ユユはいつも自分で判断している。ユユが話すのは、ユユの言葉だ。司祭のように、主しゆや、主の七しち高こう弟ていの言葉をそのまま口にしているのではない。レーレは主や七高弟には会ったことがないのだ。大昔の、千年以上前の人々らしいから当然だけれど、ユユは目の前にいる。レーレにとっては、ユユのほうが遥はるかに大きい存在だ。

　宿屋に戻ると、亭主がちょっと不気味なくらい愛想よく迎えてくれた。

「やあ、おかえり、お二人さん。だいぶ見てまわったかい。いい街だろう。城も立派なもんだしね。慣れると、人もあったかいんだよ。市長もあれでなかなかいい御お方かたさ。エロワ聖堂にはもう行った？　行っておいたほうがいいよ。後悔はしないよ。そうだ、お二人さん、夕食は？　何？　食べてきた？　そうかい。そいつは残念だ。いや、いい羊肉を仕入れたんでね。え？　もう部屋に戻る？　そう。ごゆっくり」

　人がよさそうだ。それが亭主の第一印象ではあった。でも、結局、余よ所そ者ものにはつめたい。何だかんだと理屈をつけて、体ていよく追い払われた。そのはずだったのに、レーレたちはこの「クローデルの光」で小さな一人用の部屋を借りている。

　本当に小さな部屋だ。

　三階の隅にあって、寝台と小さな椅い子す以外は何もない。

　ユユは窓の板戸を開け放って、外を眺めている。

　することがないので、レーレは寝台に腰かけて壁を見つめていた。

「レーレ」

「何？」

　呼んだくせに、ユユはこちらを見ようとしなかった。

「あなたのお父さんって」

「ユユのお父さんじゃなくて？」

「あれはどうでもいいわ」

「あれって……」

「あの人じゃなくて、あなたの本当のお父さんのことよ」

「うん」

「どういう人だったの？」

「最後に会ったとき、おれ、四歳だったんだ」

「あなたが家にきたとき、わたしは三歳だった。でも、ちゃんと覚えているわ」

「ユユは記憶力がいいから」

「何も覚えていないの？」

「何もってことはないけど」

「顔は？」

「ごめん。ほとんど何も覚えてない。おれの父さんって、たしか、あまり家にいなかった。たまにしか帰ってこなかったんだ」

「レーレをうちに連れてきた人。カルヴァンさん。あの人、かなりのお金持ちよ。身分はわからないけど。わたしの両親は、レーレを養子にして育てることで、お金をもらっていたんだから。だけど、カルヴァンさんはレーレのお父さんじゃないでしょう」

「違うと思う」

「会いたくないの？」

「べつに」

「どうして？」

「覚えてないし。もしどこかで会っても、きっとわからないよ」

「すごくレーレと似ているかもしれないじゃない」

「生きてるかどうかだって、わからない」

「お父さんのこと、嫌い？」

「嫌いじゃないよ」

　レーレは左手で右の手首をつかんだ。力を入れると、背ヽ赤ヽにやられた傷が疼うずく。

「好きでも嫌いでもない。でも、怖かったかな」

「厳しい人だったの？」

「たぶん、だけど」

「そう」

　ユユはそれきり口をつぐんだ。黙っているのは、とくに苦痛じゃない。いつもユユと二人でいるのだ。喋しやべりどおしというわけにはゆかない。喧けん嘩かをして、丸一日、口をきかないこともある。よくあることだ。それなのに、なんだか今は落ちつかない。

「お金」

「何よ」

　ユユはやっぱりこっちを見てくれなかった。でも、返事をしてくれるだけ、まだいい。

「どうしたのかな、と思って。ここに泊まるの、お金、かかったはずだし」

「色仕掛けでたらしこんだのよ」

「え」

　頭の中が真っ白になった。

　ユユは振り向いて、鼻で笑った。

「このわたしがそんなことをするわけがないでしょう。バカなレーレ」

「……そう、だよね」

「あたりまえじゃない」

　じゃあ、どうしたの。

　訊きけなかった。ユユが正直に答えないということは、きっと答えたくないということだ。だとしたら、何があっても言わないだろう。訊くだけ無駄なのだ。

　ユユは窓枠に頬ほお杖づえをついて、おしりを突きだすような体勢で、また外を見ている。

　レーレは立ちあがって、おそるおそるユユの左隣に立った。

　ユユはレーレを一いち瞥べつして、でも、何も言わなかった。

　レーレは窓枠に右手をついて、広場を見渡した。

　だいぶ日が傾いている。市いちは終わりかけだ。それにもかかわらず、今日は人通りが多い。レーレの右腕がユユの左肩にふれそうになっていた。もう少しで、ふれてしまう。

　家を飛びだした二人に確たる目的はない。どこに行こうというあてもない。北のほうにとても大きな製鉄所があって、そこでは流れ者でも仕事にありつけるという。そんな話を聞いて、北へ向かっている。

　とりあえず今は、その日暮らしでも、なんとか食べて、寝ることができていれば、それでいい。ユユがやれと言うのなら、棒勝負でも、ナイフ投げでも、何でもする。製鉄所で働けと言うのなら、働く。レーレは漠然とそう考えている。

　右腕が、ユユの左肩にふれてしまった。

　ユユに睨にらまれた。

　レーレは窓際から離れて、寝台に腰を下ろした。

　ちょっとだけじゃないか。わざとじゃないし。そんなに怒ることはないのに。

　こらえきれずに、ため息をついてしまった。

　ユユには聞こえなかったようだ。外なんか眺めて、何がおもしろいのだろう。レーレには、ユユの考えていることがよくわからない。ユユの頭の中は、レーレのそれと比べて、あまりにも複雑すぎる。ユユはどうして、父親のことを、あれ、とか、あの人、と呼んだりするのだろう。母親に対しても同じだ。生まれ育った故郷を出て、両親と離れて、ユユは寂しくないのだろうか。レーレはべつに寂しくない。ユユの家があるボージェ、あの町は、レーレにとって、ふるさと、と呼べるような場所じゃない。ユユの両親は、レーレの養父母だけれど、やっぱり、親とは違う。たぶん、レーレがそう思っていたから、ユユの両親も、レーレを自分たちの子供のように愛することはできなかったのだろう。あの人たちはユユを愛していた。とても大切にしていた。ユユは、それなのに、不満そうだった。何が不満だったのだろう。ユユは両親に逆らってばかりいた。教会の司祭にも反抗していた。ユユはなぜ、何に、あらがっていたのだろう。レーレにはわからない。

　さっきから、ユユの様子が変だ。レーレはそのことに気づいていた。ずっとユユの後ろ姿を見ていたからだ。

　声をかけようとした。

　その前に、ユユが振り返って、レーレの目を見すえた。

　ユユの瞳ひとみにまっすぐ見つめられると、動けなくなってしまう。

「レーレ」

　返事をしようとした途端、ユユは窓から離れて、レーレを押しのけ、寝台の下から背負い袋を引っぱりだした。背負い袋の中に手を突っこんで、とりだしたのは小さな革袋だった。ユユが硬貨入れとして使っているものだ。ユユは革袋の口を開けて、何枚かの銀貨と小銀貨をつまみだした。それから、部屋の隅に置いてあったレーレのナイフと剣を抱えた。いったい何事だろう。レーレはぽかんとしていた。

「レーレ」

「うん。何？」

「いやになったわ」

　ユユはナイフと剣と硬貨をレーレの前に突きだして、ため息をついた。

　レーレはわけもわからずそれらを受けとった。

「……え？　何、これ？」

「わからない？　わたしは、いやになった、と言っているのよ」

「だから、何が？」

「あなたがいやになったの」

　ユユはまずい物を食べたあとのように顔をしかめた。

「わたしのそばにいてほしくないの。あなたの顔を見たくないの。声も聞きたくないの。わかる？　わからなくてもいいわ。とにかく、いやなの。いやでいやでたまらないの。今すぐ出ていって。わたしの前から姿を消して。さあ、この部屋から出ていきなさい」

　レーレは呆ぼう然ぜんとしながらも、ナイフの鞘さやをベルトにくくりつけて、剣を吊つるした。硬貨をズボンのポケットにしまいつつ、なぜ自分はこんなことをしているのだろう、こんなことをしないといけないのだろう、と不思議に思った。

　階下で、何か物音がした。いや、あれは階段のほうか。話し声もする。ユユは立て付けの悪いドアに目をやってから、またレーレを睨にらみつけた。

「早く、出ていきなさい」

「……わかったよ」

　本当は、わかっていない。何がなんだかさっぱりだが、ユユがそう言うのだ。従うしかない。

　ドアのほうへ向かおうとしたら、いきなり後ろから左肩をつかまれた。背ヽ赤ヽにやられた傷に激痛が走った。レーレは無理やり振り向かされた。

「やっぱり、そっちはだめ。窓から出ていって」

「は？」

「バカなレーレが窓から飛び降りる姿を見たいの。見たくて見たくてたまらないの。これが最後なんだから、一つくらいわたしのためになることをしなさい。さあ、早く。早くしなさいったら」

　レーレはユユに背中を押されて、窓枠に両手と、右足をかけた。ユユの顔を見た。どうしてユユはこんなに必死なのだろう。そんなにレーレのことがいやになったのか。まだ落ちていないのに、どこか深い場所に落下したような気分だった。

「早くして！」

　せめて、さよならを言いたかった。

　言えなかった。

　ユユに押しだされる恰かつ好こうで、三階の窓から飛び降りた。

　一階の窓に木製の庇ひさしがあった。レーレは足から庇に突っこんで、物の見事に踏み破ってしまった。それでも、いくらか落下の速度がゆるめられた。下が土だったこともあって、なんとか無事に着地することができた。

　少し離れて見上げると、三階の窓の板戸はすでに閉ざされていた。

　周りが騒がしい。窓から人が飛び降りたり、途中で庇を壊したりすれば、騒然となってもおかしくはないだろう。

　今まで、喧けん嘩かは何度もしたことがある。もう知らない、とか、どこかへ行け、とか、そんなふうに言われたことだって、一度や二度じゃない。でも、必ず何かきっかけがあった。すべてレーレが悪かった、とは思わないけれど、少なくとも原因の一端は、たしかにレーレにもあったのだ。

　こんなことは初めてだ。思いあたる節がまったくない。それだけに、ほとぼりがさめたら機嫌が直るだろう、そのうち仲直りできるだろう、というような、甘い、楽観的な見通しが立たない。

　レーレは途方に暮れていたし、混乱していた。

「――おい、そこにいる黒髪の……！」

　突然だった。敵意をはらんだ声。慌ただしい足音。金属がこすれあう音も聞こえた。レーレは音の方向へ目をやった。宿屋。「クローデルの光」の出入口だ。そこから出てきたらしい。鎖くさり帷子かたびらを着て、短めの槍やりを持っている。衛兵か。衛兵が、どうして。なぜレーレめがけて駆けてこようとしているのか。わからない。理由なんて。何もわからない。わからないことだらけだ。

「こら！　逃げるんじゃない！　おい、あいつはあやしいぞ！　つかまえろ……！」

　バカじゃないのか。逃げるなと言われて、逃げないやつがどこにいる。しかも、衛兵は一人じゃない。二人、三人。次々と「クローデルの光」から出てきた。全員、レーレを追いかけてくる。なんでか知らないけれど、よってたかって、レーレをつかまえようとしているようだ。

　冗談じゃない。レーレは衛兵に背中を向けて駆けだした。あんな重そうな鎖帷子を着たとろくさい衛兵なんて、三人が五人だろうと、たとえ十人だろうと、振りきるのはわけない。広い街だ。路地も多い。身を隠す場所なんていくらでもある。逃げきれる。でも、どうして。なんで、ユユは。わからない。わからないことばかりが、走るレーレの頭の中を渦巻いていた。







　賢者ハイジロの一日は、忙せわしなく見えてゆとりがあり、それでいて、多忙といえばやはり多忙だ。

　今日の午前中はポンパドル城に出向いた。市ヽ長ヽメザム・モンタン男爵の令息を相手に、歴史や算術、語学の講義を行ったのだ。

　西方史、サイオン教史、算術、代数学、幾何学、建築術から各種語学にまで及ぶハイジロの博学は、クローデルに知れ渡っている。ことに、エロワ聖堂の修繕とポンパドル城の改築の折、頑固一徹な職人の親方がハイジロの助言に耳を傾け、納得してこれを聞き入れたという話は有名だ。また、ハイジロは一年の半分以上、屋敷をあける旅行好きで、知己も多く、広い人脈をいかした美術品の蒐しゆう集しゆう家かとしても名高い。ポンパドル城の改築記念として、ハイジロがモンタン男爵に贈ったヘルワン・シュテフの七しち高こう弟てい画は、金貨数百枚の値打ちがあると噂うわさされている。

　モンタン男爵のハイジロへの信頼は厚い。なぜかクローデル市民に市長と呼ばれることを好む男爵は、若いころから凡ぼん愚ぐの悪評が高かったが、どうも彼自身、自分の頭の出来には自信がないようだ。何かにつけ威張りちらして、媚こびへつらう者ばかり侍はべらせるくせに、存外、謙虚なところがあって、頭脳明めい晰せき、あるいは、そのように見える人物にたやすく傾倒してしまう。市長が愛する跡取り息子を叱しかりつけるときの口癖はこうだ。

「ちゃんと勉強せねば、馬ば鹿かになってしまうぞ！　馬鹿になりたいのか！　馬鹿め！　おまえは馬鹿のつらさを知らぬから、そのように怠けるのだ！」

　昼食は男爵一家のお相しよう伴ばんにあずかった。

　午後は、クローデルから１カーレル（約２km）ほど離れた場所にある小高い丘の上で、のんびりスケッチをする予定だった。

　賢者ハイジロは資産家だ。それにもかかわらず、だいたい単独で行動する。金持ちがふらふら一人歩きなどしていたら、どんな目に遭うかわかったものじゃない。従者の一人や二人、連れて歩くのが常識だ。そうした常識を無視する者として、ハイジロはときに奇人呼ばわりされる。

「あらあら、まあまあ」

　ハイジロは草むらに腰を下ろして、画紙の上で木炭を滑らせていた。

　その画紙に影が落ちた。

　胸苦しくなるほどに甘い香りだ。

「お上手ですこと」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

「全裸で逆立ちしている生き娘むすめをその父親が今まさに串くし刺ざしにしようとしている場面を描いていらっしゃるのでしょう。わかりますわ」

「風景画なのですがね。というか、ここからの眺めですよ」

「それはそれは。なかなかに独創的な絵画手法ですわね。きわめて斬ざん新しんですわ」

「おかしいな。僕はしごくまっとうに写生しているつもりなのです」

　ハイジロは眼鏡を外して上着のポケットにしまい、板に貼はりつけた画紙と木炭を地べたに置いて、ハンカチで指をぬぐった。

　ハイジロの斜め後ろにいる女は立ったままだ。黒い日傘を差して、黒いドレスを身にまとい、やはり黒いベールを被かぶっているその姿は、貴族の未亡人を思わせる。彼女のごとき高貴な女は、地面に直接、座ったりしないだろう。実際、彼女は高貴だ。高潔であるという意味において、彼女より高貴な女はそうはいまい。

「グルブブは一緒ではないのですか、ドラコ」

「わかっていらっしゃるくせに」

　ドラコはベールの奥おくでそっと笑った。

「グルブブがわたくしのそばを離れることはありませんわ。それはそう、片時たりとも。もしあなたが妙な気を起おこされでもしたら、その途端、わたくしのグルブブはあなたの息の根を止めるでしょう。それはもう、確実に。わかっていらっしゃるくせに」

「訊きいてみただけですよ」

　ハイジロは肩をすくめてみせた。

「ちょっとおもしろい事件がありました。巡じゆん検けん司し祭さいが魔女の疑いのある少女を見つけて、とらえたのです」

「あらあら」

「近々、魔女審判が行われます」

「無実の子羊が狼の皮を被かぶせられてその身を焼かれるのは、憐あわれなことですわね」

「なぜ彼女は無実だと？」

「もしその者が狼であれば、わたくしが知らぬはずはないでしょう。わかっていらっしゃるくせに」

「利用できると思いませんか」

「利用させようというのでしたら、ハイジロ、あなたの目もく論ろ見みを正直にお話しになって。あなたはわたくしたちに属するでもなく、彼らに与くみするでもなく、いったい何を企んでいらっしゃるのかしら」

「僕はあなたがたの味方ですよ、ドラコ」

　ハイジロは片かた膝ひざを立てて左手で抱えこみ、右手で草をむしって投げた。

「クローデルには現在、星の鎖が駐屯しています。彼らの動きをつかむのは容易ではありませんから、これはもう不運としか言いようがない。ともかく、半休状態とはいえ、彼らとまともにやりあうのは得策ではありません。彼らが去るまで待つというのも一つの手です。ですが、あなたは長々と一つどころにとどまることができないのでしょう？　僕が思いついた策を用いれば、被害を最小限に抑えて目的を達成することができます」

「いいでしょう」

　さすが、決断が早い。

　それでこそ、だ。

　ドラコは薄く笑って先をうながした。

「話しなさい、ハイジロ。聞くだけは聞かせていただきますわ」



    

  
    
      　

第三話　【人間と敵】





　クローデルの街には長い歴史があるのだ、というようなことを「クローデルの光」の亭主が言っていた。

　たしかにこの街は古いようだが、全体が古びているわけじゃない。正門から城のある中心部、東の地区は比較的新しい建物が多くて、エロワ聖堂がある北の地区も、少しずつ建て替えが進んでいる。西の地区は、でも、これが同じ街の風景なのかと思ってしまうほど、けっこうひどい。石造りの建物はたいていぼろぼろだし、今にも倒れてしまいそうな木造の家屋もあちこちで見受けられる。区画もへったくれもないし、石畳や砂利が敷かれた道もない。住んでいるのは貧しい人ばかりだ。黒パンを買うときにベール小銀貨を出したら、めずらしがられた。このあたりでは物々交換が普通なのだという。パン屋はとても喜んでくれたし、感謝されたが、金を持っているというだけであやしまれるかもしれない。よくよく注意しないといけないだろう。何しろ、レーレは追われる身なのだ。

　日中はできるだけ西の地区から出ないようにしていた。ここでは、めったに衛兵の姿を見かけない。

　夜や早朝には、中心部や正門のほうまで足をのばしてみることもあった。

　昼間にも二度、「クローデルの光」の近くまで行ってみた。宿の亭主は、きっと何か事情を知っているだろう。でも、無理だった。南広場にはいつも衛兵がいる。見張っているのだ。レーレをつかまえようとしているのかもしれない。堂々と宿屋に入るなんて不可能だ。じゃあ、堂々と入るのでなければ、どうだろう。

　深夜だった。

　レーレは西の地区を出て南広場へと向かった。ぱっと見たところ、衛兵の姿はなかったが、油断はできない。しばらく物陰で様子をうかがっていると、北のほうから衛兵が歩いてきて、ぐるりと南広場を回り、また戻っていった。見回りだ。戻ってくるまで、いくらか時間がかかるだろう。レーレは腹を決めて「クローデルの光」に近づいた。出入口のドアは開いてなかった。鍵かぎがかかっている。あたりまえか。だったら、窓だ。レーレが壊した庇ひさしは直っていなかった。その窓に手をかけて、引いてみた。だめだ。きっと、かんぬきでもかけてあるのだろう。三階の窓には、そんなもの、なかったのに。

　三階、か。

　レーレは建物の裏側に回った。南広場に面している表側はさすがにまずい。窓は。ある。ちゃんとあった。外壁をよじ登る。できるだろうか。やるのだ。レーレは指を舐なめて湿らせ、ちょっとした出っぱりを頼りに、少しずつ外壁を登った。何度も足や指を滑らせたが、なんとか落下せずにすんだ。二階の窓にはかんぬきがかかっていた。三階の窓はたやすく開いた。人がいたらどうしよう。大丈夫だった。さいわい、空き部屋だった。

　三階の空き部屋から廊下に出て、抜き足差し足で階段を下りた。宿の亭主は、女房や子供と一緒に、一階の厨ちゆう房ぼうの隣にある部屋で寝ね起おきしているはずだ。一階。厨房。その隣。ここだ。極力音を立てないようにして、ドアを開けた。寝息。鼾いびきが聞こえる。床に直接、藁わら布団を敷いて、一番右側が亭主、真ん中に子供が二人、左側が女房か。

　レーレは静かに深呼吸をして、腰の後ろからナイフを抜いた。一気に忍び寄り、しゃがんで亭主の首にナイフを突きつけ、その耳みみ許もとで囁ささやいた。

「起きろ」

　亭主はすぐに目をしばたたかせた。う、と声を出したので、レーレはその口をふさいだ。どうやらぼんやりと状況がわかってきたようだ。レーレは亭主を立ちあがらせて、部屋の外へと連れだした。ドアをちゃんと閉めて、亭主を食堂の椅い子すに座らせ、厨房で見つけた紐ひもで手足を縛った。

「な、何のつもりだ。こんなことをして。主しゆがお許しにならないぞ。なんて罪深い……」

「声が大きいよ」

　レーレは亭主の喉のど元もとにあてているナイフに少しだけ力をこめた。亭主はすぐにおとなしくなった。

「訊ききたいことがある。教えてくれたら、何もしない」

「信じろっていうのか。おまえ、あの魔女と一緒にいただろう。おまえも狼だ」

「魔女……？」

「そうだ。あの子は魔女だ。巡じゆん検けん司し祭さいさまがそう言って連れていったんだ。間違いない。おまえも魔王の手下だろう。どうせ殺すんだ。俺おれも、女房も、子供も、殺すんだ」

「殺さないよ」

　何だろう。何のことだろう。意味がわからない。魔女？　魔王の手下？　巡検司祭？　魔女のスパイや、人間になりすましている魔女の正体を暴き、つかまえて、裁きを受けさせる。そんな仕事をしている特別な司祭の話は聞いたことがある。でも、あの子？　ユユが？　魔女？　どうして。なぜ、そんなことに。つかまった？　ユユが？

　あのとき、レーレも衛兵に追いかけられたのだ。いきなりだったから、わけもわからず逃げた。今も追われている。魔女。レーレも魔女の一味だと見なされているのか。ユユが、魔女？　そんなバカな。違う。ユユは魔女なんかじゃない。

「ユユはどこにいる」

「知るものか。牢ろう屋やじゃないのか。城の、地下の……」

「城」

「そのうち魔女審判があるさ。みんなの前で裁かれるんだ。見み物ものだよ。人類の裏切り者だ。悔い改めたって無駄なんだ。火あぶりになる。残念だよ。俺おれは見られないだろうな。今、ここで、おまえに殺されるんだから。魔王の手下に。狼に」

「黙れ」

　レーレは亭主の首を片手で絞めた。

「黙れ。いいか。喋しやべるな。一言も喋るな。死にたくなきゃ、黙れ」

　亭主はうなずいた。レーレは叫びたかった。暴れたかった。正直なことを言えば、亭主を殺してしまいたかった。だめだ。殺しちゃだめだ。違うからだ。レーレは違う。魔王の手下なんかじゃない。ユユは魔女じゃない。絶対に違う。

　レーレは亭主に猿さる轡ぐつわを噛かませて「クローデルの光」をあとにした。居ても立ってもいられなかった。裏通りを通って城へ向かうことにした。もうこの街の道はだいぶ頭に入っている。何度か見回りの衛兵を見かけたが、なんとかやりすごすことができた。城に近づくまでは、何も問題は起おこらなかった。

　四角い土台からいくつもの塔が突きだしているような形をしたポンパドル城は、壕ほりと城壁に囲まれている。白い漆しつ喰くいが塗られた外壁は夜目にも鮮やかだ。塔の上の張り出し櫓やぐらには明かりがともっている。きっとあそこに人がいて、周りを見渡しているのだろう。

　門へとつづく跳はね橋は下ろされたままだが、篝かがり火びが焚たかれていて、衛兵がいる。

　壕には水が張られていた。泳いで渡ることはできそうだ。でも、その先はどうする。背ヽ赤ヽにやられた傷の具合はだいぶいいけれど、城壁をよじ登るとなると、かなり難しいだろう。壕の外側を巡回している衛兵に、途中で見つかってしまう可能性もある。壕はだめだ。他ほかに何か方法は。あったとしても、城に忍びこんで、それから、どうするのか。

　レーレは巡回の衛兵と出くわさないように気をつけながら、城の周囲をぐるぐる歩きまわった。

　ユユはレーレを逃がしたのだ。あのとき、ユユは外を見ていた。きっと「クローデルの光」に近づいてくる巡じゆん検けん司し祭さいと衛兵の一団を目撃したのだろう。レーレも階段を上ってくる足音や、話し声を聞いた。ユユは、だから、レーレを窓から飛び降りさせた。ドアを開けて廊下に出たら、衛兵たちと鉢合わせしてしまうからだ。だったら、ユユも一緒に逃げればよかったのに。三階。危ないことは危ない。それに、レーレ一人ならどうにでもなるけれど、ユユを連れて逃げるとなったら、そうはゆかないだろう。ユユは観念したのか。自分だけつかまって、レーレを逃がそうとした。でも、なんで。どうしてユユが。魔女なんて。違う。ユユは魔女なんかじゃない。絶対に違う。

　魔女審判。聞いたことだけはある。審判で有罪、つまり魔女だと認定された者は、亭主が言っていたように、火あぶりにされるのだ。

　ユユは魔女じゃない。有罪になんてなるはずがない。果たして、そうだろうか。わからない。巡じゆん検けん司し祭さい。司祭だ。ユユは司祭を信じていない。誰だれもが信仰しているサイオンの教えに疑いを抱いている。それだけでも、本来なら懺ざん悔げの対象だ。

　ユユだって、家にいたころは、あからさまに教会をこきおろしたりしなかった。レーレにだけ、こっそり話すことはあったが、食前の礼拝は欠かさなかったし、日曜日の宣せん誓せいにも通っていた。

　家を飛びだしてからだ。自由を手に入れてから、ユユは信仰を捨てた。信仰を捨てた者は、死後、天国には行けない。その魂は、永えい劫ごうに地上をさまよう亡者と化すか、人に仇あだをなす悪霊に成り果てる。それがどうしたというのよ、とユユは言っていた。そんなの単なる脅しだわ。人を怖がらせて従わせようとするなんて、脅迫じゃないの。もしユユが魔女審判で堂々とそう言い放ったら、どうなることか。

　レーレは遠目に城が見える路地の暗がりに座りこんで頭を抱えていた。ユユは魔女なんかじゃないのに。助けないと。なんとかしないと。そうはいっても、ユユを救いだす方法なんて思いつかないけれど、じっとしていてもしょうがない。

　立ちあがって路地から出ようとしたら、巡回の衛兵が近づいてきた。

　レーレはまた路地に身をひそめた。足音。一人じゃない。二人か。レーレは路地から顔を半分だけ出した。一人は衛兵だ。もう一人は違う。あの帽子。手を後ろで組んでいる。丈の長い上着。見覚えがある。知っている。あれは、たしか。

「やあ、お勤めご苦労さまです」

「これは賢者どの。夜のお散歩でありましょうか」

「僕は宵っ張りでしてね。ああ、そうだ。散歩のお供にいつも持ち歩いているものがあるのです。ルパローの砂糖菓子なのですが、お一つどうですか」

「あ、いや、勤務中でありますし、はい、それでは一つだけ。うむ。これは、なんとも甘くて美味なものですな。これはどうも、大変貴重なものを、ありがとうございます」

「いえいえ、とんでもない。それでは引きつづき、お仕事がんばってくださいね」

　衛兵は歩き去ったが、賢者ハイジロは動こうとしない。こちらに背を向けて、城を眺めているようだ。レーレは顔を引っこめた。あの男はどうも気にくわない。ここから離れるべきか。あの男が行ってしまってからのほうがいいか。

　耳じ朶だに息を吹きかけられた。

　後ろからだ。レーレは慌てて右耳を押さえて振り返った。誰だ。どこにいる。息？　たしかにそう思った。でも、いない。誰もいない。気配も感じない。いや。いる。どこだ。どこにいる。奥おくか。路地の奥。あの闇やみの向こうか。レーレはナイフの柄つかに左手をかけた。手が汗ばんでいる。この威圧感。恐怖にも似た、圧迫感。あの闇やみだ。何かいる。何ヽかヽ、としかいえない。ひそんでいる。ナイフを抜こうとした。

　その手首をつかまれた。

「レーレくん」

　今度は声だった。この声は。ハイジロだ。レーレは手首をつかんでいた手をふりほどいて、振り向きざまにナイフを抜いた。その喉のど首くびをかっさばいてもよかったが、ぎりぎりのところで抑えた。そうしなければ、やばい、と思ったからだ。

　後ろだ。やっぱり後ろに何かいる。鳥肌が立っていた。闇。あの闇の向こうにひそんでいた何ヽかヽだ。今、それがレーレの背後にいる。

「目だけじゃない。勘もいいようですね」

　ハイジロは両手を挙げているが、降参している男の態度じゃない。レーレはハイジロの喉のど元もとにナイフの切っ先を突きつけているのだ。それなのに、優位に立っている気がまったくしない。

「有望ですよ、レーレくん。きみはいい魔女狩りになれます」

「何なんだ、あんた」

「僕は賢者ハイジロです。そう自己紹介しませんでしたか？」

「ふざけるな」

「ふざけてなどいませんよ、レーレくん。こうして二度も、しかも二度目はこんな場所で、こんなに時間に出会ったのです。僕たちは何か奇妙な縁えにしで結ばれているに違いありません。きみもそう思いませんか」

「思わない」

「つれないですね、レーレくん。廻めぐり合あわせというものは、実際、あるのですよ。運命がもたらす力を自分のものにしなければ、何かを成し遂げることなどできません」

「何を言ってるのかわからない」

「そうですか。それでは、単刀直入に言いましょう」

　ハイジロは薄く笑った。

「僕がきみの望みを叶かなえてさしあげます。あまり多くを望まなければ、という条件付きではありますが」







　ここはやけにじめじめしている。地下だからだ。寒い。とても寒い。着ている服は下着と粗末な麻のチュニックだけだ。麻のチュニックはこれに着替えるように言われて渡されたもので、織りが粗く、染色もされていない。ベルトを要求したら、看守が鉄格子の隙すき間まから短い麻縄を投げ入れてきた。ベルト代わりに巻けというのだ。看守は、首を吊つったりするなよ、と言って笑った。審判の前に死なれたら、俺おれがお叱しかりを受けるからな。みんな楽しみにしてるんだから。

　寒くて眠れないので、寝具をくれるように頼んだ。あっさり断られたので、せめて履き物をくれとせがんでみた。裸足はだしで踏みしめる石の床は、氷のようにつめたいのだ。看守は、それも罰だ、我慢しろ、と言って笑った。わたしはまだ審判を受けていないわ。有罪を宣告されたわけでもないのに、なぜ罰を受けなければならないの。そう抗弁したら、看守は顔を真っ赤にして、黙れ、黙れ、と大声で怒鳴った。ガキのくせに、魔女のくせに、人類の裏切り者のくせに、人間みたいな口をきくな、黙れ！

　幅は２サード（約１・８ｍ）くらいで、奥おく行ゆきはだいたい３サード（約２・７ｍ）。出入口でもある鉄格子以外は、壁も、天井も、床も、平らな石だ。食事はひとかけらの黒パンと具のないスープだけ。隅の床にちょっとした窪くぼみがあり、小さな穴があけられている。用を足すときに使うのだ。

　看守が鉄格子を開けて水の入った盥たらいと布を床に置いたら、すぐに身体からだをふかなければならない。狭い牢ろう屋やの中だ。身を隠す場所なんて、もちろんない。看守はわざと鉄格子の向こうから動かず、こちらを見てにやにやしている。用を足すのは、看守が近くにいないときを見計らってすませばいいが、これだけはどうにもならない。初めてのとき、盥と布を使わないでそのままにしておいたら、何度も鉄格子越しに水を浴びせられた。服がぬれっぱなしだと、耐えがたいほど寒いのだ。しかも、看守はとどめとばかりに、鉄格子の向こうからこちらめがけて放尿した。とっさに逃げたので、悪臭以外の実害はなかったが、屈辱だった。屈辱と感じること自体が恥辱だった。

　それ以来、堂々と服を脱いで身体をふくことにした。下劣な看守の視線なんて気にしなかった。下げ衆すに裸を見られたから何だっていうの。わたしの誇りは、その程度のことで傷ついたりしない。わたしは決して傷つかない。わたしは強い。強いわたしは誰だれにも、何にも負けない。この寒さにも。ひもじさにも。硬い石の上に長時間、座ったり寝たりしていると、身体のあちこちを襲う痛みにも。外げ道どうのひどい仕打ちにも。わたしは負けない。負けるものですか。

　教主庁教理省審理部の派遣司祭だというセザル・セドランの尋問は、思いがけずあっさり終わった。一回あたり、たぶん二、三時間。それがたった二回だけ。五十がらみのセドランは、大きく見開いた目でじっと人を見すえる気味の悪い男だったが、とくに威圧的な態度をとるわけでもなく、感情的にもならなかった。質問は簡潔明めい瞭りようで、こちらの回答に矛盾がなければ、静かにうなずいた。ただ、意図的にぼかした答え方をしたり、嘘うそをついたりすると、必ず眉まゆを上げて、それは事実ですか、と訊きいてきた。

　セドランは最後にようやく笑顔を見せて、こう言った。

「ユユ・ビューレ。あなたが無罪であることを私は祈っております。あなたのごとき少女が人類の裏切り者であるとは信じたくありません。しかし、そこに疑惑があれば、調査しなければならない。それは私が主しゆに課せられた使命なのです。いずれにしても、すべては審判で明らかにされ、主の名のもとにあなたは裁かれます。あなたに主の加護をエクト・レム・エルウ」

　主の加護なんて。

　いらない。そんなものは欲しくない。

　白パンが欲しい。腐った臭においのしない水を飲みたい。具の入ったシチューが食べたい。あたたかい服が欲しい。寝るときにくるまるための毛皮が欲しい。太陽の光を浴びたい。外の空気を吸いたい。寒い。ここは寒い。寒い。寒いよう。眠りたい。ぐっすり眠りたい。でも、眠れない。寒くて、寒くて、とても眠れない。それに、眠ったらあの下げ衆すに何をされるかわからない。あの目。好色そうな、血走った、目。脂ぎった顔。黄ばんだ歯。気持ち悪い。怖い。怖いよう。助けて。誰だれか、助けて。出たい。ここから出たい。出して。お願いだから。何でもするから。だから、出して。裁かれる？　わたしが？　魔女？　わたしが？　違う。魔女じゃない。魔女なんかじゃない。セドランは信じてくれただろうか。わたしは、違う。あの指輪。あれは、わたしのものじゃない。拾った。そう。拾ったのだ。レーレが、あの洞ほら穴あなで。死体があったと言っていた。男女の死体だろうと。その死体があの指輪をつけていたのだ。でも、レーレのことは話さなかった。訊きかれたが、知らないと答えた。レーレは逃げたはずだ。きっとつかまっていない。それに、レーレは関係ない。二つの指輪を持っていたのは、わたし。そのうちの一つをデルモット百貨店に売ったのも、わたし。残りの一つを持っていたのも、わたし。売った。しょうがなかった。お金が必要だった。あれは金の指輪だった。素人目にはそう見えた。５ダレル。もっと高値で売れると思ったのに。金貨一枚が20ダレルなのに、その四分の一。足あし許もとを見られたのかもしれない。それでも、「クローデルの光」の亭主は、１ダレル出しただけで態度を変えた。ダレル銀貨は一枚でベール小銀貨十枚分の価値があるのだ。もう２ダレル出すと、一番小さい部屋でよければ、連れの具合がよくなるまで使っていい、と言ってくれ、毛皮の上掛けを貸してくれた。レーレもよくなった。何も問題はなかった。そう思っていた。何かが起おこる。そんな予感はこれっぽっちもなかった。

　本当にそうだろうか。

　あの指輪のことはずっと気になっていた。レーレに傷を負わせたあの狼たちは、ただの狼だったのだろうか。狼。魔女や魔女のスパイ、その他ほかの魔王の手下は、ときに、狼、と呼ばれる。狼は人の敵だからだ。家畜を襲い、人に危害を加えることもある。恐ろしい生き物だ。でも、あの狼たちは変だった。片方の目が潰つぶれた大きな狼は、二人を見逃してくれた。ただの狼がそんなことをするだろうか。男女の死体。洞穴の中には狼の死体もあったとレーレが言っていた。ずっと気にはなっていた。何かが引っかかっていたのだ。

　部屋の窓から広場を見下ろしていた。

　衛兵の一団が目に入った。

　隣りあっている二軒の宿にぞろぞろと入っていって、すぐに出てきた。

　一団の中に、衛兵とは違う、司祭の恰かつ好こうをした背の高い男が交じっていた。

　なぜあの指輪のことが、狼たちのことが、男女の死体のことが気になっていたのだろう。気になって仕方なかったのだろう。

　一団は「クローデルの光」に近づいてきた。ならず者でも探しているのか。でも、そうだとしたら、どうして司祭が。しかも、司祭は先頭だった。案内役というよりも、指揮をとっているように見えた。その司祭はもう「クローデルの光」に入ろうとしていた。

　衛兵の一人が顔を上げて、こちらを見た。

　目があうと、衛兵は不審そうに顔をしかめた。

　その瞬間だった。ようやくわかった。男女の死体。二人が嵌はめていた指輪。金の指輪。狼の死体。狼たち。解けてしまうと、謎なぞはつまらない。魔女は狼を従えている。人の敵である狼は魔女の友なのだ。それに、一度だけ聞いたことがある。おそらく、だいぶ昔だ。小さなころだろう。だから、なかなか思いだすことができなかった。

　金の指輪だ。

　魔王と、魔王に仕える魔女はおそろいの指輪を嵌めている。

　とっさに、逃げられない、と思った。

　魔女審判を、この目で見たことはない。それでも、魔女に対する人々の恐怖、恨み、憎しみは知っている。聖職者たちはさかんに魔女の脅威を喧けん伝でんして、男たちはふしだらな女を魔女とそしり、女たちは悪いことをすると魔女にさらわれてしまうよと子供を脅す。実際、魔女の軍勢に攻められた街もあるらしい。エンデという有名な魔女は、メンヒル王国のタブールという街を占領したが、聖騎士団に滅ぼされた。聖騎士団の魔女討伐隊といえば、子供たちの憧あこがれの的だ。たまたま、故郷のボージェやその近郊では、ここしばらく魔女による被害がなかった。そのせいで、魔女と言われても、実感がわかなかった。でも、魔女はいる。狼や怪物たちを率いて、人間に、人類に敵対している。魔女は人間だ。大半はなぜか女だという。人間なのに、悪霊の盟主である魔王に忠誠を誓った魔女は、人の敵である狼を手なずけ、おぞましい怪物を引き連れて、人の土地を踏みにじり、人の持ち物を奪って、人を殺す。だからこそ余計に、人々の魔女への憎悪はつのるばかりなのだ。人でありながら人を害する、人類の裏切り者だからだ。

　衛兵たちはもう宿に踏みこんだ。

　わたしは逃げられないかもしれない。

　でも、レーレは逃げられる。

　レーレだけなら、きっと逃げられる。

　どうしてあんなことを思ったのだろう。バカなレーレのことなんて、どうでもいいのに。もともと旅に出たのだって、レーレのせいだ。べつに悔いてはいないけれど、レーレのせいだ。一緒につかまればよかった。レーレはバカだから、深く考えないで、訊きかれたことに答えるだろう。指輪は自分が死体の指から抜きとったもので、それを同行者にあげたのだと。尋問者は信じるだろうか。わからない。でも、どのみち裁かれる。二人とも魔女審判にかけられる。審判はどんなふうに行われるのだろう。わからないけれど、きっと相手は有罪にしたがっているはずだ。派遣司祭セザル・セドランの物腰は意外だった。魔女の疑いがかけられた者は、自白するまで拷問される。そんな話も聞いたことがあったからだ。ただ、拷問されても、レーレは屈しないだろう。苦痛には強い。痛いとか、つらいとか、レーレは言わない。自分はどうか。耐えられるだろうか。自信はない。でも、負けたくないという気持ちはある。わからない。どうしてレーレを逃がしたりしたのだろう。バカなレーレに、余計なことを言ってほしくなかった。こちらが不利になるような、おかしな証言をされたらたまらない。証言も何も、わたしは魔女じゃないのに。そうだ。わたしは魔女じゃない。だから、いくら調べたところで、あの指輪以外の証拠は出てこない。指輪は拾い物だ。わたしが魔女だったら、指輪を売ったりしない。わかるはずだ。それくらい、考えればわかるはずだ。セドランは信じてくれただろうか。期待してしまう。あの男はもしかしたら公平な司祭かもしれない。だって、わたしは魔女じゃない。

　寒い。とても寒い。寒い。寒いよう。おなかがすいた。何か食べたい。喉のども渇いている。水が飲みたい。看守が鉄格子の向こうから見ている。あの目で。獣。獣の目。あなたに比べたら、あの狼のほうがずっと賢そうだった。この下げ衆す。死んでしまえばいいのに。あんな下劣な男に、あんな目に遭わされた。この屈辱。屈辱だと感じてしまう、この弱さ。違う。わたしは弱くない。強い。わたしは傷つかない。寒い。寒くない。平気。ひもじくなんかない。あきらめてなんかいない。わたしは無罪になる。きっと無罪になる。だって、わたしは魔女じゃない。ちゃんと証明されるはずだ。必ず釈放される。そうしたら、あの看守に謝罪させてやる。後悔させてやる。わたしは有罪になんてならない。火あぶりになんかされてたまるものですか。レーレを逃がしたりしなければよかった。せめて一人じゃなければ。レーレがそばにいてくれたら。二人で裁かれて、二人で火あぶりにされて。いや。絶対にいや。一人でいい。一人のほうがいい。一人じゃないと、弱くなってしまうから。耐えられないから。泣き叫んだりしたくない。胸を張っていたい。わたしは間違っていない。レーレになんか守られたくない。バカなレーレ。レーレはバカだから、最後の最後には、こう言いだすに決まっている。

　指輪の持ち主は自分だ、と。その女は関係ない、と。自分はその女を騙だまして故郷から連れだしたのだ、と。自分は魔王の手下だ、と。その女は魔王への捧ささげ物にするつもりだった、というところまで言えたら、レーレにしては上出来だ。

　冗談じゃないわ。レーレにかばわれるなんて、わたしの誇りが許さない。

　それに、どうせ無駄だ。何を言っても無罪にはならない。違う。わたしは魔女じゃない。きっと無罪になる。自由になる。寒い。寒くない。寒い。寒いよう。身体からだが震えている。歯の根があわない。看守が薄笑いを浮かべている。わたしは震えを止めようとする。止まらない。どうしても、止まらない。足の裏が、背中が、おしりが、凍りついてしまいそう。痛い。身体からだ中じゆうが。

　レーレは家畜小屋の藁わらの中で寝ていた。夜中に忍びこんで、もぐりこみ、レーレをつついて驚かせた。藁の中はけっこうあたたかかった。藁の匂においもわりと嫌いじゃなかった。病気で死にかけていた山や羊ぎのドードを、二人で抱いてあたためたっけ。なかなか、あたたかくならなくて。あたためても、あたためても、だめで。とっくに息をしていなかったけど、死んでしまったとは思いたくなくて。ドードは山羊だから、天国には行けないのよ。だったら、わたし、天国になんか行きたくないわ。どうして人間しか天国に行けないのよ。わたしは泣いた。レーレも泣いていた。泣いているレーレに背中をさすられた。わたしの身体は、レーレにさすられるとすぐにあたたかくなった。それなのに、ドードはつめたいままだった。いつまでもつめたいままだった。ねえ、レーレ。わたしの身体もつめたいの。こうして、いくら自分でさすっても、あたたかくならないの。寒い。寒いよう、レーレ。寒くて、寒すぎて、もういや。助けて。わたしを助けて。

　何かが軋きしむような音がした。遠い。ここは城の地下だ。城の一階に鉄で補強された扉があって、開けると階段が現れる。その階段を下りると、もう一つ鉄てつ柵さく状の扉があり、その先に細い廊下がのびていて、左右に五つずつ牢ろう屋やが並んでいるのだ。この牢は一番奥おくの左側で、他ほかはどこも無人だった。この地下牢に入れられるのは重罪人だけなのだと、看守が言っていた。たぶん、誰だれかが上の扉を開けたのだろう。看守の交代か。今の看守は最悪で、もう一人はほんの少しだけましだけれど、結局、似たようなものだ。

　鉄格子のほうを見ると、看守は訝いぶかしそうな顔を、こちらではなく横に向けていた。

「おい、誰だ！　ノーモットか！　交代はまだじゃないのか！」

「交代じゃない！　俺おれだ、ルネー！　トルローだ！　客だ！　客人を連れてきた！」

「客ぅ？」

　看守は鉄格子の前から離れて、階段のほうへと向かったようだ。誰かが階段を下りてくる。一人じゃない。数人だ。話し声がする。

「――いや、しかし。それは、だが、規則違反だし……」

「いいじゃないか、ルネー。他ならぬ賢者どのだ。モンタン男爵とも懇意にされている御お方かただぞ。大丈夫だって。それに、ちょっとだけなんだ」

「そうはいっても、トルロー、何かあったら責任をとらなきゃならんのは俺だ」

「ルネーくんのおっしゃることはもっともです」

　あの声。知っている。聞き覚えがある。

「めったにない機会ですから、僕はただ本物の魔女と話をしてみたいだけですし、変なことはしませんがね。ですが、責任ある立場のルネーくんにしてみれば、認めがたい。認めるわけにはゆかない。わかります。いや、ルネーくん、あなたは立派な看守ですね」

「ああ、いえ、その、それほどでも……」

「しかし、このような寒くて湿気の多い職場ですと、風邪など召されることもあるでしょう。じつは、いい鼻薬を持っているのです。ほら、これですよ。差しあげます」

「な、なんと……これは……こ、こんなに……この薬はなんとも、効きそうで……」

　看守は突然、笑いだした。卑屈な笑い声だった。鍵かぎを外す音がして、それから鉄てつ柵さくの扉を開ける音がした。では、我々はしばし外で。そうですな、はい。あれは看守とトルローとかいう男の声か。二人は階段を上ってゆく。賢者は廊下を歩いてくる。足音からすると、一人じゃないようだ。従者でもいるのか。どうでもいい。本物の魔女と話をしてみたいというのなら、関係ない。わたしは魔女じゃない。

「やあ、ユユさん」

　声をかけられても、鉄格子のほうに目を向けたりしなかった。床だけを見ていた。でも、この人、どうしてわたしの名前を知っているの？　モンタン男爵と親しいと、さっきトルローが言っていた。ここは男爵の城だし、誰だれかに教えてもらったのだろう。

　息をのむ音が聞こえた。

　妙だと思った。

「ユユ」

　誰かが鉄格子をつかんで、揺さぶった。あのうさんくさい賢者の仕業だろうか。違う。絶対に、違う。声が違う。やめてよ。どうして、こんな。こんなところに。胸が痛い。唇が乾いている。舌で舐なめて湿らそうとしたけれど、唾だ液えきが出てこない。呼吸が変だ。なんとか整えないと。震えを止めないと。

「ユユ！」

　大丈夫。わたしは、大丈夫。目をつぶって、開けた。深呼吸をしてから、ゆっくりと鉄格子のほうへ顔を向けた。

「何をしにきたの」

「ユユ……！」

　レーレは賢者と色違いの帽子をかぶっていた。服もいつもと違う。上等そうだが、いかにもお仕着せといった感じだ。鉄格子に顔を押しつけて、食い入るようにこちらを見ている。レーレの隣に立っている賢者は、円い硝子ガラスを横に二つ繋つなげたものを鼻に引っかけているせいもあって、表情が読めない。あの男はたぶん、看守とトルローに賄わい賂ろを渡した。レーレをここまで連れてきた。何のために？　わからない。

「ユユ……」

「しつこいわね。何度も、何度も……」

　鉄格子から目をそらして、石の壁を見た。気を抜くと、歯が鳴りそうになる。

「わたしは何をしにきたのかって訊きいているのよ。どうしてここにきたの」

「だって、おれ。ユユがつかまったって。だから」

「だから何？　わたしをここから助けだしてくれるの？　そんなことができるの？」

「それは……」

「申し訳ありませんが」

　賢者の声音は、本当に恐縮しているように聞こえた。それだけに、嘘うそくさい。

「そこまではできません。もしできたとしても、すぐにばれてしまいますしね。ユユさん。あなたに会わせてあげることしかできないという点については、前もってレーレくんにも納得していただいているのですよ」

「無意味だわ」

　何かがこみあげてきそうになった。無理やり笑うことで、どうにか抑えた。

「意味がないこと、しないで。あなたって、やることがくだらないのよ。いつも、いつも。だいたい、言ったはずでしょう。わたしはあなたがいやになったのよ。そばにいてほしくないの。あなたの顔を見たくないの。声も聞きたくないの。いやでいやでたまらないの。そう言ったじゃない。それなのに、どうしてあなたはここにいるの？」

「でも、そんなの、ユユの本心じゃ……」

「本心よ！　本心に決まっているでしょう！　帰って！　帰りなさい！　尋問であなたのことを訊かれたわ！　あなただって疑われているのよ！　つかまったら牢ろう屋やに入れられるのよ！　ここに！　この牢屋に！　何をやっているのよ！　どうしてきたのよ！　もたもたしていないで、さっさとこの街を離れればいいじゃない！」

「できないよ！　ユユを置いて行けない！」

「大きなお世話だわ！」

　どうしてわからないのだろう。なぜわかってくれないのだろう。唇を強く噛かんで、膝ひざをぎゅっと抱えても、震えは止まらない。首を横に振った。

「わたしは有罪になんかならない！　証拠がないもの！　無罪になって、堂々とここから出るわ！　そうしたら、一人で旅をするんだから！　もうたくさんなの！　あなたって、とろくさいし、鈍にぶいし、気のきいたことの一つも言えないし、計算も苦手だし、わたしが着替えていると覗のぞこうとするし――」

「そんなこと、してないじゃないか！」

「とにかく、いやなのよ！　帰りなさい！　今すぐ帰って！　帰ってよ！」

「ユユ……！」

「レーレくん、すみませんが、このへんで。こんなに騒ぐと、さすがにあやしまれます。さあ、行きましょう。ユユさんが言ったとおり、有罪になるとはかぎらないのですから」

「いやだ！」

「約束が違いますよ、レーレくん。聞き分けてください」

「ユユ！」

　最後に自分がどんな顔をしてレーレの目を見たのか、わからない。レーレの形相はすさまじかった。レーレはあまり感情を表に出さない。ドードが死んで泣いたときも、ほとんど声をあげなかった。黒いのによく見ると青いきれいな瞳ひとみから、あとからあとから透明な涙があふれだして尽きることがなかった。静かで、美しい泣き方だと思った。眠っているレーレの顔を眺めるのが好きだった。あんなふうにゆがんだレーレの顔なんて見たくない。すぐに目をそむけた。レーレはようやくあきらめたようだった。

「ユユさん。あなたに与えられた運命は過酷ですが、決して最後まで望みを捨ててはいけませんよ」

　賢者はそう言い残し、レーレを連れて去っていった。

　看守が戻ってくるまで、どれくらい時間があるだろう。きっとすぐだ。すぐに戻ってくる。だめだ。こらえないと。こみあげてくる嗚お咽えつを押し殺さないと。あの下げ衆すにこんな姿を見られたくない。裸よりずっと恥ずかしい。でも、これ以上、唇を噛かんだら、噛かみ切きってしまう。口の中を噛んで、ちょっとだけ噛みちぎった。痛みは感じなかった。そこよりもっと痛い場所があるから。レーレ。バカなレーレ。逃げて。もういいから、あなただけでも逃げて。わたしは火あぶりにされるかもしれない。魔女じゃないのに、わたしは殺されてしまうかもしれない。







　クローデルの住人たちは、魔女審判が執り行われる日を今か今かと待ち望んでいたようだ。大広場の中心には、裁判官や審問官、参考人、それから被告人の席などが設けられ、柵さくと衛兵で囲まれているのだが、後ろのほうからではまったく見えない。見物人の数が多すぎるのだ。大広場はまさに黒山の人だかりだった。最前列に陣どってユユの姿を間近に見たいのは山々だけれど、衛兵が大勢いる。変装しているとはいえ、昼日中だ。正体がばれてしまうかもしれないし、帰れ、とユユに言われた。さっさと街を離れろ、と。

　レーレは結局、大広場のあちこちに設置された台の上から審判の行方を見守ることにした。隣にはハイジロがいる。レーレはハイジロの従者のふりをしているのだ。自分のそばにいればつかまらない、とハイジロは言う。本当だろうか。信用しきっていい男じゃないとレーレは思っている。いったい何を企んでいるのか。お笑わらい種ぐさだ。まがりなりにも兄妹きようだいとして育ち、一緒に家を飛びだして、ここまで二人で旅をしてきたユユの胸のうちすら推しはかることができないのだ。そんなレーレに何がわかるというのだろう。

「静粛に！　静粛に！」

　一人の衛兵が叫んだ。他ほかの衛兵よりも立派な身なりをしている。衛兵隊長といったところだろうか。そうでなくてもにぎやかだった大広場が、その声をきっかけにしてよりいっそうやかましくなった。

「これより裁判官が入廷する！　静粛に！　静粛に！」

　衛兵隊長が何度か声を張りあげているうちに、ようやく人々は口をつぐみはじめた。何人もの衛兵に守られた仰々しい出いで立たちの髭ひげを生やした男が、人ごみをかきわけて大広場の野外法廷へと向かっている。その後ろにも人の列がつづいていた。レーレには誰だれが誰だかさっぱりだが、柔和な顔をした白髪で小太りの聖職者はいかにも身分が高そうだ。肩をそびやかして神経質そうに髭を尖とがらせている恰かつ幅ぷくのいい男は貴族だろうか。武人らしい男もいる。黒っぽい髪。黄褐色の目。鎧よろいの胸の部分から短い鎖が垂れ下がっている。腰に吊つるした長剣の鍔つばの形状が独特だ。「×」のような形をしている。その柄つか頭がしらからも、短い鎖が。あれは。そうだ。ヨナハン・クロムスティードが持っていた剣と同じだ。

　レーレは隣にいるハイジロの顔をちらりと見た。たしか、星ヽのヽ鎖ヽの騎士を打ち負かすとは、とこの男が言っていた。星の鎖。どこかで聞いたことがある。星。鎖。星の鎖。

　そうか。魔女討伐隊。聖騎士団の魔女討伐隊だ。

「被告人、出廷……！」

　野外法廷の真ん中の席についた仰々しい出で立ちの男が、小さな木き槌づちで卓を叩たたいた。大広場が騒然となった。群衆が割れた。先頭は衛兵だ。縄を持っている。繋つながれているのは粗末な麻のチュニックを身にまとって手首に枷かせを嵌はめられた裸足はだしの少女だ。その首だ。首に縄が巻きつけられている。衛兵はその縄を引いているのだ。大広場は沸いた。人々が少女に投げつけているのは悪あく罵ばだ。悪態だ。呪のろいの言葉だ。魔女め！　くたばれ魔女！　おお、恐ろしい。見ちゃいけない、目が汚れる！　主しゆよ、あの者に天罰を！　少女はまっすぐ前を向いている。ちゃんと歩いているのだ。それなのに、衛兵はわざと縄を引っぱって少女をよろめかせようとした。少女はこらえたが、首に縄が食いこむと、ろくに息ができない。衛兵がさらに縄を引いた。少女はさすがに転びそうになった。人々が囃はやし立たてた。どうした魔女！　魔女のくせに！　歩くこともできないのか！　こうなったら魔女も終わりだな！　この裏切り者め！　まだ娘なのに、なんて恐ろしい！　天罰だ！

　レーレは駆けだそうとした。ハイジロに止められた。

「いけませんよ。そんなことをしてどうなります。どうにもなりません。我慢なさい」

　納得したわけじゃない。でも、レーレが飛びだしていったところで、何ができるだろう。あの人だかりだ。きっと近づくことさえできない。

「静粛に！　静粛に！　これより被告人ユユ・ビューレの魔女審判を始める！　なお、本魔女審判は大ブルノー連合王国統一法典第八十七条及びサイオン教主庁発布魔女審判大則にもとづいて行われるものとする！　静粛に！　静粛に！　静粛に……！」

　仰々しい出いで立たちの男が、狂ったように木き槌づちで卓を叩たたきまくった。彼はメザム・モンタン男爵の腹心で、主計官にして裁判官のオーベール・ラカンですよ、とハイジロが教えてくれた。オーベール・ラカン。忘れない。あの顔。絶対に。静まりはじめた大広場で、できるだけ多くの人間の顔を記憶にとどめておこうとレーレは心に誓った。

「それではセザル・セドラン審問官、起訴状の朗読を！」

「起訴状を読みあげます」

　あの男がセザル・セドランか。司祭服を着ているが、帽子は違う。五十歳くらいだろうか。癖なのかもしれない。やけに目を見開いている。あの顔も忘れない。

「被告人ユユ・ビューレは去る伴星月３日夕刻、ドミニク・デルモットが営むデルモット百貨店に金の指輪を持ちこみ、これを売却してその対価としてダレル銀貨五枚を受けとりました」

　群衆がまた騒ぎだしたが、ラカン裁判官が木槌で卓を叩くと、すぐ静かになった。

　セドランは、巡じゆん検けん司し祭さいがデルモット百貨店で金の指輪に目をとめ、これを接収してくわしく調べた結果、魔女の婚約指輪であると判明した、魔女以外が魔女の婚約指輪を持っているわけがないので、ユユは魔女である、というようなことを、大きな声で、だが、淡々と話した。



    

  
    
      



    

  
    
      　ユユは被告人席に座ったまま、黙って聞いている。

　レーレのいる場所からは、ユユの後頭部しか見えない。野外法廷は、正面に裁判官、向かって右側には身分の高そうな男たちや星の鎖の武人が居並び、左側に審問官のセドランが陣どっている。被告人のユユは裁判官の真ん前だ。他ほかの連中の椅い子すや卓は壇の上なのに、被告人だけは石畳に直接、椅子が置かれているので、一段低い。裁判官も、審問官も、他のやつらも、全員、偉そうにユユを見下ろしているのだ。あいつらの顔は何があっても忘れない。

　ラカン裁判官がまた木き槌づちで卓を叩たたいた。

「被告人、起訴状の内容を認めるか！」

「認めるわけがないでしょう」

　ユユがきっぱりとそう答えた瞬間、大広場がしんと静まりかえった。

「金の指輪を売ったのは、たしかにわたしよ。でも、わたしは魔女じゃない」

「被告人！　私は起訴状の内容を認めるか否かを尋ねているのだ！　それ以外の発言は認めない！」

「じゃあ、金の指輪を売ったことは認めるわ。それ以外は認めない。これでいい？」

　ラカン裁判官の顔が赤い。木槌を握る手が震えている。いい気味だ。

「では、セドラン審問官、陳述を！」

「陳述を行わせていただきます」

　セザル・セドラン。声は大きいのに、興奮している様子は微み塵じんもない。やけに落ちつきはらっている。セドランは卓の上に置かれていた紙の束と書物を手にとってゆっくりと席を離れ、ユユの前まで移動した。

「被告人が魔女であるか否か。魔女審判において、通常重視されているのは本人の自白であります。私はしかし、必ずしも自白を重んじてはおりません。なぜならば、拷問などによって引きだされた自白は信しん憑ぴよう性せいに疑問があると考えるからであります。私はですから、何よりも目に見える証拠と歴史を重んじます」

　セドランは大きく見開いた目でユユを見すえている。証拠。歴史というのはよくわからないが、あくまで証拠を重んじるというのなら、希望が持てる。だって、ユユは魔女じゃない。魔女の婚約指輪とは何か、レーレは知らないが、あの指輪は拾ったものだ。ユユがもとから持っていたものじゃない。

「さて、まずはもっとも重要な金の指輪であります。これを教主庁は魔女の婚約指輪と呼んでおります。現物があります。ミカチェラ巡じゆん検けん司し祭さい、ここへ」

　野外法廷に司祭服を着た背の高い男が入ってきた。あれがミカチェラ。巡検司祭か。

　ミカチェラは布の包みを持っている。セドランにうながされて、それを開けてみせた。さすがにこの距離ではよく見えないが、おそらくあの指輪だろう。セドランもミカチェラも、だが、指輪に直接手をふれようとはしなかった。

「二つあります。サイズが異なるだけで、同じものです。純金ではありませんが、きわめて純度の高い金で出来ております。紋章が刻まれております。忌まわしい紋章です。資料がございます。教主庁教理省審理部所管の目録です。判明しております魔王の紋章です。これ、この紋章は魔王ガタラのものでございます。魔女の婚約指輪とは魔女が魔王に仕える呪のろわしい儀式を行う際に用意するもので、魔女と魔王はこれを身につけるのです。これは間違いなく魔女の婚約指輪であります」

　大広場は不気味な静寂に押しつつまれている。囁ささやき声やしわぶきの音は聞こえるのだが、それにもかかわらず奇妙に静かなのだ。

「ミカチェラ巡じゆん検けん司し祭さい、ありがとう。下がってください。災いをもたらす魔女ゆかりの品物です。慎重に取り扱ってください。さあ、被告人、あなたはこの指輪を拾ったとおっしゃった。この街へ向かう途中、森の中の洞ほら穴あなで見つけた、と。その洞穴には男女の死体があり、また、狼の死体もあった。指輪の持ち主は死した男女であった。あなたはそうおっしゃった。私の申しあげたことは間違っていませんね？」

「間違っていないわ」

「私は調べた。その洞穴を探したのです。見つけました。たしかに洞穴はあった」

　そうだ。調べればわかることだ。人々はざわめいているが、真実は一つだ。セドランは眉まゆを上げて首を振った。横に振ったのだ。

「洞穴はありました。しかしながら、中には何もありませんでした。男女の死体も、狼の死体も。何もありませんでした」

「……そんなの、本当かどうかわからないじゃない！」

「被告人！　発言は認めていない！」

　ラカン裁判官が木き槌づちで卓を叩たたくと、群衆も、そうだ、喋しやべるな、と叫んだ。セドランは肩をすくめた。

「予断をなくすために、何も情報を与えず、人を雇って調べにやったのです。洞穴を探しあてた者にきていただいております。ボリス・カレ、ここへ」

　野外法廷に汚い身なりの男が入ってきた。男は、セドランに洞穴を見つけてほしい、とだけ言われて他ほか五名とともに森の中を探しまわり、ついに発見した、だが、中には何もなかった、というようなことを訥とつ々とつと語って、すぐに退廷した。セドランはまた目を見開いてユユを見つめた。

「被告人。あなたは嘘うそをついたのです」

「違うわ！　わたしは嘘なんか」

「いいえ。あなたは嘘うそをついたのです。ですが、私には疑問でした。あなたが魔女だとして、魔女の婚約指輪があなたのものだとして、なぜそれを売り払ったりしたのでしょう。私は調べたのです。ありました。紀元１３９２年水鏡月17日オーヴィエ公領カルボンにおける魔女審判の記録です。アリーヌ・クラルテは魔女の婚約指輪を売り払い、魔女の疑いをかけられて審判を受けました。彼女は自白せず、また、魔女が魔女の婚約指輪を自ら売り払うのは不合理であるという理由で無罪の判決を受けたのです。しかし、彼女が釈放された翌月から、カルボンはたびたび魔女の軍勢に攻撃されました。住人三十六名が魔女の手下によって殺され、彼女は行方をくらましました。その後、紀元１３９４年黒星月５日オーヴィエ公領ドガの村で彼女は目撃されております。彼女は恐ろしいことに狼を率いていました。魔女だったのです。他ほかにもあります。紀元１３９３年天陽月20日――」

　セドランは次々と魔女が魔女の婚約指輪を売り払ったり手放したりしたと言われている事例を並べ立てた。大広場はだんだんと殺気立ってきた。魔女を殺せ。その魔女を火あぶりにしろ。そうしないと大変なことになる。この街に災難が降りかかってくる。誰だれも彼もそんなふうに思っているのだ。ユユは魔女じゃないのに。

「さらに、被告人」

　セドランは相変わらずじっとユユを凝視している。気味が悪いほどまばたきをしない男だ。あの男の目には何が映っているのだろう。魔女か。ユユは違う。魔女じゃない。

「私は主しゆにお仕えする身として、あなたにおうかがいしたいことがあります。あなたは拘束されてから、目覚めのあと、毎食前、就寝前の礼拝を一度も行っていませんね」

「……とてもそんな気にはなれない場所だわ」

「慈悲深い市長どの、男爵閣下は、牢ろうに囚とらわれたあなたに禊みそぎを行う機会をお与えになりました。看守アイダン・ルネー、ここへ」

　呼ばれて野外法廷に入ってきたのは、地下牢の看守だった。看守は緊張した面持ちで証言した。

「私は敬愛する男爵閣下に命じられ、被告人に禊を行わせるべく水の入った盥たらいと清潔な布を差し入れたのであります。そうしますと、被告人は私の目の前でいきなり裸ら形ぎようとなりまして、堂々と身体からだをふきはじめたのであります。私は慌てて目をそらしましたが、被告人に恥じ入る様子はまったくありせんでした。このような若い娘が、かくのごとく破廉恥であることに、私は非常に驚き、また、恐怖を感じたものであります。なお、驚きよう愕がくすべきことに、かようなことは何度も繰り返されたのであります」

「この、腐れ外げ道どう……！」

　ユユがつい席を立って叫んでしまった気持ちはわかる。わかりすぎるほどわかる。なんておぞましい言葉を！　魔女だ！　魔女だからだ！　怒号が飛び交っている。黙れ。黙れ。全員、黙れ。でたらめだ。ぜんぶでたらめに決まっている。あの看守。あの糞くそ野郎。許さない。何があっても許さない。あの顔。息の根を止めるまで忘れるものか。何なら、今すぐ殺したっていい。殺してやる。飛びだそうとしたレーレの腕を、ハイジロがつかんだ。こいつ。痩やせているくせに、けっこう力がある。

「よしなさい、レーレくん。そんなことをしたところで、誰だれも幸せになれません」

　幸せ、だって？　くだらない。幸せも何もない。ユユ。くそ。ユユはわかっていたのだろうか。こうなることを見越していたのか。だから、帰れと言ったのか。街を離れろと言ったのか。こんなことなら、一緒につかまったほうがよかった。どうしてユユはレーレを逃がしたりしたのか。余計なお世話だ。

　看守が退廷すると、ラカン裁判官が木き槌づちを振るって群衆を静めた。

　セドランは見開いた目で周囲をぐるりと見まわして、一つ咳せき払ばらいをした。

「主しゆに誓って断言いたします。私は彼女が魔女であろうと前もって判断した上で尋問と調査を行ったわけではないのです。私はむしろ、彼女が魔女でなければよいと願っていたのです。彼女のごときうら若い娘が、人類の裏切り者であるなどとは信じたくなかったのであります。誰しもがそうでありましょう。それゆえに尋問の最後、私は彼女のために祈りました。あなたに主の加護をエクト・レム・エルウ。主に従う我々には、祈りには祈りを返す麗しい習慣があります。彼女はしかし、私のために祈ってはくださいませんでした。悲しむべきことです。私は彼女の嘘うそに接し、歴史の真実に接し、彼女の不信心やふしだらさに接しました。まことに痛恨のきわみではありますが、断定せざるをえません。彼女は魔女であります。彼女は人類の一員でありながら、我らの主と我々に背いて、我々に仇あだなす裏切り者であります。以上、陳述を終わります」

　拍はく手しゆ喝かつ采さいが沸き起おこった。セドランはそれでも笑顔一つ見せない。それどころか沈痛な面持ちでいる。ラカン裁判官が木槌で卓を打った。

「被告人！　結審の前に何か述べておきたいことはあるか！」

「あるわ」

　途端に大広場が押し静まった。

　その声には張りがあった。堂々とした態度だった。ユユは立ちあがって野外法廷の中を、そして外を、自分を取り囲んでいる人々を見まわした。違う。

　見下したのだ。

　ユユは蔑さげすんでいた。当然だ。蔑まれるに値する者たちだ。

　どうにかユユと目があわないだろうか。レーレは願った。だめだった。ユユはレーレのほうまでは見なかった。

「わたしを魔女だと証明することは誰にもできない。なぜなら、わたしは魔女じゃないからよ。セザル・セドラン」

　ユユはセドランに向きなおった。

「あなたは結局、何も証明していないわ。状況をそれらしい証拠に見せかけて、わたしが魔女だとここに集まっているお馬ば鹿かさんたちに思わせ、わたしを裁かせようとしている。それがあなたのやり口よ。あなたは目に見える証拠と歴史を重んじると言ったわね。そんなの嘘うそ。真っ赤な嘘だわ。司祭のくせに、あなたは嘘をついたのよ。しかも、公衆の面前で！　そうやって今まで何人も陥れてきたんでしょう！　大嘘つき！　あなたみたいな人間こそ魔王の手下だわ！　恥を知りなさい……！」

「恥を知るべきなのはおまえだ！」

　セドランは木き槌づちを振りおろそうとしたラカン裁判官を身振りで制して、初めて怒りをあらわにした。

「とうとう馬脚を露あらわしたな、魔女め！　私を侮辱し、神聖なる法廷を侮辱し、あまつさえ敬けい虔けんなる信徒たちを侮辱した！　主しゆに対する冒ぼう涜とくだ！　罪を犯し悔い改めることなくさらに罪を深める者に、救いはないのだぞ！」

「救いがないのはあなたの頭よ！」

「何と……！」

「判決！　被告人に判決を言い渡す！」

　ラカン裁判官がたまりかねたように木槌で卓を叩たたきまくった。

「有罪！　被告人を魔女と認めて有罪とし、明晩、火あぶりの刑に処する……！」







　狂っている。この街はおかしい。みんな頭がおかしいのだ。誰だれも彼もがいかれている。ずっとだ。昨日からずっと、住人たちはそわそわしている。心待ちにしているのだ。衛兵までも浮かれている。レーレはハイジロがくれたマントを羽織って、もちろんフードも被かぶっているが、すぐ近くを通っても、呼び止められるどころか、こちらを見る衛兵すらいない。こんなの、異常だ。

　刑罰の執行があるとお祭り騒ぎになることは、レーレも知っている。ボージェでも、死刑こそなかったけれど、街の広場で鞭むち打うちや棒打ちの刑がたまに行われた。そのときは大勢の住人が集まって見物した。レーレは決まって留守番役だったから、実際にこの目で見たことはない。内心、自分も行きたいと思っていた。自分一人だけいつも除のけ者もので、寂しかったのだ。ちゃんと見に行っておきながら、くだらない、悪趣味だと、あとで文句ばかり言うユユはずるいと感じていた。

　でも、ユユは正しかったのだ。本当にくだらなくて、悪趣味だ。人が鞭で打ちすえられたり、棒で殴られたりしているところを見て、何がおもしろいのか。この街の人々は、それほどまでに人が、ユユが焼き殺される場面を見たいのか。見たいのだ。見たくてたまらないのだ。だから、道行く人たちはそのことばかり話している。野外法廷が片づけられ、昨夜のうちに薪まきの山が築かれた大広場は、昼すぎから人でごった返している。いヽいヽ場ヽ所ヽをとるために、夜明け前から大広場に居座っている者も中にはいるようだ。

　手て枷かせを嵌はめられて、頭に麻袋を被かぶせられ、首に縄をかけられたユユが大広場に引っ立てられてきたのは、日暮れの直前だった。完全に日が落ちて、空がすっかり暗くなってから、刑は執行されるらしい。ユユは麻袋を外されて、薪の山の上に設置された木の檻おりに閉じこめられ、あとは火が放たれるまで晒さらし者ものになるのだ。ただ晒されるだけじゃない。住人たちは檻に向かって罵ば声せいとともに石を投げつける。薪の山の周りには衛兵が大勢いるけれど、住人たちを止めたりしない。処刑の前に死んでしまっては困るので、ほどほどにしておけよ、という感じだ。住人たちもそこは心得ているし、どうせ檻に阻はばまれてしまうので、あまり大きな石は投げない。彼らが手にしているのは、あたってもせいぜい血が出る程度の小石だ。思いつくかぎりの汚い言葉を吐きながら、さかんに石を投げている彼らの楽しそうなことといったら！

　殺してやる。こいつら全員、殺してやる。きっと殺してやる。絶対に殺してやる。

　レーレは大広場をうろつきながら、ナイフや剣の柄つかに手をかけては離す、ひたすらそれを繰り返していた。ときおりユユの檻を見る。本当はずっと見ていたいのだ。でも、苦しくて、つらくて、たまらなくて、とても見ていられないのだ。

　ユユは座って膝ひざを抱えている。身体からだのどこかに石がぶつかっても、身じろぎ一つしない。顔を上げてほしい。気づいてほしい。無理だ。わかっている。ユユはああして耐えているのだ。押しよせてくる人々の憎悪。醜い悪意。それらが形となったかのような礫つぶての嵐あらし。ユユはおそらく、必死にこらえている。自分を守ろうとしている。ユユ自身の他ほかに、ユユを守ってくれるものはもう何もないからだ。レーレだって、こうして手をこまねいているしかない。

　本当にそうだろうか？　本当に何も手立てがないのか？

　衛兵を突破して、あの薪の山に登る。檻の中からユユを助けだす。檻。鍵かぎがかかっている。壊せばいい。どうやって？　薪の山のそばに衛兵隊長がいる。鍵を持っているのはあいつだ。あいつから奪えばいい。そうだ。ユユを檻から出す。それから？　連れて逃げる。薪の山から駆け降りて、邪魔する者は殺す。何人だろうと、何十人だろうと、殺す。皆殺しにして、逃げる。ユユを連れて。ユユを守りつつ。できるだろうか。そんなことが。できない。わかっている。こんなことは何度も考えた。何回も、何回も。だめだ。できない。ユユを助けだせない。方法がない。よさそうな手が思いつかない。バカだからだ。ユユみたいに頭がよくないから。バカなレーレ。ユユに何度そう言われただろう。数えきれない。まったくそのとおりだ。

　大広場が沸いた。

　見ると、檻おりの中のユユが立ちあがっていた。

　もう空に太陽の姿はない。西の果てがいくらか茜あかね色いろに染まっているだけだが、大広場は暗くはない。薪まきの山の周りに篝かがり火びが焚たかれているからだ。

　ユユは昂こう然ぜんと胸を反そらして、自分を罵ののしり、石をぶつけ、殺そうとしている者たちを見下している。魔女め！　魔女め！　魔女め……！　群衆は憤って声を荒らげた。投石の数と勢いが増して、そのうちの一つがユユの額にぶつかった。拳こぶし大だいとまではいかなくても、だいぶ大きな石だった。ユユはよろめいて、うずくまりかけたが、すぐに体勢を立てなおした。額から血が流れている。すごい量だ。レーレは叫んだ。ユユの名を呼んだ。レーレの声は人々の怒号にかき消された。ユユの耳にはきっと届かなかっただろう。それなのに、ユユはこっちを見た。目があった。間違いない。レーレは目がいいのだ。見間違えるはずがない。

　ユユは唇を笑う形にゆがめた。眉まゆはひそめられたままだった。目は笑っていなかった。でも、唇だけは笑わせていた。ユユの声が聞こえたような気がした。

　わたしは大丈夫よ。

　そんなわけないじゃないか。大丈夫なはず、ない。レーレは人ごみをかきわけて前に進もうとした。やっぱり助けよう。なんとしても助けるのだ。無理でもやるのだ。だめよ、こないで、とばかりにユユは座ってしまった。後ろから腕をつかまれた。

「レーレくん」

　ハイジロだった。またこの男か。レーレはハイジロの手を振りほどいた。何か言ってやろうとしたが、言葉が出てこなかった。声だけじゃない。力が出ない。動けない。

「彼女は立派ですね」

　認めたくなかった。ユユは立派じゃない。立派なんかじゃなくていい。そんなの、必要ない。わがままで、気分屋で、命令ばかりして、言うことを聞かないとすぐに腹を立てて、レーレに八つ当たりをして。そんなユユでいい。どんなユユでもいい。ただあんな場所にいてほしくない。

「さあ、夜がやってきましたよ、レーレくん。最後まで見届けておあげなさい。あるいは、彼女はそれを望まないかもしれませんが」

　ハイジロはそれだけ言うと、どこかへ行ってしまった。南のほうだ。あの男は見物しないのか。わけがわからない。謎なぞめいた、あやしい男だ。

　レーレはもうユユから目を離さないことにした。ハイジロの言うとおりにしようというのでは決してない。やがて大広場がいちだんと騒がしくなった。衛兵たちに守られて、男爵やら審問官やら司教やら星の鎖の武人やらが現れたのだ。いよいよ刑が始まる。もうすぐ衛兵たちが薪の山に火をつけるだろう。レーレは人波を押しのけて、前へ、前へと、少しずつ進んでいった。これが最後の機会だ。衛兵たちは篝火から松明たいまつに火を移す。たぶん、誰だれかが合図をする。その前、いや、その直後だ。火が放たれた薪まきの山に、一気に駆け登るのだ。火がついていれば、追いかけてこられないだろう。そうして、檻おりからユユを助けだす。そのあとは？　わからない。知ったことじゃない。可能か、不可能か。そんなことはどうでもいい。問題は、やるか、やらないか。だったら決まっている。やる。やるしかない。群衆はもう大騒ぎだ。手を叩たたいて踊っている者までいる。いっそ好都合だ。レーレは剣の柄つかに右手を、ナイフの柄に左手をかけた。

　おかしい。

　何か変だ。

　後ろだ。ずっと後ろのほうだ。あれは歓声じゃない。怒号でもない。罵ば声せいでもない。何だろう。この声。レーレだけじゃない。周りの者たちも気づきはじめている。振り返っている者もけっこういた。女の金切り声。男の叫び声。これは。この声は。

　悲鳴だ。

　一人や二人じゃない。何十人、ひょっとするとそれ以上だ。レーレがいるあたりはまだ、皆、何がなんだかわからず当惑しているといった様子だが、もっと後方は慌てふためきはじめている。その狼ろう狽ばいは広まりつつある。いや、とっくに広まっているのだ。南。そう。南だ。大きな通りがあって、まっすぐ進むとこの大広場よりは小さい南広場が、さらにその先には正門がある。何か騒動が起おきているのはそっちのほうだ。

「荒あら猟りよう師しだ！　街の中に荒猟師が……！」

　そんな声が聞こえた。聞き覚えのある言葉だった。街外れや墓場などで暴れ狂い、その姿を見た者に呪のろいをかけたり、傷を負わせたり、殺したりするという悪霊の名だ。戸惑いが恐れに変わった瞬間だった。後ろのほうではとっくに大量の恐怖がばらまかれていたはずなので、それが爆発的に拡散した瞬間、というべきかもしれない。恐怖は今や蔓まん延えんしていた。レーレのすぐ隣にいた男が、連れあいらしい女の手を引いて逃げだそうとした。でも、どっちを向いても人、人、人だ。おい、どいてくれ、と男は叫んだ。そっちこそどけ、と誰かが怒鳴った。誰かが誰かを手で突いて押した。何するんだ！　おい、どけよ！　何がどうなってるんだ！　ちょっと、通して！　子供がいるの、押さないで！　なんで子供なんか連れてくるんだ！　いいからどけ！　突き倒される者がいる。興奮のあまり殴りあいを演じる者がいる。転んだ女が踏まれて、ぎゃあ、と悲鳴をあげた。女を助けようとして、しゃがんだ男が蹴けり倒たおされた。

「敵襲！　敵襲だ……！　敵襲だぞ！　敵がきた！　敵襲！　敵襲……！」

　あれはきっと衛兵隊長の声だ。隊長は部下の衛兵たちに聞こえるように声を張りあげたのだろうが、致命的だった。恐怖によってもたらされた恐慌は、あっという間に狂乱へと姿を変えた。もはや誰も意味のある言葉を発しなかった。ただ声をあげて逃げようとした。でも、どこへ？　いったいどこへ逃げれば？　半分くらいは、たぶん、とにかく大広場から離れようとしている。もう半分はひたすら右往左往している。レーレも押し流されないように、蹴け倒たおされないように、突き飛ばされないようにするだけで精一杯だった。死にもの狂いでどうにか踏みとどまっていた。今だ。今しかない。人と人の間をすり抜けて、前へ。かいくぐって、もっと前へ。あと少し。もうちょっとだ。

　出た。薪まきの山はすぐそこだ。衛兵がいる。薪の山の前に整列しようとしているようだが、うまくいっていない。おたおたしている。浮き足だっているのだ。レーレは思いきって衛兵と衛兵の間を駆け抜けた。何人かの衛兵はレーレに気づいて、追いすがってこようとしたけれど、衛兵隊長の怒声が飛んだ。何をしている！　整列だ！　整列！　衛兵は慌てて列に戻った。でも、こんなところできれいに隊列を組んで、どうしようというのか。ともかく、隊長に感謝だ。レーレは薪の山に足をかけた。ほんの少しだけ登ったところで、何かものすごい圧力のようなものを感じて、後ろを振り向いた。足が止まった。

「かかれいっ！　クローデルを守れ……！」

　衛兵隊長が号令をかけると、二十人か三十人くらいの衛兵たちが一斉に突撃した。もちろん、住人たちに向かってじゃない。敵だ。敵、なのだろう。それは、黒い。全身に暗くら闇やみを塗りたくったような騎馬だ。黒い騎馬は濃密な死の臭気をまとった野人と狼たちを率いていた。あれだ。あの恐ろしい一団こそが荒あら猟りよう師しだ。名だたる悪霊は本当にいたのだ。荒猟師が攻めてきたのだ。黒い騎馬が手に持っている二本の剣は血塗られていた。野人や狼たちも返り血を浴びている。荒猟師は大広場の人だかりに突っこみ、思うさまに殺して、押しのけ、ここまでやってきたのだ。その勢いは少しも衰えなかった。衛兵たちはとけて消えた。そんなふうにしか見えなかった。それくらい衛兵たちの突進は効果がなかった。一瞬で、一人残らず、黒い騎馬の双剣や野人の槍やりや狼の爪そう牙がの餌え食じきとなった。荒猟師は、だが、薪の山をよけるように二手に分かれて北へ向かった。かといって一息つくことはできない。敵は荒猟師だけじゃなかった。その後ろにもいた。たくさんいた。

　狼だ。すごい数の狼だ。それに、人みたいな姿をした、でも、明らかに人じゃない生き物もいる。大勢いる。魔女の眷けん属ぞく。聞いたことはある。初めて見た。豚だ。まるで豚のような顔をした人間がいる。それに、背丈こそ低いものの、とてもがっちりした体格の、岩みたいな色の肌をしていて、体毛が一切ない人間もいる。全身を鱗うろこに覆われた、やたらとでかい蛙かえるのような、それでいて二本の後あと肢あしで立っている生き物もいた。全身が黒い毛で覆われていて、狼に少し似た顔をしている生き物も、ちゃんと二本の足で直立歩行していた。狼たちをのぞいて、彼らの多くは、鎖くさり帷子かたびらや鎧よろい、ときには兜かぶとまで身につけ、剣や槍、盾を持って、人間の兵隊のように武装している。

　軍隊だ。

　まぎれもなく、あれは軍隊だ。

　その先頭集団に、人間の女が四人交じっていた。

　四人のうちの一人はあからさまに子供だが、あとの三人は妙齢、二十歳とか、いってもせいぜい二十五歳とか、その程度だろう。全員、あられもない恰かつ好こうをしている。それ以前に、異質だ。彼女たちはどこからどう見ても人間だが、人間じゃない。

　魔女だ。

　あれこそが本物の魔女だ。

　二人の魔女にはそれぞれ牛頭人身の恐ろしい怪物が、子供には人間のような背の高い男が、付き従っているか、かたわらに寄り添っている。

　もしかして、あいつらが悪霊の盟主か。

　魔王なのか。

　レーレはいつの間にかナイフと剣を抜いていた。豚人間だ。鎖くさり帷子かたびらを着て戦せん鎚ついを持った豚人間が目の前に迫っていた。身体からだが勝手に反応したのか。でも、遅れた。近い。近すぎる。先手はとれない。よけるしかない。右足に力を入れた途端、薪まきが揺らいだ。まずい。とっさの判断だった。レーレは体勢を崩したまま右斜め前方へ身を投げた。薪の山に登っていたといっても、１サード（約cm）くらいだ。石畳に落下してもたいしたことはなかった。なんとか受け身をとって、すぐに起おきあがることもできた。豚人間は無意味に薪の山を戦鎚でぶっ叩たたく羽目になって、だいぶ頭にきたようだ。ぱっと見、どちらかといえば鈍にぶそうなのに、とんでもない。敏びん捷しよう性せいは人間と大差ない。人間よりやや小柄だが、力はありそうだ。くる。戦せん鎚ついが。受け流す、弾はじくなんて無理だ。剣だろうとナイフだろうと、へし折られてしまいかねない。かわすしかない。レーレは飛びさがってどうにか戦鎚から逃れたが、そこに横合いから岩みたいな肌のやつが斬きりこんできた。剣じゃない。戦せん斧ぷか。すごい音がした。空気が叩たたき潰つぶされる音。よけた？　よけた。どうやって？　自分でもわからない。むしろ、信じられない。信じるも信じないもない。それどころじゃない。次は後ろだ。違うやつだ。さっきの豚人間も向かってくる。岩肌野郎も。やつらは何か喋しやべっている。言葉。聞いたことのない言葉だ。聞くな。聞いている場合じゃない。レーレはひたすら身体からだを動かした。呼吸。自分が呼吸している音。荒い息。聞くな。心臓。今にも破裂してしまいそうな心臓の音。耳を傾けるな。動け。見える。動け。止まるな。止まらない。この身体は止まらない。ここだ。そう。今だ。ここで、身をひるがえす。



    

  
    
      



    

  
    
      　レーレは連中に背を向けて駆けだした。行く手にも豚人間や岩肌野郎や狼たちがいる。ぜんぶ無視した。レーレには見えていた。どこをどうやって、どの角度で、どんな速度で走ればいいか。何かに導かれるようにレーレは疾走した。大広場を出て、路地に入った。連中は追いかけてこないだろう。深追いしてこない。あいつらの動きを見ていればわかる。やけに統率がとれている。案の定だった。

　レーレは路地に自分以外の姿がないことを確認すると、すぐに大広場が見える場所まで引き返した。

　薪まきの山だ。

　そのてっぺんに檻おりがある。いや、あった。もうない。残ざん骸がいだけだ。

　豚人間の一隊が薪の山から降りてくる。

　やけに身体のでかい豚人間が一人いた。そいつは何か大きなものを担いでいる。

　もの、じゃない。

　動いている。

　暴れているらしい。

　人だ。

「ユユ……！」

　路地から飛びだそうとした。まだ魔女の軍勢がひしめいている大広場に一人で突入して、それで、どうするのか。どうするも何もない。ユユを助けないと。でも、助けられるのか。できない。無理だ。だからといって、ここでじっとしているのか。まごまごしているうちに、薪の山が燃えあがった。魔女の手下が火を放ったのだ。魔女の軍勢は二手に分かれて移動しようとしている。一方は正門の方向へ。もう一方は城のほうへ。ユユはどっちだ。わからない。見えない。ユユが。くそ。ぜんぜん見えないじゃないか。ああ、ユユ。なんてことだろう。ユユが魔女に連れ去られてしまった。



    

  
    
      　

第四話　【騎士と義勇兵】





「男爵閣下はたいそうご立腹だそうで」

　ダーヴィッド・リンチはどんなときでも笑みを絶やさない。この男を多少知っている者ならば、まず間違いなくそんなふうに思うだろう。もう少しよく知れば、もともと顔の作りが笑っているように見えるだけなのだということがわかってくる。さらには、その貼はりつけたような笑顔の裏で何か企んでいるに違いないと勘ぐりだすかもしれない。

「まあな」

　そのダーヴィッドが忠誠を誓っているヴィリー・ブランドロウの印象は、一言でいえば、好漢、だ。三十六歳の男盛りで、男性的な魅力に満ちあふれているだけでなく、その物腰が懐の広さを感じさせる。貴公子的な上品さは持ちあわせていないが、騎士、それも教主直属の軍事組織である聖騎士団に所属している聖騎士にふさわしい、ある種の爽さわやかさのようなものを身にまとっている男だ。ふだんはそうなのだが、モンタン男爵に提供された屋敷の一室でくつろいでいる今は、多少ゆるんだ雰囲気を漂わせていた。

「俺おれたちがドラコの軍勢と剣を交えようとしなかったことが、彼には不満なのだろう。彼の兵隊はだいぶ死んだからな。とはいえ彼やその腹心、それから司教までちゃんと逃がしてやったのだ。義理は果たしたさ。あの状況では無駄に部下を死なせるだけだしな。どうもこちらの動きを見み透すかされていたように思えて、気に食わんが」

「しかし、相手はあのドラコです。惜しくはありませんか」

「どうせ勝てんよ。魔女の首しゆ魁かいだぞ。ドラコの手勢は別格だ。魔王グルブブもな。ドラコを本気でとヽろヽうヽと思ったら、十三ある魔女討伐隊ぜんぶとは言わんが、その半分くらいは集めて、入念に準備した上でないと無理だ」

「音に聞こえた星の鎖の隊長とはとても思えない、弱気なお言葉ですね」

「俺は人一倍臆おく病びような男だよ、ダーヴィッド。少なくとも、自分ではそう思っている」

　ブランドロウは黄褐色の目を細めてかすかに笑ってみせた。

「だがまあ、ドラコに出くわすのはこれでもう三度目だ。あの魔女とは縁がある」

「魔女だけに悪縁でしょう」

「俺があの魔女を討つか、あの魔女に俺が討たれるか。そんなところか」

「ですが、その機会は今回ではない」

「そのとおりだ。ドラコは動く。魔王像狙ねらいの大事な作戦ということで自ら出張ってきたのだろうが、連中は物の見事に目的を達成した。ドラコの主力部隊はすぐに移動するだろう。それがあの魔女の行動パターンだ」

「魔王像は、やはり？」

「ああ。やられたよ。ポンパドル城の地下深くにあったらしい。男爵も知らなかったようだ。いったい誰だれが探しあてて情報を流したのやら。あるいは門を開けたのも、獣や亜人どもが先行して潜伏していたわけではなく、内通者の仕業かもしれんな」

「我が星の鎖としては、失点を挽ばん回かいしなければなりませんね」

「即座にな」

　ブランドロウは部屋の隅に物言わぬ植物のごとく突っ立っている長身の男に目をやった。男の縮れた髪の毛は赤と黄の中間くらいの色をしている。目は一見、黒だが、よく見ると緑色だ。青白い肌は不健全な印象を与える。面長で鋭角的な顔立ちもふくめて、目立つ要素しかないはずなのに、黙っていると不思議なほど人目を引かない。

「イアン。犬どもから報告は入っているか」

「未いまだ」

　イアン・ブラックハート。極端に口数の少ない男だ。

　星の鎖独自の諜ちよう報ほう部隊「影かげ犬いぬ」が創設されたのは、現教主庁密儀省探査部部長アルジャーノン・ラングレン司教が聖職者に転身する前、星の鎖隊長だったころだ。イアンはラングレンによって修道院で見いだされ、影犬に登用された。シレーンの血が色濃く出ていること以外、素性は不明。本人が黙して語らないからだ。どこからどう見ても異様な男だが、なぜかブランドロウはこの男をいたく気に入り、当時から親しく声をかけていたという。あげくの果てに、自分がラングレンの後あと釜がまに座ると、イアンを影犬の頭領にしてしまった。有能ではあるものの、肚はらを見せない男なので、ダーヴィッドにしてみれば、胸襟を開いてつきあうことはできそうにない。相手もそんなことは望んでいないはずだ。

　イアンは少し考えこむように目を伏せてから、短く付け足した。

「しかし間もなく」

「そうか。まあ、あれだけの軍勢だ。犬どもを振り切ることなどできまい。根拠地は早晩割れる。あとはダーヴィッド、あっちの手て筈はずはどうだ」

「きわめて順調です。人口が多い街ですしね。被害も適度に大きかったので、いくらでも集まりますよ」

「子供は撥はねているのだろうな」

「十八歳以上、四十五歳までとしています」

「久しぶりに盛り場のある街で羽をのばしていた連中には気の毒だが、あきらめてもらおう。主しゆが俺おれたちに課した使命は、あくまで魔女とその眷けん属ぞくを血祭りにあげることだからな。使命は何にも増して優先されねばならん」

「はい」

　ダーヴィッドは一礼してからイアンをちらりと見た。イアンは決してダーヴィッドと目をあわせようとしない。たまに視線を感じることはあるのだ。今もそうだった。深い森のような男だ。森の奥おくには魔女と魔王が棲すむ。この男はどこか魔女に似ている。







「念のためにもう一度確認させてもらうが、本当に十八歳なんだね？」

　円い東広場にはいくつもの天幕が張られていた。天幕の前には長蛇の列ができていて、その最後尾は東広場からはみ出している。東広場のあちこちに立って、集まった人々を誘導したり、揉もめ事ごとの仲裁に入ったりしているのは、昨夜の襲撃で壊滅的な打撃を受けた衛兵じゃない。聖騎士団魔女討伐隊の隊員なので、きっと大丈夫だろう。とはいえ、並んでいる間はひやひやしっぱなしだった。ようやく自分の順番がきて天幕の中に入ったら、隊員の不審げな眼まな差ざしにさらされて、もうだめかと少し思った。十八歳以上でないと受けつけられないのだが、と言われて、ちょっと安あん堵どした。レーレはうなずいた。

「おれは十八だよ」

「そうか。いや、見えないものでね。もっと若いのかと」

「見えなくても、十八だよ」

　本当は十六歳だけれど、どうせ誰だれも知らないことだ。住んでいる場所や名前は考えておいた。住所は、潜伏していた西の地区の中でも一番ごちゃごちゃしているドレーという地域の名を出したら、それ以上は訊きかれなかった。氏名は、レーレ・イジュールにした。ユユの遠い親しん戚せきにイジュールという姓の人がいる。レーレはもともと、その親戚の子供だということにされて、ユユの両親の養子になったのだ。レーレと名乗って平気か、少し心配だったが、隊員は何も言わなかった。あとは、食糧や水は必要なだけ与えられること、荷物を入れる袋、できれば背負い袋を持参すること、脱走した者をのぞき、生還すれば２ダレルの報酬が支払われることなどを説明され、白い腕章を手渡された。

「義勇兵の目印だ。出発は明朝だから、朝一番の鐘が鳴ったら正門前にきてくれ。腕章がない者は連れていけない。忘れないように。ああ、腕章はここで身につけてもらおう」

「今、ここで？」

「そうだ。手を貸そうか」

　レーレは逆らわずに隊員に手伝ってもらい、右腕に白い腕章を巻いた。隊員は満面に笑みをたたえてレーレの肩を叩たたいた。

「その腕章をつけている間、きみは我々星の鎖の一員だ。よろしく頼む」

　天幕から出てきた者の大半が、腕にこの腕章を巻いていたのはこういうわけだったのか。そういえば、彼らは一様に誇らしげな顔をしていた。聖騎士団の魔女討伐隊といったら、子供たちの憧あこがれの的だ。仮かり初そめとはいえ、その一員だと言われたおかげで、あんなふうに舞いあがっていたのだろう。

　レーレは天幕をあとにした。自分の右腕に巻かれている腕章を見ても、とくに感慨はない。ただの布きれだし、こんなものなら自前で用意できそうだ、と思うだけだ。そうだとしたら、わざわざ危険を冒して、義勇兵の徴募に応じる必要はなかったかもしれない。腕章だけなんとかすれば、こっそり紛れこんでもばれないはずだ。知らなかったことだし、どうせそこまで頭が回らないので、仕方ないか。

　今朝早くから、聖騎士団魔女討伐隊「星の鎖」が、魔女討伐のために義勇兵を徴募すると街中で触れまわりはじめた。当然、レーレは魔女にさらわれたユユを助けたい。なんとしても助けださないといけないが、その方法がまったくわからない。途方に暮れていたレーレにとっては、まさに渡りに船だったのだ。唯一の希望といってもいい。

「レーレ！」

　志願者の列をよけながら東広場を出ようとしたら、いきなり名を呼ばれて驚いた。逃げるべきか。いや、そんなことをしたら、間違いなくあやしまれる。決定的な行動をとるのは最後の手段だ。レーレは足を止めて声の方向へ目をやった。

「レーレ！　私だ！　待ってくれ！　レーレ！」

　あいつだ。ヨナハン・クロムスティード。今日は鎖くさり帷子かたびらを着て、その上に鎧よろいもつけている。剣は帯びているが、盾は持っていない。兜かぶとも被かぶっていないが、聖騎士らしい恰かつ好こうだ。胸甲に、剣の柄つか頭がしらと同じような短い鎖が垂れ下がっている。部隊の名前が星の鎖だから、その部隊章のようなものなのかもしれない。

「失礼、通してくれ！　すまない、通してくれ！」

　ヨナハンは志願者たちの間を縫うように小走りでやってきて、レーレの右腕を見た。

「おお、レーレ！　その腕章は！　君も義勇兵に志願したのだな！　心強いことだ！」

「……ああ、まあ」

　この男は何も知らないのだろうか。レーレと一緒にいたユユは、魔女審判を受けて火あぶりにされる寸前だった。レーレも衛兵に追われる身なのだ。衛兵はこの街の領主に雇われていて、聖騎士はたしか教主の命令で動いている。両者に繋つながりはないのだろうか。よくわからないけれど、ヨナハンは暑苦しいほど馴なれ馴なれしい。

「昨夜の襲撃では多くの尊い命が犠牲になった。これは弔い合戦ということになる。不運にも現在、我が星の鎖は隊員の半数が里帰りしている半休状態だし、厳しい戦いになると思うが、君も力を貸してくれ！」

「一応、そのつもりだけど」

「もしや！　君も誰だれか亡くされたのか!?」

「べつに、そういうわけじゃ」

「そうか！　それはよかった！　いや！　よかった、などと軽はずみに言ってはいけないな！　この状況だ！　ともかく、君の志はすばらしいと思う！　ともに力をあわせて魔女を討とう！　あっ！」

「……な、何？」

「君の姿を見かけたので、つい持ち場を離れてしまった！　急いで戻らなければ！　では、レーレ！　明日はよろしく頼む！」

「うん」

　ヨナハンは慌ただしく踵きびすを返した。なんとも鬱うつ陶とうしい男だ。ヨナハンのせいですっかり注目の的になってしまったので、レーレも足早に東広場から離れた。一人でいれば、雑踏だろうと、人通りの少ない道だろうと、あまり人目を引かずに歩くことができる。衛兵から逃げまわっているうちに、だいぶコツをつかんだのだ。そのはずなのに、おかしい。今日はどこにいても、視線が絡みついてくる。まさか、尾行でもついているのか。

　違う。通りすがりに、立ち話をしている婦人たちに、あるいは家々の窓から見られているのは、レーレだけじゃない。レーレじゃない、といったほうがいいだろう。

　腕章だ。

「がんばってね！」

　通りに面した建物の二階から、女に声をかけられた。なんだか気まずい。レーレは足を速めた。少し行ってから振り返ると、腕章をつけた別の男が手を振って女に応じていた。この腕章のことは、きっともう街中に広まっているのだ。白い腕章を巻いている者たちは、明日の朝、魔女討伐隊と一緒に街を出る。この街をめちゃくちゃにした魔女を倒すべく立ちあがった勇者たちを応援しないといけない。そういうわけか。

　どうでもいい。レーレには関係ない。家に火を放たれたとか、城が壊されたとか、誰が殺されたとか、何人死んだとか、知ったことじゃない。レーレは実際、その場面を見た。衛兵だけじゃない。レーレの目の前で、たくさんの人間が殺された。レーレは何とも思わなかった。ひどいとか、かわいそうだとか、気の毒だとか、これっぽっちも思わなかった。今も思っていない。

　あいつらは、よってたかってユユを殺そうとしていたのだ。ユユが苦しみながら死んでゆく姿を見物しようと、大広場に集まっていた連中なのだ。それで自分が殺されたのだから、世話はない。同情なんかしてたまるか。しようとしても、できない。できっこない。あんなやつら、勝手に死ねばいいのだ。いくらでも殺されればいい。いっそ、皆殺しにされてしまえばよかったのだ。

　レーレは腕章を外してポケットに突っこみ、マントのフードを目深に被かぶった。用心のためにできるだけ裏道を通るようにして、大広場へと向かった。

　大広場はまだ復旧が進んでいなかった。何十人だか何百人だかの住人や衛兵、それからごく少数の魔女の手下たちの死体は、あらかた運びだされたようだが、まだいくらか残っている。血の跡も、傷ついた石畳も、燃えつきた薪まきの山もそのままだ。人の姿はある。衛兵じゃない。老人もいれば、壮年の男女もいる。赤子を抱いた婦人もいる。若者もいる。子供もいる。でも、あんなやつら、どうでもいい。レーレには関係ない。

　魔女の手下は薪の山に火をつけて、ユユを連れ去った。レーレはこの目ではっきりと見た。間違いない。魔女はユユを拉ら致ちしたのだ。あのときユユは動いていた。抵抗しようとしていた。生きていた。理由はわからないけれど、殺されなかったのだ。生きたまま連れて行かれたのだから、きっとユユは今も生きている。絶対、生きている。

　でも、この街の住人たちはどう思っているのだろう。

　考えていなかった。ユユは魔女に拉致された。レーレはその事実を知っている。目撃したからだ。じゃあ、他ほかの者は？　わからない。もし誰だれも見ていなかったら。薪の山は燃えてしまった。ユユは火あぶりにされたことになっているかもしれない。訊きいてみようか。そうだ。誰かに尋ねてみればいい。魔女はどうなったのか。昨夜、襲ってきた魔女じゃない。そうじゃなくて、魔女審判を受けて有罪になった、あの魔女のことだ。

　レーレは大広場を見渡した。

　とてもそんなことを訊けるような雰囲気じゃない。

　凄せい惨さんな大広場には花が咲いていた。

　摘つまれた野花もあれば、手た折おられた蕾つぼみふくらむ枝もあれば、立派な花束もある。

　いずれも死者に手た向むけられた花だ。

　今、この大広場に集まっている老若男女は、昨夜の惨劇で命を落とした被害者たちの遺族なのだ。

　レーレからそう離れていない場所で、ユユと同い年くらいの少女が、お父さん、お母さん、どうして、お母さん、お父さん、と叫びながら泣き崩れている。少女にしがみついて呆ぼう然ぜんとしている男の子は、まだ五歳か六歳だろう。二人の足あし許もとには布を被せられた死体が二体、並んでいる。少女は両親を失ったのかもしれない。男の子はたぶん、少女の弟だろう。これからあの姉弟きようだいがどうするのかなんて、レーレの知ったことじゃない。考える必要なんかないし、考えたくない。あんな光景、見たくもない。

　レーレは大広場に背を向けた。

　ユユだ。ユユを助ける。それ以外のことは、この目には映らないし、この耳に届かないし、興味がないし、本当にどうでもいい。そばにいてくれたのはユユだけなのだ。ユユがいないと意味がない。







　ここはどこなのだろう。クローデルの街を出て、森の中をずいぶん進んだ。途中で目隠しをされたので、そこから先はわからない。水を飲まされ、パンのようなものを食べさせられた。建物というよりも、音の反響からして洞どう窟くつか何かだろうか。とにかくどこか屋根のある場所に入って、この部屋に閉じこめられた。暴れるなよ、と人間の言葉で言われたけれど、あれは人間じゃない。誰だれも彼も、ほとんど、大半が人間じゃなかった。

　目隠しはまだ外されていない。手て枷かせも嵌はめられたままだ。足は自由に動かせるので、部屋の中を歩きまわることはできる。それほど広い部屋じゃない。狭くてたまらないというほどでもない。地ち下か牢ろうよりはずっと広々としている。壁や床は石というよりも岩だ。削られているようだが、平らとはいえない。やはり洞窟の中なのだろうか。それにしては、空気が澱よどんでいない。そこまで寒くもない。扉は木製だ。鍵かぎがかかっているのだろう。押しても引いても開かない。扉には覗のぞき窓があるようだ。音がする。大勢が行き交っている音。話し声。たぶん、人間の言葉じゃない。

　彼らは怒ど濤とうのようにあの大広場に押しよせてきた。高い場所にいたこともあって、よく見えた。忘れることはできない。あの真っ黒い騎馬を。騎馬に率いられた、荒あら猟りよう師しを。それから、獣。多くは狼だったが、熊くまもいた。あとは、亜人たち。どこか人間に似ているけれど、人間とは似ても似つかない化物。そして、魔女。魔女のそばにいたのは、たぶん、悪霊の盟主であるという魔王だ。

　豚みたいな顔をした亜人が続々と火刑台に登ってきた。殺されるのだろうと思った。覚悟さえした。正直、疲れていた。もう楽になりたかった。愚劣で下劣な群衆の前で火あぶりにされるよりはマシだ。やるならやりなさいよ。そう叫んだような覚えもある。その豚人間は他ほかの豚人間よりも大柄だった。大きな斧おのと鎚つちを一本ずつ持っていて、顔が傷跡だらけで、かなり怖かった。早くしてほしかった。豚人間はついに斧と鎚を同時に振りかぶった。目をつぶった。死ぬときって、痛いのかしら。そんなことを考えた。生きている証拠だった。気がついたら、巨漢の豚人間に担ぎあげられていた。大声を出しても、もがいても無駄だった。ここまでずっと、あの豚人間が一人でユユを運んできたのだ。とんでもない力持ちだ。

　暴れるなよ。

　あの低い、野太い声は、もしかして、豚人間の声……？

　誰かが、あるいは何かが、外側から扉を叩たたいた。

　ユユはあとずさった。意表をつかれた。次の瞬間、耳に飛びこんできたのが、女の、しかも、かなり若い女の声だったからだ。

「入りますわよ！」

　乱暴に解錠する音がした。目隠しのせいで見えないが、扉が開いて、誰だれかが部屋に入ってきたようだ。

「まあ！　まだ目隠しを！　まったく、もう！　ベンハートどのときたら、気がきかないのですから！　それとも、横着なのかしら！　どっちもですわね！」

　何？　何なの？　子供？　そういえば、魔女は四人いて、そのうちの一人はずいぶん若かった。戸惑っているうちに、目隠しを外された。やはり乱暴な手つきだった。ああ。あの魔女だ。若い魔女。明らかに十五歳のユユより年下だ。背だって、ユユより頭一つ分は低い。それなのに、この恰かつ好こう。腕や脚、肩ばかりか、おなかまで露出させている。暗くてよく見えなかったけれど、たしか他ほかの魔女も似たような服装だった。ユユも暑いときはこだわらずに肌を出すようにしているものの、今はまだそんな季節でもない。魔女はときに敬けい虔けんな信徒を色香でたぶらかして堕落させるらしいので、もしかして、そのために？　でも、ユユの目の前にいるのは子供だ。色香も何もない。

「どうかなさいましたの？　ヨモジのお顔をそんなに見つめて？」

「……どうかしたって――それは、どうかしたといえば、どうかしたけど」

「ゆわれてみましたら、それもそうですわね！　いきなりこんな場所に連れてこられたわけですし、わっけわかんなくて、頭ぱっぱらぱーですわよね！」

「そ、そうね」

「まあ！」

「え……何？」

「手て枷かせが嵌はめられたままですわ！　まったく、もう！　ベンハートどのときたら、めんどくさがりさんなのですから！　キジタカ！　ぱぱっと外してあげてくださいな！」

　それまで気づかなかったわけではないのだが、ヨモジ、と自分のことを呼んでいた、若いというよりも、むしろ、あどけない、とすらいえてしまえそうな魔女の存在感が強烈すぎて、あまり意識していなかった。

　ヨモジは一人ではなかった。キジタカ、というのが名前なのだろうか。後ろにやたらと背の高い男を従えていた。長い髪が真っ黒で、その双眼はなんと赤い。見たことのない意匠の服を着ていて、鞘さやに収められた剣のようなものを持っている。剣にしては、でも、変だ。ものすごく長いのはいいとしても、曲がっているのはおかしい。普通、剣はまっすぐだ。少なくとも、今までユユが目にした剣はぜんぶそうだった。

「不動でいろ」

　キジタカは低く呟つぶやくようにそう言うと、剣の柄つかに手をかけて、すっと腰を低くした。

　つめたい風が吹きつけてきた。

　ずっと手首に感じていた重みが、急に失うせた。

　手て枷かせが地面に落ちた。まっぷたつに割れていた。

　キジタカはもとのように背筋をのばして、剣の柄つかから手を離した。

「よくできました！　キジタカ！　偉いのですわよ！　褒ほめてさしあげます！」

　ヨモジはキジタカに抱きついた、というよりも、子供が父親にだっこをせがんでいるようにしか見えない。キジタカは無言、無表情でヨモジを抱きあげた。ヨモジはその顔をひとしきりぺたぺたさわりまくると、やがて満足したのか、下ろせ、下ろせ、と地面を指さした。キジタカはやはり黙然と言うとおりにした。

「あの」

　とりあえず、手枷を外してくれたのはキジタカ、ということで間違いなさそうだ。ユユはキジタカに向かって軽く頭を下げた。

「ありがとう」

「無用だ」

　キジタカはそっぽを向いた。愛想のない男だ。いや、男じゃない。魔王。そう。ヨモジが魔女だとしたら、キジタカは魔王に違いないのだ。でも、そもそも本当に魔女なのだろうか。魔女。このヨモジという女の子が魔女？　悪い冗談としか思えない。だって、魔女といったら、人類の裏切り者だ。騙だます。盗む。奪う。姦かん淫いんする。殺す。主しゆが罪とした行いのすべては魔女の得意技だ。魔女は人類の敵である狼や怪物たちを率いて、悪さをするどころか、人間の街を攻撃する。実際、クローデルは襲われた。人が死んだ。殺された。ユユは見たのだ。冗談なんかじゃない。頭では、知識としてはわかっていたが、本当だった。魔女は人間にとって現実的な脅威なのだ。ユユはその魔女だということにされて、今、本物の魔女がここにいる。目と鼻の先に。



    

  
    
      



    

  
    
      「さあて！　それじゃあ、ユユ・ビューレさん！」

「な、なんで、わたしの名前を？」

「ヨモジは何でもお見通しなのですわよ！　それは嘘うそなのですけれども！　いろいろありまして、あなたが魔女として処刑されるということを、ヨモジたちは存じあげていたのですわ！　それで、他ほかにもちょっと用事がありましたもので、ついでに助けてさしあげた、とゆう次第なのです！」

「助けた……？　わたしを？」

「ですわ！」

「どうして、そんなことを」

「だって、ヨモジたちが助けてさしあげなかったら、ユユさん、あなた、火あぶりでじゅーじゅーされちゃってましたのよ？」

「だけど、あなたがたには関係のないことじゃない」

「あらららら？　ユユさん、死んじゃいたかったのですか？　魔女でもないのに、魔女に間違えられて火あぶりにされちゃうのが、あなたの望みでしたのかしら？」

「そんなわけ、ないでしょう」

「そうでしょうとも！　ですから、ヨモジたちはあなたを助けてさしあげたのです！　ですけれども、べつに感謝とか、そういうのはしていただかなくてけっこうですわ！　ヨモジたちがやりたくて勝手にやったことですから！　ただし、今すぐこっから出てってもいいですわよ、とゆうわけには、残念ですけれども、まいりま――」

　ヨモジは不意に、ぷわっ、という謎なぞの音を口から発して後ろを向いた。鳥肌が立った。もう一人、別の魔女だ。部屋に入ってきた。見覚えがある。一度でも見たらとても忘れられない容姿だ。でも、近くで見るとまったく違う。あまりにも違いすぎる。同性なのに、思わず見とれてしまう。なんてきれいな人なのだろう。でも、人じゃない。

「ドラコさま！」

「ヨモジ。お客さまにこちらの事情をご理解いただけたかしら？」

　まだ離れているのに、耳みみ許もとで囁ささやかれているかのようだ。声まで蠱こ惑わく的てきだ。恐ろしいほどだ。事実、怖い。この甘い香り。とてつもなく甘くて、甘すぎて、息苦しいほどなのに、もっと嗅かぎたい。人にそこまで思わせるのは、やはり人とは異なるものだ。魔女だ。彼女こそが魔女だ。魔女そのものだ。

「ええっとお……」

　ヨモジはうつむいて右手の人差し指で左手の人差し指をつついた。

「まだ……なのです。申し訳ありませんのです。もうちょっとでしたのです」

「そう。いいわ。ご挨あい拶さつがてら、わたくしからご説明申しあげましょう。ユユ・ビューレさん」

　魔女はユユの目を真正面から見すえた。ユユは顔をそむけてしまいそうになったが、なんとか我慢した。

「わたくしはドラコと申します。わかっていらっしゃるでしょうけれど、わたくしたちはあなたがたが魔女と呼んでいる者ですわ」

「魔女、ね」

　本物の、魔女。ユユがうなずくと、ドラコは嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「あなたを助けてさしあげた理由は、あなたが狼の皮を被かぶせられた無実の子羊でしかないからです。信じていただけないでしょうけれど、わたくしたちは必ずしも人間の敵ではありませんのよ。もっとも、あなたがたが人ヽ類ヽと呼んでいる、サイオンの支配下にある人間社会にとっては大きな脅威でありうるでしょう。その必要があれば、わたくしたちは殺すことも奪うことも決してためらいません。人が森を拓ひらいて獣たちの住すみ処かを奪うように、わたくしたちも生きる場所を手に入れるために石の街を破壊するでしょう」

「……あなただって、人間なんじゃないの？」

「そうですわね。あなたがたと同じ、わたくしもたヽだヽのヽ人ヽ間ヽですわ」

「ただの、人間……？」

　わからない。この魔女は何を言おうとしているのだろう。何かを言おうとしているのだ。それだけはわかる。

　ドラコは目を細めてヨモジの髪を撫なでてから、ユユに顔を向けなおした。

「すぐにでもあなたを自由にしてさしあげたいところなのですけれど、そうもまいりません。わたくしたちは準備が整いましたら、順次ここを発たちます。あなたにはそれまでここにとどまっていただきますわ」

「わたしがここの場所を誰だれかにもらすことを警戒しているのね」

「あらあら。察しがよろしくていらっしゃいますこと」

「あなたがたが火刑台に火をつけたから、わたしはもう死んだことになっているかもしれない。でも、どうせクローデルには戻れないわ」

　そう。ユユはもう戻れない。レーレはどうなっただろう。ちゃんと逃げてくれただろうか。あんなことがあったあとなら、混乱に乗じて街を出るのはたやすいはずだ。逃げおおせてくれているといい。何はともあれ、ユユはこうして生きている。レーレが無事じゃなかったら、寝覚めが悪い。

　ドラコはしばらくの間、ユユをじっと見つめていた。

　それから口を開こうとしたが、途中でやめて柳りゆう眉びをひそめた。

　その妖あやしい瞳ひとみはユユを通り越して、後ろを見ている。

　ユユはとっさに振り返った。目を疑った。自分の目が何を映しているのか理解できない。それは男だ。輪郭から目や鼻、唇の形や位置、その配色に至るまで、すべて検討の上に検討を重ねて決定し、緻ち密みつな図面を作成して、それにもとづいて一分の狂いもなく創つくりあげられたかのような男の顔だ。でも、逆さまなのだ。なぜなら、男は天井から生ヽえヽてヽいヽたヽ。腰から上くらいだろうか。つまり上半身だ。おかげで男の髪の毛は逆立っていた。いや、逆立っているわけじゃない。男自体が逆さまなのだから、そうなるのがあたりまえなのだ。あたりまえ？　何があたりまえなのか。ユユにはもうわからなかった。

　男が手をのばしてきた。

　そのつめたい指がユユの顎あごにふれた。

　男は見る者を石にしてしまいそうな両りよう眼めをすぼめて、ぺろりと唇を舐なめた。

「怯おびえてないな、人間の女。オレに惹ひかれてるだろう」

　ユユはかっとなって男の手を打ち払った。胸が痛い。きっと顔も赤くなっている。ユユは唇を噛かんで男を睨にらみつけた。どうしてこんなに腹が立つのか。図星だからだ。不自然なほど美しくて、こちらを見ているくせに見ていないようで、おそらく途方もなく傲ごう岸がん不ふ遜そんで、誰だれにも、何にもへりくだらない。正直、好みのタイプだ。でも、そんな男には一度もお目にかかったことがなかった。いるはずがないと思っていた。人は弱い。富に弱い。権威に弱い。恐怖に弱い。情に脆もろい。命は儚はかない。この男は違う。瞬間的にそう感じた。見み透すかされたのだ。屈辱だった。

「グルブブ。およしなさい」

　かすかに声が尖とがっていた。ドラコだ。女ヽのヽ声ヽだった。グルブブと呼ばれた男は、たぶん魔王は、唇の端に冷笑を浮かべると、ごつごつした岩の天井に引ヽっヽこヽんヽでヽいヽっヽたヽ。めりこむというよりも、吸いこまれていったかのようだった。あっという間だった。グルブブは消えた。完全にいなくなるまで、ユユはグルブブから目を離すことができなかった。そんな自分に怒りを覚えた。胸に手をあてて深呼吸をし、無理やり気持ちを落ちつかせようとした。うまくゆかなかった。中途半端な気分でドラコたちのほうへ向きなおると、扉のところにあの大柄な豚人間がいた。豚人間はユユを一いち瞥べつしただけで、すぐさまドラコに傷跡だらけの顔を向けた。

「ドラコ。作業の用意ができた」

「あら、そう」

　ドラコは軽くうなずいてから、顎を振って豚人間を示してみせた。

「せっかくですから紹介しておきましょう。彼はベンハート。ブードという種族の者ですわ。ユユさん。あなたをここまでお連れしたのは彼ですのよ」

「知っているわ」

　ユユはおそるおそるベンハートに会釈してみた。ベンハートは大きな鼻の下の唇をゆがめてみせた。笑顔だろうか。そう見えた。

「おまえは軽かった。悪くない荷物だった」

「褒ほめられている気がしないんだけど」

「そのとおりだ。褒めてなどいない。俺おれは事実を言っただけだ」

「ベンハートが素面しらふで冗談を言うとは、めずらしいこともあるものですわね」

　ドラコがくすくす笑うと、ベンハートは決まりが悪そうに低く唸うなってどこかへ行ってしまった。ブード。たしかに容姿は醜悪だ。でも、こうして口をきいてみると、化物という印象はもうない。考えてみれば、道中、ベンハートはだいぶ便宜を図ってくれた。食べ物や水をくれただけじゃない。頻繁にユユの体勢を変えてくれたので、身体からだが痛くなることもなかった。ユユの様子から察したのか、用を足す時間まで作ってくれたのだ。

「ドラコ！」「ドラコさま！」

　突然、開け放たれた扉の両側から二人の子供が顔を出した。髪の毛は栗くり色いろで、緑がかった茶色の目がぱっちりしている、じつに愛らしい男の子たちだ。二人とも瓜うり二ふたつで区別がつかない。双子なのか。でも、何か変だ。あまりにも背が低すぎる。身体つきも、どこがどうとは言えないけれど、子供のようで、どこか子供とは違う。

「ドラコ！　早く早く！」「こらリウロ！　ドラコさまだろ！　何度も言ってるじゃないか！」「うるさいな、ピウロは！　何だっていいじゃないか！」「いいわけないじゃないか！　ドラコさまは一番偉い魔女なんだぞ！」「でもドラコはドラコじゃないか！」

「ええい年がら年中かしましいポルモどもめ！　黙らっしゃい！」

　ユユは呆あつ気けにとられてしまった。ひょっとして、今、双子を怒鳴りつけたのはあの生き物なのか。その生き物がささっと走ってきて双子の間で立ち止まり、すっと立ちあがるところはちゃんと見た。それだけでも幻だと思った。だって、その生き物は穴あな熊ぐまなのに、いや、穴熊にしては図ずう体たいが大きいけれど、それでもやっぱり穴熊なのに、立派な上着を着て、緋ひ色いろのスカーフを首に巻き、羽根飾りのついた帽子を被かぶっているのだ。

「ドラコさまもドラコさまですぞ！　我わが輩はいらが待ちくたびれておるというのに、いつまでこのような場所で油を売っておるつもりなのです！」

「いま向かおうとしていたところですわ、マヌエル。そうかりかりなさらないで」

「そう願いたいものですな！　何しろ我輩らは待ちくたびれておるのですからな！」

「じゃあ行こうドラコ！　早く早く！」「こらリウロ！　ドラコさまだろ！」「うるさいな、ピウロは！」「ドラコさま！　ぼくらは先に行っていますからね！　早くきてくださいね！　きっとですよ！　さあ、行くぞリウロ！」「引っぱるなよピウロ！　マヌエルも行くぞ！」「こ、こ、こら、我輩を引っぱるでない！　無礼なポルモめ……！」

　双子と穴あな熊ぐまは互いに引っぱりあいながら部屋の前から立ち去った。ユユはまだ呆ぼう然ぜんとしていた。いったい何なのだろう。これが、魔女？　人類の裏切り者である魔女に率いられた、獣や怪物たち……？　想像していたのと違う。かけ離れている。なんというか、もっとおどろおどろしくて、野蛮で、とにかく恐ろしくて。なんとなくそんなふうに思っていた。なんとなく、だ。想像なんてしていなかったのだ。ユユはヨモジを見た。ヨモジは、くりんとした目で、どうかなさいましたか、とでも言いたげに見返してきた。この子も魔女。敵。人間を殺した。繋つながらない。どうしても、繋がらない。

　扉の向こうの通路を、やたらと大きな黒猫みたいな生き物が悠然と歩いていった。見たこともない生き物だが、もはやユユは驚いていなかった。ただ、大黒猫につづいて姿を見せた獣を目にしたときは仰天した。獣は足を止めてこっちに顔を向けた。狼だ。毛が全体的に黒っぽくて、普通の狼よりだいぶ大柄だ。その左ひだり眼めが潰つぶれていた。ユユは思わず、あ、と声をもらしてしまった。狼が返事をするように、ぼぉん、と低く吠ほえた。

「あら」

　ドラコはわずかに眉まゆを上げて、狼をちらりと見た。

「そう。そうでしたの。ガタラとイシカの遺体を見つけたときに、ルカオンが出くわしたという、人間の若い男女。あなたはそのうちのお一人でしたのね」



    

  
    
      



    

  
    
      　隻せき眼がんの狼はぴたぴたと意外にかわいらしい足音を立ててドラコに近づいた。ドラコに頭を撫なでられると、狼は一瞬、気持ちよさそうに目を細めたが、すぐに、やめろ、よせ、というふうに顔を振った。それでいて、ドラコから離れようとはしなかった。

「奇くしき廻めぐり合あわせですわ。ユユさん。シレーンの血も濃くていらっしゃるようですし、あなたはもしかしたら、こちら側に近い方なのかもしれませんわね」







　朝二つめの鐘を合図にクローデルを離れた聖騎士団魔女討伐隊「星の鎖」と義勇兵の一団は、嫌気が差してくるほどのろのろと森の中を北西へ進んでいた。

　これで何度目の休憩だろう。レーレは大きな木の地表に露出している根の上に腰かけて、ため息ばかりついていた。

　周りで骨休めをしている義勇兵たちの中には、すっかり息があがっている肥満した中年男もいるし、不安げにきょろきょろしてばかりの若い男もいる。一応、全員、長い棒や、棒の先に無理やりナイフをくくりつけた手製の槍やりを持っていて、剣を帯びていたり、鎖くさり帷子かたびらを着ている者さえいくらかいるけれど、どう見ても烏う合ごうの衆だ。こうして行軍しているだけでも、半分くらいは邪魔にしかなっていない。こんな連中に戦いなんてできっこないのだ。素人なりに薄々そう勘づいているから、誰だれも彼も元気がないのだろう。

「どうした！　うむ!?　疲れたか！　そうか、そうだろうな！　よいのだ！　今は弱音を吐いてもかまわない！　だが、そのときがきたら、否いやが応おうでも戦ってもらうぞ！　大丈夫だ！　戦場に立ったら、意外と戦えるものだ！　本当だ！　私を信じろ！」

　そんなしょぼくれた義勇兵たちを、たとえばヨナハン・クロムスティードのような騎士が、休憩のたびに、いや、行軍の間も、さかんに叱しつ咤た激げき励れいしている。

　レーレは初めて知ったのだが、魔女討伐隊の隊員には、大きく分けて、騎士、従士、輜し重ちよう卒の三種類がいるらしい。騎士はいわゆる聖騎士だ。彼らは国に帰っても、騎士かそれに準ずる身分にある。従士は騎士以外の戦闘要員で、騎士の従卒だったり、騎士にとりたてられた元傭よう兵へいだったりするようだ。輜重卒は物資の輸送や管理、調達に関かかわる、いわば裏方で、前線には出ない。一つの魔女討伐隊は、騎士と従士あわせて千名ほど、あとは数百名の輜重卒によって構成されているらしいのだが、現在、星の鎖は約半数の隊員が長期休暇を与えられて帰郷している。戦闘要員は五百人くらいしかいないということだ。そのうち、騎士は七十名ほどしかいない。残りはすべて従士なのだ。

「いかん！　いかんぞ！　さあ、顔を上げて！　苦しいときは下を向かないことだ！　そうだ！　隣の者と互いに励ましあうといい！　つらいのは皆、一緒だ！　もちろん、私たち騎士も同じだ！　何？　そうは見えない？　それはな、やせ我慢をしているのだ！　いや、そう笑うがな！　私たちとて人間だ！　君たちと同じだ！　ただ訓練を受け、我慢することに慣れているだけなのだ！　我慢することこそが騎士の神髄なのだぞ！　冗談ではなく、これは真実なのだ！」

　ヨナハンは騎士だ。あの男は行軍中、騎乗している。従士は馬に乗っていない。武装も違う。騎士のほうが重装備だ。馬のおかげで、装備が重くても耐えられるのだろう。どうやら千人以上いるらしい義勇兵の中に、ヨナハンのような騎士や従士がぽつぽつと配置されている。彼らはああやって義勇兵たちを元気づけたり宥なだめたり賺すかしたりして、どうにかこうにか前進させているのだ。他ほかの騎士と従士は、二手に分かれて義勇兵を前後から挟んでいる。守っているというよりは、見張っているのではないだろうか。

　何かおかしい。

　この義勇兵は使い物にならない。魔女討伐隊といったら、たぶん歴戦の勇士ぞろいだろう。それなのに、こんなろくでもない兵隊を集めるなんて変だ。

「やあ、レーレ！　さすがに君はまだまだ元気そうだな。力がありあまっているようにすら見受けられる。頼もしいかぎりだ！」

　ヨナハンはレーレの隣に腰を下ろした。本当は、ヨナハンが座れるほどの隙すき間まはなかったのだが、つい身体からだをずらしてしまったのだ。

「元気そうではあるが、なんだか浮かない顔をしているな。どうしたのだ。何か心配事でも？　あるのなら、言ってくれ。私でよければ聞かせてもらおう！」

　あんたには話す気になれない。言ってやってもよかったけれど、やめておいた。わざわざ騎士の機嫌を損ねるようなことをする必要はない。偉ぶっているようには見えない男だが、そうはいっても騎士だ。身分が違う。

「うむ……？」

　レーレが黙りこくっていると、ヨナハンは顔をのぞきこんできて首をひねった。遠慮のない眼まな差ざしだ。そういうところがいやなのだ。レーレは顔をそむけた。

「あっ！」

　ヨナハンは突然、腰を浮かした。行ってくれるのか。期待はずれだった。ヨナハンはそばを通りかかった騎士に声をかけて、手招きした。

「セルジュ！　ちょうどいいところにきた！　こっちへ！　君にも紹介しよう！　この前、話しただろう！　彼だ！　彼がレーレだ！」

　その騎士は足を止めて、でも、ちょっと迷ったようだ。それだけで、きっとヨナハンよりはまともなやつに違いないとレーレは思った。ヨナハンは偉丈夫なので、余計にそう見えるのかもしれないけれど、ずいぶん華きや奢しやだ。少なくとも、騎士にしてはかなり小柄だろう。ヨナハンは兜かぶとを脱いで小こ脇わきに抱えているが、その騎士は違う。被かぶったままだ。ただ、面めん頬ぽおを上げているので、顔は見える。表情に険があるものの、目鼻立ちは繊細だ。そのせいで、かえってきつい印象を受けるのかもしれない。

「セルジュ・フレンドールだ」

　妙な声音だ。まるで、無理やり低い声を出しているみたいな。まさか。ありえない。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。レーレはうなずいて、目を伏せた。セルジュと名乗った騎士の赤茶色の瞳ひとみに、殺伐とした輝きが宿ったような気がしたのだ。

「レーレ。セルジュは私の幼おさな馴な染じみのようなものなのだ！　私たちはスタンレー公国の出身なのだが、領地が隣りあっていてな。領地といっても父のものだし、猫の額のような広さだ。もちろん、本物の猫の額よりは広い！　当然だな！」

　ヨナハンは何がおもしろいのか、一人で肩を揺らして笑っている。正直、早くどこかへ行ってほしい。ヨナハンとセルジュの関係や出自なんて知りたくもないのだ。猫の額には少し興味があるけれど、どうやら本物の猫の額とは関係なさそうなので、やっぱりどうでもいい。

「レーレ、といったか」

　顔を上げると、セルジュの目にはまだあの不穏な光の名残があった。

「ヨナハンを打ち負かしたらしいな。この男は間抜けだが、剣の腕だけは一人前だ。腹立たしいことに、俺おれは今までこの間抜けから一本もとったことがない。素人風情に後おくれをとるとはとても思えないな。戦場働きの経験でもあるのか」

「いや……べつに、ないけど」

「信じがたいが、だったらこの間抜けもまだまだ精進が足りないということだろう」

「そうだな！　日々精進だ！　私にも慢心していたところがあったのかもしれない。おのれの未熟さに気づかされた。その意味で、レーレは恩人だ！　あれ以来、左手を使う練習もしているのだ！　どうもうまくいかないが！」

「へえ……そう」

「やはり、利き腕のようにはな！　それとも、何かコツがあるのだろうか？」

「おれは利き腕とか、ないから」

「なんと！　それはつまり、両利きということか！　なるほど！　生まれ持った才能なのだな！　では、私には真ま似ねできないということだ！　左手の練習はもうやめよう！」

「や、やめるんだ」

「ああ！　きっぱりやめる！」

　ヨナハンは猛然と立ちあがって、右の拳こぶしを天に向かって突きあげた。

「私はこの右手で頂点をきわめる！　右手に剣！　左手には盾！　まさに攻防一体！　人には人の、自分には自分の、それぞれにふさわしいやり方があるということだな！　レーレ、ありがとう！　また一つ勉強になった！」

「……よかったね」

「よかった！　よし！　そろそろ出発だな！」

　義勇兵たちに声をかけたり、肩を叩たたいたりしながら遠ざかってゆくヨナハンの後ろ姿を眺めていると、行軍しているよりもずっと疲れる。

　レーレはゆっくりと腰を上げて、ため息をついた。セルジュがこっちを見ていた。

　あの目だ。

　近づいてくる。

　レーレは思わずナイフの柄つかに左手をのばしそうになった。自制する必要なんてなかったかもしれない。セルジュはレーレの胸倉をつかんだ。やっぱり小柄だ。上背があるとはいえないレーレよりも目の位置がほんの少しだけ低い。セルジュは唇をめくれさせて、歯を食いしばった。その両りよう眼めに仄ほの見みえているのは、もはや殺気だ。殺意だ。

「いいか、俺おれを」

　セルジュは笑った。憤ふん怒ぬと嘲あざけりと自じ嘲ちようを一緒くたにしたような、ひどい笑い方だった。それよりこの声は。違う。さっきまでの声音は、やはり無理やり作っていたのだ。

「あヽたヽしヽをヽ、そんな目で見るな。二度と、だ。次にそんな目で見たら、絶対に許さない。目にあまる規律違反を犯した者は、義勇兵といえども処断していいことになっている。意味がわかるか。わかったら、うなずけ」

　レーレは黙って首を縦に振った。セルジュは舌打ちをして、まだ何か言いたそうだったが、放してくれた。

「間もなく出発だ。用意しろ」

　踵きびすを返したセルジュの背中は、こうして見ると、やはり男にしては貧弱すぎる。わざと大きめの鎧よろいをつけているのだろうが、おかげで鎧に着られているように見えて、少々滑こつ稽けいですらあった。義勇兵も男だけだし、騎士も従士も、レーレが見たかぎりでは全員、男だと思っていたので、女の騎士がいるなんて不思議ではあるけれど、そんな目とはどんな目だろう。何か誤解されているのか。身に覚えがない。

　ともあれ、今後、あの騎士には近づかないようにしたほうがいいだろう。面倒はごめんだ。レーレには目的がある。魔女にさらわれたユユを助けだすという、大きな目的が。そのためには、魔女討伐隊が魔女の軍勢に負けてしまっては困る。少なくとも、魔女の根城に近づくまでは。でも、大丈夫なのか。白い腕章を巻いた義勇兵を見ていると、不安でたまらなくなってくる。ユユ。だけど、それでも、見つけるから。絶対、助けるから。生きているかどうかなんて、そんなことはこれっぽっちも考えなかった。考えたくなかった。考えたら、この身体からだが止まってしまう。きっと息もできなくなる。だから、ユユは生きている。必ず生きている。



    

  
    
      　

第五話　【一人と一人】





　それまでは、ごくたまに、だった。山や羊ぎのドードが死んでからだ。ユユは夜、頻繁に寝床を抜けだして、家畜小屋へ行くようになった。

　そのときのユユに理由を尋ねたら、そうしたいからよ、したいようにして何が悪いの、とでも答えたに違いない。ドードが死んで、レーレはきっと寂しがっているだろうとか、一人で泣いているのじゃないかとか、両親と同じ部屋で寝るのがいやでたまらなかったとか、いろいろな思いはあった。でも、ようするに、そうしたかったのだ。したくても、できないことばかりだった。

　昔からそういうことになっているから、あれはだめ。これもだめ。それは主しゆが禁じていることだからだめ。髪型はこうしないといけない。服装はかくあるべし。女は胸がふくらんでくるころになると、家に閉じこもる。結婚するまで、いい奥おくさんになるために、ひたすら家の手伝いをするのだ。縁談はたいてい親同士がまとめる。そうして女は子供を産む。家事をする。夫と子供の世話をする。嫌気がさして、たまに他ほかの男と寝る。夫に気づかれれば折せつ檻かんされる。離縁されることもある。女は道具だ。黙っていたら、いいように使われて、老いさらばえて、行きつく先はドードのいない天国だ。冗談じゃない。

　何をしても、ああでもない、こうでもないと口を挟まれ、叱しかられて、陰口をたたかれた。どうして自分のやりたいように、やりたいことをやってはいけないのか。罪を犯さずに一生を終えれば、天国に行けるのだと司祭は言う。きっと、その天国とやらでも、女は男に尽くさないといけないのだろう。一度死んだくらいで、男たちの性根が変わるとは思えない。そんな天国になんか行きたくない。

　ユユが夜、部屋を抜けだすことに、両親は気づきはじめていた。わかっていたけれど、やめなかった。いつかばれる。父も母も烈火のごとく怒るだろう。それでもいいと思っていた。そうなってしまえばいい。実際、そうなった。ユユとレーレは、義理とはいえ兄妹きようだいだ。主は近きん親しん相そう姦かんを重大な、深刻な、恐ろしい罪であるとした。父はユユとレーレがそのような関係に陥っているのではないかと疑った。レーレをなじった。ついには、このようなことは決して許されない、もうお前の面倒は見られない、とレーレに言い渡した。レーレはほとんど即座に、出ていきます、と答えた。それでいいでしょう、と。

　じゃあ、わたしも一緒に行くわ。

　口に出してから、そうしたい、と思った。そうするしかない、とさえ。

　故郷のボージェには、いらないものばかりがあふれていて、しかも、それらがユユをがんじがらめにしていたのだ。両親がいた。友だちもいた。でも、ユユはずっと孤独だった。誰だれもユユを理解してくれなかったからだ。受うけ容いれてもらえないことがわかっていたから、理解してもらおうとも思っていなかった。

　レーレだけは違った。バカなレーレは物事を深く考えない。ユユが右と言ったら右、左と言ったら左を向く。少しやさしくしてあげただけで、家鴨あひるの子みたいにあとをついてくる。ひねくれているのに、単純で、何も信じていないくせに、疑わない。その手でたくさんの家畜を殺してきたくせに、ドードだけはいやだと拒否した。矛盾している。でも、レーレはバカだから、そのことに気づかない。どうしてドードがかわいいのか、殺したくないのか、そんなことは考えない。藁わらの中で一緒に寝ていると、たまにレーレはユユにさわろうとした。なぜ自分がそんなことをするのかなんて、レーレは考えたりしない。ひどくゆがんでいるくせに、まっすぐで、透きとおっている。そういうところは嫌いじゃなかった。何より、レーレはユユを受け容れていた。ユユが何をしても、妨げようとしなかった。レーレの前では、ユユはユユでいられた。家を飛びだせば、ユユはいつでもユユでいられるだろう。実際はそうでもなかった。

　どこの街にも、当然のことながら、人がいる。人は皆、ありとあらゆるものに縛られている。そうして他ほかの人を縛りつけようとする。人は自分と違う者を嫌う。疎んじる。恐れる。余よ所そ者ものはいつだって潜在的な敵だ。ユユとレーレはどこへ行っても余所者にすぎない。どの街に住んでいるのも同じ人間のはずなのに、余所者は人間扱いされないのだ。

　このままずっと、野垂れ死ぬまで旅をつづけることになるのかもしれない。

　そんなふうに思うことすらあった。

　気持ちはいつもささくれ立っていた。まるで何かに追われているかのようだった。遠くへ。もっと遠くへ。ひょっとしたら、どこかに安住の地が見つかるかもしれない。希望はあった。信じてはいなかった。不安だった。怖かった。レーレはどこにいても平然としていた。バカなレーレが憎らしかった。

　またレーレと会えるだろうか。無理かもしれない。べつにいいけれど。どこかで生きているのなら、それで。たぶん、生きていると思う。レーレはしぶとい。我慢強いし、喧けん嘩かも強い。ユユは死んだことになっているのだろうか。そうだといい。レーレもきっとあきらめるだろう。レーレなら一人で生きてゆける。レーレなら。

　わたしはどうなの？

　一人で生きてゆけるの？

　誰も受け容れてくれないこの世界で。たった一人で。

　吹きこんでくる夜風がつめたくて、首のところまで毛布を引きあげた。

　ヨモジに貸してもらったこの毛布という名の毛織物は、肌ざわりがいいし、とてもあたたかい。魔女や魔女に荷担している種族の者たちは、必要があれば、たいていこれをかけて眠るのだという。

　実際、ヨモジは今、ユユからそう離れていない場所で、毛布にくるまって寝息を立てている。ヨモジが枕まくらにしているのはキジタカの足だ。

　キジタカは床に腰を下ろして片かた膝ひざを立て、あの長い剣を抱いている。この部屋は岩山の内部に造られた魔女の砦とりでの最上階だ。窓はあるけれどただの穴で、風も光も闇やみも出入り自由だから、月が出ている今夜はいくらか明るい。キジタカは目をつぶっている。眠っているのだろうか。

　見つめていたら、キジタカの瞼まぶたがゆっくりと押しあげられた。

「不眠か」

「え……あ、そうね」

　ユユはため息をついた。どうしてため息なんかついてしまったのか、自分でもよくわからなかった。

「でも、べつに、どうしても眠れないとか、そういうわけじゃないわ。ただ……」

　キジタカはユユを見るともなく見ている。ぴー。すぴゃー。ヨモジは熟睡しているようだ。キジタカを信頼しきっているのだろう。これが魔女と魔王の関係なのか。ドラコとグルブブはどうなのだろう。結局、グルブブと会ったのは一度きりだ。ドラコは少し前にベンハートやピウロとリウロ、マヌエルやルカオンら、大勢の仲間を連れてこの砦から出て行った。他ほかの者たちは一晩休んで、明朝から撤退作業を始めるらしい。砦が空になったら、ユユは解放される。一人きりになってしまう。

「魔王は、眠らないの？」

「各おの々おのだ」

「魔王によって違うということ？」

「然様さよう」

「あなたがたにとって……魔女って何なの？」

「不要だ」

「え？」

「御お主ぬしが知る必要はない。無益だ」

　キジタカは目を閉じた。おそらく、もう何を訊きいても答えてくれないだろう。そんな気がする。

　ユユはもう一度ため息をついて、部屋の中を見まわした。半ゲイン（約10ｍ）四方ほどもあるだろうか。この広い部屋で寝ているのは、ヨモジだけじゃない。大勢が雑ざ魚こ寝ねしている。もちろん、全員、魔女に荷担している種族の者たちだ。豚のような顔をしたブード。岩みたいな肌のダングー。鱗うろこに覆われた巨大な蛙かえるのようなガガー。頭が狼に似ていて、全身に黒い毛が生えているグーシー。着飾っている大きな穴あな熊ぐまのスオルピン。人間の子供よりも小さなポルモ。狼や熊くまたちはこの部屋にはいない。魔女に味方している種族は他ほかにもいるらしい。魔女といえば、今、この砦とりでには、ヨモジ以外にも二人の魔女が残っていて、彼女たちのそばにはいつも魔王がいる。魔女アーナと、魔女ローテ。ユユはまだ二言、三言しか言葉を交わしていないけれど、アーナとローテは姉妹だ。彼女たちの魔王はともに牛頭人身で、なんと兄弟なのだという。

　これだけ雑多な種族が集まっているのに、喧けん嘩か一つ起おこらない。ユユがそう言ったら、そんなことはありませんのよ、とヨモジは笑った。口論も、殴りあいも、しょっちゅうだと。不仲な種族もある。種族に関係なく、そりがあう者もいれば、あわない者もいる。それでも、みんな仲間なので、どうにかうまくやっている。そのために努力している。ただそれだけなのですわ。

　ユユは奇異の目で見られている。でも、魔女ドラコのおヽ客ヽさヽまヽなので、粗略には扱われていない。とくに、ポルモたちは代わる代わる話しかけてきて、ちょっとうるさいくらいだった。最初は「人間の女」呼ばわりされていたが、名を訊きかれたので教えたら、ユユ、と呼んでくれるようになって、相手も次々と名乗りだした。覚えるのが大変だった。

　背丈がユユの半分もないポルモたちは、あんなふうに見えてとても聡そう明めいで、どんな言葉でもすぐに習得してしまう。とにかくお喋しやべりで、陽気で、冗談好きだけれど、正直だ。偏屈な亜人も、気難しい獣も、ポルモとは打ちとけている。多種族混成の魔女軍団は、意外とポルモたちによって支えられているのかもしれない。ユユも彼らのことはすぐ好きになった。ちょっと離れた場所に、ニムム、メロル、ランラという三人のポルモが絡みあうようにして眠っているのだが、彼らの寝姿を眺めていると、つい顔がほころんでしまう。なぜかふとドードのことが思いだされて、胸が苦しくなったりもする。もしあと何日か彼らと一緒にいたら、さぞかし別れがつらくなるだろう。彼らにとりすがられて、行かないで、ユユ、行っちゃだめだよ、と泣いてせがまれでもしたら、考えこんでしまうかもしれない。彼らはまた、いかにもそういうことをしそうなのだ。

　ユユは毛布に顔をうずめた。パパとママ、どうしているかな。わたしのことを心配しているかしら。パパとママのことなんて、一度も考えたことがなかったのに。そうじゃない。考えないようにしていた。家のお金まで持ちだして、二度と帰らない覚悟で飛びだしたのだ。絶対に戻れない。戻りたくもない。お金のためにレーレを養子にしておきながら、家畜小屋に寝かせて、こき使うだけこき使っていた。醜い。醜い人たち。でも、わたしも一緒。わたしだって、ずっとレーレのことを無視していた。形だけのおにいちゃん。あの人は家畜の世話係。人間扱いしていなかった。わたしも醜い。醜い、わたし。

　足音が聞こえた。ユユは顔を上げた。部屋の出入口のほうだ。松明たいまつの光だろうか。近づいてくる。気づいたのはユユだけじゃない。ブードやダングー、ポルモやスオルピンたちが次々と身体からだを起おこした。もちろん、キジタカも目を開けた。ヨモジはまだ眠っている。ユユの胸がざわざわした。部屋に入ってきたのは、魔女の姉妹、アーナとローテだった。それから、牛頭人身の魔王、ザンダとゼンデ。二人とも雲を衝つくような巨漢だが、ゼンデはとくに背が高い。頭が牛で身体が人間なんて、怪物としかいいようがないはずなのに、もう見慣れたせいか、恐ろしくはなかった。今も彼らが怖いわけじゃない。

「起きて！　全員、起きろ！　はい、さっさと起きる！　目を覚ますんだよ、さあ！」

　ゼンデと二人がかりで、まだ寝ている者を叩たたき起おこしはじめたのは妹のローテだ。姉のアーナと大きな松明を持ったザンダは、部屋の出入口付近に立っている。

　キジタカがヨモジの肩を揺すった。ヨモジは一応、起きたようだが、目をこすりながらむにゃむにゃ言っている。ニムムとメロルとランラは目を覚ますなり一斉に飛び起きようとして、でも、身体が絡まっているものだから、折り重なって倒れた。ユユは駆けよって、三人の手や足をほどいてあげた。

「ありがとうユユ！」「ありがとう！」「ウネール・ポ、ユユ！　これムウラの言葉でありがとうって意味なんだよ！」「嘘うそつくなよランラ！」「本当はダングーの挨あい拶さつ！」「違うだろニムム！　ガガーのごめんなさいだろ！」「メロルこそ嘘つきじゃないか！」

「静まりなさい」

　姉のアーナが深みのある声でそう言うと、ニムムとメロルとランラは口をつぐんだ。三人のポルモたちだけでなく、皆、アーナを見ている。部外者のユユさえも感じとっているくらいだ。何かただならぬ事態が起こっているか、起ころうとしていることは、全員、察しているのだろう。アーナは部屋の中を見まわした。

「どうやら人間たちがここを嗅かぎつけたようです」

　ざわめきは一瞬だった。こうなったら、慌てたり騒いだりしても仕方ない。するべきことをするまでだ。誰だれもがそう覚悟しているようだった。

「わたしたちの選択肢は二つ。今すぐ撤退するか。それとも、迎え撃つか。この砦とりではもともと放棄する予定なので、撤退してもいい。ですが、ドラコの部隊が先発したばかりです。皆も知ってのとおり、彼女はエンデの再来、わたしたちの希望です。あちらに追っ手がかかるようなことは避けたい。避けねばなりません。相手は魔女討伐隊星の鎖だと思われますが、彼らは半休状態のはず。斥候が言うには、千人以上いるとのことですから、それにしては人数が多すぎます。おそらく市民兵との混成部隊でしょう」

　話の流れから、アーナの結論は見えていた。案の定だった。

「わたしたちは迎え撃ちます。いいえ。彼らを叩たたき潰つぶします。完膚無なきまで。わたしたちはかつて彼らに土と水と森とを奪われ、辺境の地に追いやられましたが、誇りは失っておりません。そして、夜は依然としてわたしたちのものです。そのことを彼らに思い知らせてやりましょう。先手を打つのです」

「よーし！　やるよ！　みんな！」

　姉よりも少し背が低いけれど胸は大きいローテが拳こぶしを突きあげて叫ぶと、ブードとダングーは野太い雄お叫たけびを発し、ガガーはゴゴウッと不思議な声を出して、グーシーは吠ほえ、スオルピンはシャーと鳴いて、ポルモたちは大はしゃぎした。キジタカは相変わらず無言だが、ヨモジも勇ましいかけ声をあげている。

　戦いだ。戦いが始まるのだ。魔女と人間の戦いが。

「大丈夫だよ、ユユ！」

　声をかけてくれたのはニムムとメロルとランラだった。

「そんなに心配しなくても平気だよ！」「そうだよ、ユユ！　僕らが人間たちをやっつけるよ！」「バカ！　ニムム！　ランラ！　ユユも人間なんだぞ！」「そっか！　でも、ドラコさまのお客さまだし、普通の人間じゃないよね？」「ま、それもそうか！」「そうだよ！　ユユはここにいればいいんだよ！　戦いは僕らに任せて！　ね！」

　なんとかうなずいてみせることはできたけれど、自分でもわかる。顔が引きつっている。心配。そんなふうに見えるのだろうか。たしかに、そうかもしれない。でも、だとしたら、ユユは何を心配しているのだろう。ユユも人間なんだぞ、とメロルが言った瞬間、なぜか胸が痛んだ。ニムムとメロルとランラも戦いに出るつもりらしい。こんな小さなポルモたちが、戦いに？　信じられない。得意の冗談なのではないか。そうであってほしい。ユユは気づいた。わたしは、この子たちのことを心配している。







　行軍は休憩を挟みながらも、朝から日暮れにまで及んだ。

　大半の義勇兵は疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていて、なかには夕食が喉のどを通らなかった者もいるようだ。足が痛いとか、腰が痛いとか、泣き言を言う者が大勢いた。野外で夜明かしをしなければならないことに、不満をもらす者もいた。誰だれが用を足しに行ったまま帰ってこないとか、誰々の姿が見えないとか、そんな声がそこかしこからあがった。とうとう脱走者が出はじめたということだろう。

　動揺する義勇兵たちに、騎士や従士たちが少量の蜂はち蜜みつ酒しゆを飲ませて歩いた。レーレは酒を飲まないので断ったけれど、これはいくらか効果があったようだ。騒ぎだす者はさすがにいなかったものの、少しだけ雰囲気が明るくなった。その後、騎士たちが就寝を命じると、ほとんどの義勇兵は地面に毛皮を敷いてその上に身体からだを横たえ、そのうち寝入ってしまった。なかなか寝つけず、頻繁に寝返りを打ったり、起おきあがったりしていた者の数も、夜が更けるごとにどんどん少なくなっていった。

　レーレも何度か短い時間、仮眠をとった。熟睡は無理だ。野宿するときは、いつ狼や野盗に襲われるかわからないので、ゆっくり眠ったりしない。うとうとしていても、物音ですぐ目が覚める。癖のようなものだ。もともと、一日や二日、眠らなくてもどうってことない。丸一日歩きどおしでも、べつに平気だ。疲れることは疲れるけれど、死にはしない。ぐっすり眠れるような心境でもない。

　ユユのことを考えると、気が狂いそうになる。こんな場所に寝転んでいてどうする。どうにもならない。今すぐ飛びだしていって、ユユを捜したい。ユユに会いたい。だめだ。闇やみ雲くもに捜したって、見つけられるわけがない。だからレーレは、できるだけ別のことを考えるようにしていた。

　あちこちに焚たき火びが焚かれていて、そのそばで騎士や従士が見張りをしている。彼らは交代のときに小声で短い言葉を交わすだけだ。あとは黙って義勇兵たちや森に目を配っている。もうそろそろ空が白みはじめるころだが、レーレが見ているかぎりでは、誰だれ一人としてさぼっていない。規律のある軍隊というわけだ。たしかに、魔女討伐隊はそうなのかもしれない。でも、義勇兵は違う。

　この部隊は変だ。星の鎖の連中は、まさしく精鋭。それなのに、義勇兵は素人の寄せ集め。賢い犬の群れと臆おく病びような羊の群れが、一緒に行動しているようなものだ。羊はちょっとしたことで取り乱して逃げ惑う。狼に追い立てられると、見境なく崖がけに飛びこむという話も聞いたことがある。戦うなんて無理だ。よく訓練された犬たちの足手まといにしかならない。かえって邪魔だ。いないほうがいい。それなのに、どうして犬のリーダーは羊の群れを引き連れてきたりしたのか。

　話し声が聞こえた。

　とても小さな声だ。あるいは、遠いのか。

　……くるよ……が、くる……くるよ……が、くる……やってくるよ……が……。

　レーレは身体からだを起おこして、一番近くにある焚き火に目をやった。いま見張りをしているのはセルジュだ。セルジュにも声が聞こえているらしい。剣の柄つかに手をかけて、森のほうを見ている。

　……るよ……が……くる……やってくるよ……が、くる……ふふ……ふふふ……。

　レーレのそばで寝ていた義勇兵が、むくりと起きあがって首をひねった。

「何だ……？　声が――」

　……ふふふ……くる……くるよ……ふふ……やってくるよ……ふふふ……が……。

「誰だ？　誰が、こんな――」

　義勇兵はあたりを見まわして、隣の義勇兵の肩を叩たたいた。おい、起きろ。おいったら。起こされた義勇兵は不愉快そうだったが、すぐ声に気づいたようだ。

　……くるよ……が、くる……ふふふ……が、くるよ……やってくる……ふふ……。

「な、何だよ、これ。誰だれかの悪戯いたずらか……？」

「いや、こんな悪戯……」

「落ちつけ！」

　セルジュが叫んだ。すでに義勇兵たちは十人に一人くらいの割合で目を覚ましていたが、セルジュの声で叩たたき起おこされた者もいた。

「たいしたことはない！　単なる呼ヽびヽ声ヽだ！　恐れるな！」

　……くるよ……が……くる……ふふふ……やってくるよ……ふふ……くるよ……。

「――呼び声って」

　レーレのそばで義勇兵が呟つぶやいた。

　……くるよ……ふふ……が、くるよ……くるよ……ふふふ……やってくるよ……。

「誰の？」

　……くるよ……。

　……ま……ょ……。

　……じょ、が……。

　……まじょ、が……。

　まじょが、くるよ。

　一斉だった。何人、何十人、それ以上の義勇兵が悲鳴をあげながら跳びあがって、ある者は右へ、ある者は左へ、またある者は前へ、さらにある者は後ろへと駆けだした。セルジュや、その他ほかの見張りについていた騎士や従士たちが、何か叫んでいる。落ちつけ、とか、よせ、とか、だめだ、とか。無駄だ。きっと耳に入っていない。騒ぎを聞きつけて、遅まきながら起きだした義勇兵もいる。何だ。どうした。何なんだ。どうやら、寝ぼけ眼まなこをこすったり、ぼんやりしたりしている場合じゃないらしい。間もなく彼らもそのことに気づいて、慌てに慌てて、でも、どうすれば？　ぐずぐずしていたら、突き飛ばされて、蹴け倒たおされるのがオチだ。考えている暇はない。逃げろ。とにかく、逃げろ。

　レーレは大木に身を寄せて、ほとんど呆あきれていた。羊。まさに羊の群れだ。それにしても、ここまで簡単に総崩れになるなんて。不気味な声ではあったが、ただの声だ。実際に誰かが殺されたわけでも、傷つけられたわけでもない。それとも、これが魔女の力なのか。あの呼び声とやらには人を恐慌に陥れる魔力があるのかもしれない。たまたまレーレには作用しなかった。それだけのことなのかもしれない。

　どっちしても、もう終わりだ。この流れは止められない。だとしたら、レーレはどうすればいいのか。とどまる？　逃げる？　考えはじめたときだった。

「――馬ば鹿かどもが……！」

　セルジュだ。さすがに剣は使わなかった。体勢を低くして、義勇兵に足払いをかけた。一人だけじゃなかった。セルジュは二人、三人、と立てつづけに義勇兵たちを転倒させた。これを見た周りの義勇兵たちが怯ひるんで足を止めた。セルジュはその中の一人の鼻先に剣の切っ先を突きつけた。

「うろたえるなと言っている！　いいか！　あれは魔女の呼び声だ！　ああやって魔女は人間を闇やみへと呼びよせる！　魔女がくると囁ささやかれただけで逃げだす、貴様らのような愚か者どもを餌え食じきにするためだ！　死にたくなければ、ここから離れるな！」

　セルジュの言葉には説得力があった。事実が伴っていたからだ。

　森だ。数人、数十人の義勇兵たちが逃げこんでいった暗い森から、悲鳴が聞こえてきた。あれは人間の悲鳴だ。声だけじゃない。駆け戻ってくる者もいた。

「な、何かいる！　やられた！　何かいるぞ……！」

　一瞬で流れが変わった。レーレは大急ぎで大木によじ登った。義勇兵たちが蛾がのように焚たき火びの周りに殺到しはじめたからだ。空はかすかに明るくなってきているものの、森の闇はまだ深い。魔女たちはその濃密な暗くら闇やみにひそんでいるのだ。森から引き返してくる者も続出した。その途中で倒れる者もいた。森から這はいだしてきて、力尽きる者もいた。大半は手傷を負っている。重傷、いや、致命傷だ。刃物によるものか。あるいは、鈍器で殴られたのか。獣に咬かまれたような傷もある。不思議なことに、外傷らしい外傷が見あたらない者もいた。そうした者は、決まって全身を小刻みに震わせ、泡を吹いている。レーレは初めて戦せん慄りつを覚えた。魔女は善良な人間に呪のろいをかけて、即死させる、という話を聞いたことがある。死の魔術。あれはきっと、魔女の仕業だ。森の奥おくに、恐ろしい魔術を使う魔女がいるのだ。

　義勇兵たちはもう騒いでいなかった。それどころじゃない。誰だれも彼もが恐怖に震えていた。魔女の呼び声に代わって、狼たちの吠ほえ声ごえが聞こえる。すごい数だ。遠い声もあれば、近い声もある。四方八方からだ。包囲されている。

「恐れることはない！」

　セルジュが剣を振りあげて叫んだ。

「いいか！　よく聞け！　敵は多くない！　だから、恐れるな！　我々を取り囲んでいるのは敵の先遣隊だ！　夜襲のための小部隊だ！　なぜ俺おれがそう言いきれるか！　簡単なことだ！　見ろ！　やつらは襲ってこない！　こちらを混乱させて、ちりぢりになったところを叩たたこうとしている！　正々堂々と戦えるほどの戦力がないからだ！」

　セルジュ以外の騎士や従士たちも、声を張りあげて周りの義勇兵たちに同じような説明をしているようだ。それで義勇兵たちが落ちつきをとりもどしたか、といえば、微妙なところだろう。セルジュの言い分が正しいという保証はない。いつ森の暗がりから魔女の手下どもが飛びだしてくるかもしれないのだ。

　もしそうなったら、この状態はまずい。密集しすぎている。これでは騎士や従士たちも身動きがとれないだろう。彼らもそんなことは承知しているようだ。

「さあ！　みんな！　ゆっくり息をしよう！　何？　できない？　そうだな！　そんなに身を寄せあっていては無理だ！」

　この時間は見張りから外れていたヨナハンだ。人だかりができている焚たき火びと焚き火の間をゆったりと歩きながら、大声で呼びかけている。

「隣の者を見てみるといい！　君の恋人か？　妻か？　違うはずだ！　彼はダンスの相手ではないはずだぞ！　そんなにくっついてどうするつもりだ！　さあ！　少しだけ広がろう！　少しずつでいい！　そして手て許もとに武器がある者は手にとれ！　その武器はきっと君を守ってくれるはずだ！　もう一度、隣の者を見てくれ！　彼は君の仲間だ！　彼は君を守るだろう！　だから、君も彼を守るのだ！」

　そうして義勇兵たちを落ちつかせ、励まそうとしている騎士や従士は、もちろんヨナハンだけじゃない。おかげで、切迫していた空気がちょっとずつゆるんできた。焚き火から離れて武器を構える者や、寝ていた場所に戻って自分の得物を手にとる者もいる。まずは一安心といったところか。レーレは大木から降りようとして、思いとどまった。

　気のせいか。いや、違う。何かいる。どこだ。レーレの目はどこに何を見たのか。

　樹上だ。あそこか。何かいる。暗いのでよく見えないが、さっき動いた。生き物だろうか。梟ふくろうか。こんなに大勢の人間がいる場所に……？

　目を凝らそうとしたら、地上でまた騒動が起おこった。

「うぐぅぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ」

　まるで、内臓を吐きだそうとしているかのような、苦しげな呻うめき声ごえだった。一人の義勇兵が、片手で喉のどを掻かきむしり、もう片方の手で宙を引っかきながら、ぐるぐる回ってばったり倒れた。身体からだ中じゆうが痙けい攣れんしている。白目を剥むいて、泡を吹いた。魔女だ。魔女だぞ。魔女の呪のろいだ！　死の魔術だ……！　騎士や従士たちの苦労は水の泡だ。羊たちはまた慌てふためいて右往左往しはじめた。でも、森には逃げられない。森の奥おくには魔女がいるのだ。魔女と、その手下が。獣たちと、化物たちが。

　レーレは目を見開いて左手でナイフの柄つかを握った。セルジュ。セルジュ・フレンドール。何が、やつらは襲ってこない、だ。きたじゃないか。とうとうきた。出てきた。闇やみの向こう側から。狼だ。それから、豚人間。岩肌人間もいる。騎士や従士たちが、応戦、迎え撃て、迎撃、と口々に叫んだ。もっとも、焚き火の近くにいるセルジュのような騎士は、義勇兵たちが邪魔で動けないだろう。ヨナハンは兜かぶとを被かぶり、剣を抜いて盾を構え、むしろ森に突っこんでゆこうとしている。どれだけ腕に自信があるのか知らないけれど、無謀なやつだ。とはいえ、強いことはたしかに強い。ヨナハンは、すれ違いざまに一頭の狼を斬きり捨すてて、豚人間の戦せん鎚ついを巧みにかわし、その首筋に長剣を叩たたきこんで、どけ、とばかりに盾で突き倒した。

「雄々しく戦う者には主しゆの加護がある！　友よ！　兄弟よ！　同胞よ！　恐れるな！　声を出すのだ！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド……！」

　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　唱和する者は騎士か従士だけだ。義勇兵たちには、とてもそんな余裕なんかない。ヨナハンはよくやっているが、後続がいないので、孤立しかけている。もう孤立している。

　レーレは木から飛び降りた。着地するなり左手でナイフを、右手で剣を抜いて、向かってきた狼の牙きばを紙一重でよけた。その狼のことは無視して、走った。背後からヨナハンに襲いかかろうとしている岩肌人間がいる。レーレはその背中に飛びかかった。後頭部めがけて剣を振りおろした。岩塊を金棒でぶん殴ったような手て応ごたえだ。岩肌人間はよろめいて、でも、それだけだった。無傷というわけではなさそうだが、斬きれてはいない。兜かぶとを被かぶっているわけでもないのに、なんて硬い頭だ。

　岩肌人間は頭を押さえてこちらを向いた。白目のない、黒々とした目。何か叫んだ。だいぶ怒っているらしい。そのせいか。巨大な戦せん斧ぷの一撃はやたらと大振りだった。余裕でかわすことができた。戦斧は勢いあまって地面にめりこんだ。レーレはとっさに戦斧の斧おの頭がしらと柄えの境目のところに足をかけた。岩肌人間は力任せにレーレごと戦斧を持ちあげようとしたのだろう。レーレはその寸前に足を外した。岩肌人間にしてみれば、目算が狂ったはずだ。力を入れすぎて、戦斧を思いっきり振りかぶる恰かつ好こうになってしまい、身体からだが大きくのけぞった。レーレはすかさずその分厚い胸板に両足をそろえて飛とび蹴げりを見舞った。尻しり餅もちをついた岩肌人間の頭頂部に、ヨナハンが長剣をぶちこんだ。腕力の差か。剣の質も違う。ヨナハンの長剣は見事に岩肌人間の頭をかち割った。

「レーレ！　助すけ太だ刀ちしてくれるとはありがたい！」

「喋しやべってる場合じゃ……！」

　ないのに。レーレは突進してきた狼の顎あごを蹴りあげて、豚人間が突きだしてきた槍やりをなんとか剣で払った。豚人間は槍を手て許もとに引きよせようとした。レーレは思いきってその懐に飛びこみ、顎の下にナイフを、土手っ腹に剣を突き刺した。豚人間は、ふぐん、と呻うめいてレーレを睨にらんだ。槍を手放して、レーレにつかみかかってこようとした。ナイフは抜けたけれど、剣がだめだ。腹に力を入れているのか。道連れにするつもりだ。レーレは剣をあきらめて、飛びのいた。豚人間は猛然と追いかけてくる。その横っ面をヨナハンの盾が殴打した。レーレはヨナハンみたいに礼を言ったりしなかった。豚人間の槍を拾って、ヨナハンに迫ろうとしていた別の豚人間の胸にぶっ刺した。身をひるがえして、斜め後ろから躍りかかってきた狼の首を抱えるようにしてつかまえ、その額にナイフを突き立てた。狼の身体をぶん投げて、息をつく暇なんてなかった。レーレは座りこんだ。頭上すれすれだ。剣か斧か槍か。よくわからないが、かわしたみたいだ。レーレは左の方向に身体を倒した。両手持ちの大剣を持った岩肌人間の黒い目に見下ろされていた。レーレはそいつの膝ひざを蹴けって、怯ひるませてからごろごろ転がって逃げた。立て。立たないと。起おきあがった途端、岩肌人間が大剣で斬きりつけてきた。木こっ端ぱ微み塵じんにされたくないので、レーレは地面に身を投げだした。ヨナハンが叫んだ。

「よし！　勝てるぞ……！」

　何の冗談だろう、と一瞬、思った。頭がおかしくなったんじゃないのか。

　そうじゃなかった。ちゃんと根拠があったのだ。

「主の御為にロオ・エルウ……！」

　この声、そして、この音は。雄々しい鬨ときの声こえだ。それに、馬ば蹄ていの響きか。

　騎馬だ。義勇兵の両側面を騎馬の集団が駆け抜けていった。当然、ただ走っていっただけじゃない。騎士たちは馬上から繰りだす剣で、手当たり次第に豚人間や岩肌人間を叩たたき斬った。たとえ斬れなくても、馬の重みと速度が加わった剣は、化物どもをたやすく吹っ飛ばした。騎士たちの手綱捌さばきは巧みだった。木に衝突したり、何かに馬脚を引っかけて転倒したり、落馬したりする者は皆無だった。騎馬の集団は、しかも、行ってしまったと思ったら、すぐにまた戻ってきた。二度の突撃を受けて、敵は浮き足だった。ヨナハンやセルジュたち徒歩の騎士や従士が、ここぞとばかりに声をあげた。

「今だ！　今だぞ！　敵は逃げ腰だ！　勇気を振り絞れ！　目の前の敵に一太刀浴びせてやるのだ！　主の御為にロオ・エルウ……！」

　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ……！　今度は義勇兵たちも応じた。また騎馬の集団がやってきた。今度は従士たちを引き連れていた。一人だけ馬上で兜かぶとを被かぶっていない騎士がいる。見覚えのある顔だ。あの男だ。魔女審判のときに見た。男は剣を振りあげて吼ほえた。

「ひねり潰つぶせ……！」

　その後は、騎馬ではなく従士たちが主役になった。敵と味方が入り乱れている戦場では、騎馬にできることは少ないようだ。従士たちが押しよせてくると、敵は退ひきはじめた。レーレは逃げる敵に追い打ちをかけて、豚人間を二人と岩肌人間を一人しとめたが、深追いはしなかった。従士たちもすぐに追撃の手をゆるめた。空は薄明るい。森の闇やみも薄らいだ。戦いはひとまず終わったのだ。これからの騎士や従士の仕事は、調子に乗った義勇兵たちを宥なだめたり叱しかりつけたりして、引き戻すことだろう。

　レーレは豚人間の死体から自分の剣を回収して、鞘さやに収めた。

　顔を上げると、兜を被っていない騎士と目があった。

　なんとなくうつむいたら、後ろから背中を叩かれた。力が強すぎて、息がつまった。

「レーレ！　大活躍だったな！　やはり君はすばらしい戦士だ！　星の鎖の従士にならないか！　その気があるのなら、私が推挙しよう！」

「……あ、いや。べつに、そういう気はないから」

「そうか！　それは非常に残念だ！」

「ヨナハン」

　あの兜かぶとを被かぶっていない騎士だ。馬に乗ったまま近づいてきた。ヨナハンは弾はじかれたように背筋をのばして、自分の左胸に見えないナイフを突き立てるような仕し種ぐさをした。敬礼なのかもしれない。

「ブランドロウ隊長！　何でありましょうか！」

「いや、貴様がその義勇兵と親しそうにしているものだから、気になってな」

「彼は剣の道について重大な示唆を与えてくれた、私の恩人なのです！」

「なるほど」

　男は鷹おう揚ようにうなずいて、馬から下りた。ブランドロウ隊長。星の鎖の隊長か。無実のユユを裁く側にいた男だ。

「無む手て勝かつ流りゆうなのだろうが、ずいぶん使ヽえヽるヽようだ。名は？」

「レーレ」

「そうか。レーレ。私はヴィリー・ブランドロウ。星の鎖の隊長だ。一つ訊きかせてもらってもいいか」

　レーレは黄褐色の瞳ひとみをちらりと見た。温度を感じない、つめたい目だ。この男はあの法廷にいた。恨みがあるから、そう思うだけなのか。レーレはうなずいた。

「そのナイフ」

　ブランドロウは無造作に手をのばしてきて、レーレの左手首をつかんだ。レーレは抵抗できなかった。ブランドロウはレーレの左手ごとナイフを自分の顔の前へと持ってゆき、しげしげと眺めた。

「どこで手に入れた」

「……これは」

　口ごもってしまった。言えないような理由があるわけじゃない。その逆だ。何もない。何もなさすぎて、どう説明すればいいのか、かえってわからなかったのだ。

「おれのだ。ずっとおれのだから、おれが持ってる」

「ほう」

　ブランドロウはかすかに眉まゆを動かして手を放した。それから値踏みするような目つきでレーレの全身を見て、納得したみたいに軽くうなずいた。

「いや、私の思い違いだろう。すまなかったな、レーレ。気を悪くしたなら謝る。そうだ。従士になる気はないか」

「隊長！　じつは先ほど私も誘ったのですが、断られてしまったのです！」

「ふむ。そうか。まあ、無理強いはできん。気が変わったら、ヨナハンに言うがいい。いつでも入隊できるようにしておこう」

　レーレが口ごもっている間に、ブランドロウはふたたび馬上の人となって手綱を引き、馬首を巡らせた。行ったか。あの男は嫌いだし、苦手だ。息をつこうとしたら、また背中を叩たたかれた。

「レーレ！　隊長も見ていらっしゃったのだな、君の働きぶりを！　我が星の鎖の隊長は何よりも実力を重んじる。君は身分や見かけではなく、君自身の能力で評価されたということだぞ。これは喜ぶべきことだと思う！　とても名誉なことだ！　私も嬉うれしい！」

「……そう。よかったね」

「ああ、よかった！」

　ヨナハンは本当に嬉しそうに笑っている。何なんだ、こいつは。悪意はないのかもしれないけれど、煩わしいことこの上ない。それでも、あいつよりはマシか。

　すごい目つきだ。

　殺したい、というよりも、死ね、死んでしまえ、と願っているかのようだ。

　兜かぶとの面めん頬ぽおを上げて、半ゲイン（約10ｍ）くらい離れた場所から、こっちを、間違いなくレーレを睨にらみつけている。セルジュ・フレンドール。どうしてそんな目で見るのか。あの女騎士にそう尋ねたら、問答無用とばかりに斬きりかかってくるに違いない。レーレにわかるのはそれだけだ。身に覚えはない。これっぽっちもだ。

　レーレはため息をついて、あたりを見まわした。

　兵士になりきれなかった羊たちが大勢死んでいた。狼や化物の死体もいくらか交じっている。血と臓物のなまぐさい臭においがたちこめているのに、レーレは平気で呼吸していた。痛い、助けてくれ、もう死にたい、と泣き叫ぶ瀕ひん死しの重傷者に、騎士が慈悲を与えようとしている。レーレは目をそらさずその場面を見届けた。とくに何も感じなかった。魔女が棲すむこの森では、死は特別じゃない。そもそも、死なんてどこにでも転がっている。家畜の命をたくさん絶ってきたこのナイフには、死がこびりついている。レーレ自身もあたりまえのように死ぬかもしれない。そんなものだろうと思う。でも、まだ死ねない。ユユを見つけだす。絶対に助ける。それまでは死ねない。死んでたまるか。







　魔女砦とりでの最上階は、がらんとしている。先遣隊による奇襲攻撃は、大成功とまではゆかないまでも、まずまずの成果を上げたらしい。多大な損害を出しつつも、魔女討伐隊は間もなくこの砦に押しよせてくる。魔女の軍勢はこれを迎え撃って、今度こそ壊滅的な打撃を与えるつもりのようだ。

「僕も戦いに出たいんだけどなあ！」「しょうがないよ！　アーナの命令だもの！　ここで一番偉いのはアーナだから従わないと！」「仕方ないけど残念だなあ！」

　ニムムとメロルとランラは最上階に残っている。三人のポルモたちはユユの護衛、というよりも、たぶん、見張り役を魔女アーナに仰せつかったのだ。彼らは不満らしいけれど、ユユは内心、ちょっぴり安あん堵どしていた。勝手だ、と思う。ポルモは三人の他ほかにもたくさんいる。豚のような顔をしたブードも、岩のような肌のダングーも、見かけほど怖い人たちじゃない。人。そう。人ヽ間ヽじゃないだけで、彼らも人だ。人みたいなものだ。じゃあ、狼は？　熊くまは？　ユユにはわからない。わからなくなってきている。

　三人のポルモたちと同じく、ここにいるよう命じられた魔女ヨモジは、キジタカに肩車をしてもらって、単なる穴みたいな窓から外を見ている。

　もう日の出からだいぶ時間がたった。早朝とはいえない。朝だ。

　ユユは窓のそばまで歩いていって、ヨモジとキジタカの隣に立った。

「もうすぐ。もうすぐですわ。ヨモジたちに叩たたき潰つぶされてしまうために、もうすぐ人間たちがやってきちゃうのですわ」

　ヨモジはかなり興奮して、緊張しているようだ。

　ユユは窓から森を見渡した。この砦とりでがある岩山の周りはあまり木が生えていない。岩山から遠ざかれば遠ざかるほど、木々の密度が高くなってゆく。ただ、古い森で、年をとった立派な樹木が多いから、密生しているというふうには見えない。

　気のせいだろうか。

　遠くで何かがちらちらと光った。

「ヨモジ」

　キジタカが右手の人差し指を前方に差し向けた。ヨモジはキジタカの髪の毛をぎゅっとつかんで、何度もうなずいた。

「ええ！　ええ！　わかっていますのですわ！　ヨモジを見くびってはいけないのですことよ！　きたのですわね！　とうとうきちゃったのですわ……！」

「僕も見たいよ！」「見たいよ！　僕も僕も！」「ユユ！　手伝ってよ！」

　ポルモたちがわらわらと群がってきた。ユユは一人ずつ窓のところまで持ちあげてやりながら、遠くの森に目を凝らした。たしかにさっき、光らしきものを見た。今は見えない。でも、木々の合間を何かがうごめいている。遠すぎるので、形や色はわからない。影のようなものだが、とにかく動いている。近づいてくる。

「きてるきてる！　きてるね！」「わあ！　すごい数だよ！」「ぜんぜんたいしたことないよ！　豆粒みたいだし！」「それは遠いからだろ！　馬ば鹿かだなランラは！　ねえねえ、ユユもそう思わない？」「思わないよね！」「思うに決まってるよ、ね、ユユ！」

　ユユはうまく返事ができず、ポルモたちの頭を撫なでてごまかした。わたしはなぜここにいるのかしら。ここにいていいのかしら。人間。わたしは人間だ。結局、人間だ。魔女やその仲間たちの敵だ。でも、ここから出ていっても、行くあてなんかない。

　わたしには居場所がない。どこにもない。

　足音が聞こえてきた。振り向くと、魔女の姉妹と魔王の兄弟が部屋に入ってきた。牛頭人身の魔王たちは胸当てを着けて巨大な戦せん斧ぷを持ち、魔女たちも鎧よろいを身にまとって剣を帯びている。妹より少しだけ背が高くて、ほんのちょっとだけスリムな、それでも十分肉感的な身体からだつきをしている銀髪の魔女アーナが、この魔女砦とりでの大将だ。

「ヨモジ。わたしたちは指揮をとらねばなりません。ここは頼みます」

「まかせておいてくださいまし、アーナ！　といっても、こんなところにいては何もできっこないような気も、ヨモジとしてはしないでもないのですけれども！」

「そう！　あんたは何もしなくていいんだよ、ヨモジ！」

　姉より大きい胸を反そらせて、ふん、と鼻を鳴らしてみせた金髪の魔女ローテは、とても陽気でいつも笑っている。

「ドラコみたいに、あんたを守ってやるような余裕はさすがにないしね！　それに、あんたにはこれからいろんなことを学んでもらわなきゃならないんだ！　今は楽させてやるけど、一人前の魔女になったらたっぷりこき使ってやるから、覚悟しておきなよ！」

「もう！　ヨモジはとっくのとうに一人前ですのに！」

「冗談じゃない！　あんたはまだまだ半人前以下！　あたしたちがどう戦って敵をぶっ潰つぶすか、ここからよーっく見ておきな！」



    

  
    
      



    

  
    
      「ゆわれなくたって、ちゃーんと見ておりますわよーだっ！」

　ローテは、はははは、と突き抜けるような笑い声を立てながら、弟よりだいぶ大きい魔王ゼンデを従えて部屋から出ていった。アーナはキジタカに目をやった。

「キジタカ。ヨモジをお願いします」

「承知」

「餓鬼のお守りは大変だな」

　太い声でそう言って肩を揺らしたのは、兄よりは小柄とはいえ、とんでもない巨漢の魔王ザンダだ。キジタカは何も言わなかったが、唇の端をかすかにつりあげてみせた。そのキジタカに肩車されているヨモジは腹の虫が治まらないようで、ほっぺたをぱんぱんにふくらませている。

「もう！　ザンダさんったら！　無礼ですわ！　非礼ですわ！　失礼しちゃいますわ！　ヨモジはガキなんかじゃありませんのに！」

「ハッハハハ。そうか。そいつはすまなかったな。まあ、俺おれのアーナみたいにいい身体からだになりたかったら、せいぜい飯をたらふく食うことだ」

「ザンダ。誤解を招きかねない言い方はおやめなさい。わたしとあなたは血の契約で結ばれた同志であって、それ以上でもそれ以外でもないはずです」

「わかった、わかった。そう怒るな、アーナ。ハッハハハ」

　魔女と魔王の関係が、ユユにはいまだに理解できない。なんとなく、一様ではない気がする。それくらいだ。訊きいたとしても、教えてはくれないだろう。魔女の疑いをかけられたといっても、魔女じゃない、ただの人間でしかないユユが知る必要はないからだ。それに、今はそんな悠長なことをやっている場合でもない。

　アーナはユユに近づいてきて、優雅に微笑ほほえんでみせた。

「ユユさん。あなたをどうするべきか、正直、わたしは迷っています。ですが、魔女審判で有罪になったあなたを魔女討伐隊の前に放ほうりだすわけには、やはりゆかないでしょう。あなたを解放するのは、彼らを駆逐してからということにならざるをえません」

「はい」

「そのようなことはありえないでしょうが、万一の場合は」

　アーナの表情が少しだけ厳しくなった。

「どうされるか、ご自分で判断なさってください。ただ、これだけは申しあげておきます。人ならざる者たちと友ゆう誼ぎを結んでいる魔女を、彼らは決して許しません。彼らはわたしたちの親愛なる友、小さなポルモをとらえると、檻おりに閉じこめて見み世せ物ものにします。そうして殺されたポルモが大勢います。友を救おうとしてある村に忍びこんだ地を愛めでる者ブードは、丸焼きにされて食べられてしまいました。彼らの家畜にほんの少し似ているところがあるので、その肉は美味なのではないかと彼らは考えたのです」

　想像しただけで、いや、想像しようとしただけで、身の毛がよだった。ニムムとメロルとランラは神妙な面持ちをしている。こんな子たちを見み世せ物ものに？　この砦とりでまでユユを運んできたベンハートはブードだ。彼みたいな人を焼いて食べる？　信じられない。でも、魔女やその仲間たちと接して、今は多少なりとも彼らを知っているから、そう思うのだ。知らなければ、ユユだってきっと、檻おりに入れられたポルモを他ほかの人間たちと一緒にじろじろ眺めたり、囃はやし立たてたりするだろう。知ってしまったら、そんなことはできない。

　ユユはもう、他の人間たちとは違うのだ。

　それなのに、やっぱり人間なのだ。

　アーナはユユの肩にそっと手を置いた。まぎれもなく人間の、女性の手だった。

「わたしやあなたが何者であるかなど、本当はさしたる問題ではありません。大切なことは、わたしやあなたがどのように生きて、何を生かそうとするか。その選択です」

　うなずくことはできなかった。アーナはザンダを連れて部屋から出ていった。

　どう生きるかなんて、わからない。何を生かすか。そんなこと、もっとわからない。死にたくはない。それだってあやふやだ。火あぶりにされて死ぬと思っていた。覚悟していた。ほとんどあきらめていた。レーレのことだけが気がかりだった。わたしがいないと、レーレは困るだろう。数もちゃんとかぞえられないし。なんとか生きてはゆけるだろうけど。それでもやっぱり、困るだろう。レーレはわたしがいないとだめだし。

　あのとき、家を飛びだしてどうするつもりだったのか、訊きいたことがある。何も考えていなかったらしい。バカなレーレ。でも、何かあると、絶対にわたしを守ってくれた。当然よ。それしか能がないんだから。わたしは頭脳労働。レーレは肉体労働。役割分担ができていた。いきなり頭がなくなったら、誰だれだって困るでしょう。身体からだがなくなっても、もちろん困るでしょう。

　レーレがいないと、わたしも、困る。

　心細くて、寂しくて、会いたくて、困っている。







　千人以上いた義勇兵は、半分とはいかないまでも、三割くらい、ひょっとしたら四割近く減ったかもしれない。友人や兄弟を亡くした者も多いようだ。もともと高くなかった士気は、最低にかぎりなく近いところまで落ちこんだ。騎士や従士たちの叱しつ咤た激げき励れいは焼け石に水だった。それで、なのかどうか、魔女討伐隊は豹ひよう変へんした。彼らは鞭むちを振るって羊の群れを追い立てる、冷酷なまでに厳格な羊飼いになった。

「そこ！　足を止めるな！　どうした！　遅れているぞ！　脱落したらどうなるか、わかるだろう！　魔女の餌え食じきになりたいのか！」

「何？　疲れた？　足が痛い？　腰が痛い？　そうか！　それがどうした！　あの戦いを思いだせ！　死にたくはないだろう！　死にたくなければ歩け！」

「逃げだしたいのなら、止めはしない！　だがその前に！　我々から離れて！　たった一人で！　無事に街まで戻れるかどうか、よく考えてみるといい！」

　驚いたことに、あのヨナハンまでもが、馬上からしきりと義勇兵たちに厳しい言葉を浴びせている。今や羊たちを前へ前へと進ませているのは、恐怖だ。なかには、もう恐れることにすら疲れ果て、うつろな目をして、動く死者のようにぎこちなく足を運んでいる者もいる。たまに与えられる休憩は短い。もはや義勇兵たちは、ひたすら行軍するためだけにこの世に存在しているかのようだ。たったそれだけのために生みだされた、いびつな生き物の群れであるかのようだ。

　太陽の位置がどんどん高くなっていった。

　木々の合間から射さしこむ日の光はどこか白々しかった。

　唐突だった。

「全隊停止！」

「止まれ！」

「その場で止まれ！」

「動くな！　止まれ……！」

　騎士や従士たちが停止の命令を出して、義勇兵たちはばらばらと足を止めた。義勇兵たちの頭はだいぶ鈍にぶっている。それでも、どうも休憩じゃなさそうだ、ということくらいはわかるものだ。じゃあ、どうして。なぜ止まったりするのか。まさか。訝いぶかしむ者がいる。疑う者がいる。得体の知れない予感にうち震える者もいる。ざわめいて、静まり、またざわついた。

　義勇兵たちの動揺をよそに、騎士や従士たちは移動している。隊形を変えようとしているようだ。これまでは義勇兵を真ん中に置いて、その前後に騎士と従士の集団が配置されていた。騎馬の動きを見ていると、前後を薄くして、そのぶんを義勇兵の左右に回しているらしい。とくに、前はかなり少なくなった。あれだとたぶん、一列か二列だ。

　なんだか変だ。何がどう変なのか、レーレにはわからない。でも、とにかく変だ。

　さっきまで義勇兵に交じっていたヨナハンやセルジュのような騎士たちが、今は見あたらない。見まわして捜すと、左側面の部隊にそれらしい騎士がいた。兜かぶとを被かぶって面めん頬ぽおを下ろしているので、顔はわからないが、あの背が高い騎士はヨナハンだ。それから、ヨナハンの後ろにいる、ひときわ小柄な騎士はセルジュだろう。

　前後はともかく、こうして両側面を厚く固められると、心強くはあるものの、圧迫感もある。逃げ場がないからだ。義勇兵はすっかり包囲されていた。敵じゃない。味方だ。味方であるはずの騎士と従士たちに取り囲まれて、もう逃げられない。

「勇敢な義勇兵の諸君！　いや、あえて星の鎖の同志諸君と呼ばせてもらおう……！」

　魔女の森をつんざいてよくとおる、朗々とした声だった。前のほうだ。あの男だ。兜かぶとを被かぶっていない。ヴィリー・ブランドロウ。義勇兵のほぼ全員が顔を上げて、それで足りなければ背伸びをして、一斉にブランドロウを見た。

「まずは諸君の労苦をねぎらわせてほしい！　不慣れな行軍、人類の敵との戦い、その他ほかもろもろ、耐えがたい艱かん難なん辛しん苦くによくぞ耐えてくれた！　また、諸君を怒鳴りつけ、ときに痛つう罵ばしたかもしれない、私の部下たちをどうか恨まないでやってほしい！　それらはすべて、諸君をこの場まで、決戦の場所まで導くため、この私、ヴィリー・ブランドロウの命によって行われたことである！　責めるのなら私を責めてほしい！　私は主しゆに課せられた使命を果たすため、人類の敵を討ち果たすため、おぞましい魔王、魔女、その手下どもに傷つけられ、害せられ、奪われた者たちの遺い恨こんを晴らすために、必要と信ずる措置をとったものである！　その責はすすんで負おう！　私を非情、非道と罵ののしってくれてもかまわない！　だが、その前に……！」

　ブランドロウは剣を抜いた。

「私は聖騎士として！　星の鎖の隊長として！　今ここで！　諸君に命令を下さねばならない！　諸君に力を貸してもらわねばならない！　それはなぜか！」

「なぜだ！」「なぜだ！」「なぜだ！」「なぜだ！」「なぜだ！」「なぜだ……！」

　騎士や従士たちだ。声というよりも轟ごう音おんだった。

　ブランドロウは身体からだをひねり、前方に剣の切っ先を向けた。

　岩山だ。

　行く手に岩山がそびえ立っている。

「それは、我々の前に敵がいるからだ！　我々人類の敵が目前にいるのだ！　我々はこれを殲せん滅めつしなければならない！　それが主の御み心こころに叶かなう道であり、また、我々自身にもその理由があるからだ！　敵は諸君の友を、兄を、弟を、姉を、妹を、父を、母を、息子を、娘を、恋人を、伴はん侶りよを、隣人を、諸君の同胞を殺した！」

「そうだ！」「そうだ！」「そうだ！」「そうだ！」「そうだ！」「そうだ……！」

「思いだしてほしい！　諸君はすでに敵の姿を見た！　その目に焼きつけた！　諸君の同胞が敵の刃やいばに、爪そう牙がにかかって倒れる場面を目にした！　諸君は今、深い悲しみとともに、激しい怒りを覚えているはずだ！　それこそが我々の理由だ！　おぞましい魔王を、魔女を、その手下どもを滅ばさねばならない理由だ！　主は我々に敵を打ち倒す使命をお与えになられた！　されば迷うことはない！　進もうではないか！　我々は一丸となって敵を血祭りにあげるのだ！　倒す！　粉砕する！　皆殺しにする！　一匹残らずだ！　恐れなど捨てよ！　その手に握りしめるのは勇気だけでいい！　武器すら必要ない！　諸君こそが最強の武器である！　我々は星の鎖である！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド……！」

　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！　主よ守り給えかしエルウ・アンプロウド！

　騎士や従士たちだけじゃない。拳こぶしを、武器を振りあげ、地面を踏み鳴らしながら、義勇兵たちも声をあわせて叫んだ。ついさっきまで、行進する死体みたいな有様だった彼らが、今はもう自分たちが栄えある魔女討伐隊星の鎖の一員だと信じきっているようだ。本当は羊なのに、鍛え抜かれた猟犬になったつもりでいるのだ。敵に襲われた羊たちは、逃げ散ったり、逃げ惑ったり、震えあがったりすることしかできなかった。その事実をすっかり忘れてしまったのか。そうなのだろう。忘れさせられたのだ。

　ヴィリー・ブランドロウ。あの男の仕業だ。

　こんなの、ほとんど魔術だ。

「目標、岩山の魔女砦とりで！　魔王、魔女、狼、化物のたぐいは見つけ次第、殺せ……！」

「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ……！」

「同志諸君！　騎士と従士の声に耳を傾けろ！　彼らを諸君の兄と思え！　兄らは諸君に道を示し、身を挺ていして諸君を守るだろう……！」

「ら、了解ラーイ！」「了解ラーイ!?」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ……！」

「星の鎖……！　全隊、前進……！　主の御為にロオ・エルウ……！」

「主の御為にロオ・エルウ……！」「主の御為にロオ・エルウ！」「主の御為にロオ・エルウ！」「主の御為にロオ・エルウ……！」

　星の鎖は一団となって進んだ。決して速くはない。むしろ、ゆっくりだ。義勇兵たちは兵隊気どりで胸を張って足並みをそろえている。レーレも一応、あわせているが、気分はちっとも盛りあがっていない。勇ゆう気き凛りん々りん、自信満々といった表情の義勇兵たちを見れば見るほど、不安がふくらむ一方だ。いやな予感がして仕方ない。勢いだけで、羊が猟犬になれるものだろうか。無理だ。無理に決まっている。でも、それだけじゃない。ああ、ユユ。ユユがいてくれたら。ユユなら頭がいいし、きっとわかる。この不安の正体は何か。何が変なのか。解き明かして、どうすればいいか教えてくれるはずなのに。

　おれはバカだから、わからない。考えても、答えが見つからない。正直、なんで自分がこんなことをしてるのかも、よくわかってない。ただ、ユユに会いたい。ユユがいないなんて、いやだ。そんなふうに言ったら、たぶんユユにバカにされる。いつもみたいに、バカなレーレだと言われる。それでもいい。ユユがいないよりは、ずっといい。

　いきなり知らない場所に連れて行かれて。おれはまだ小さくて。言葉も通じなくて。どうせあんまり喋しやべらなかったけど。おれ、ずっと一人だったし。家畜はかわいかったけど、結局、死んだり、殺さないといけなかったりしたし。ドードは好きだった。でも、やっぱり死んじゃったし。

　ユユはたまに、夜、おれが寝てる藁わらの中に入りこんできた。ほんとは、毎日、毎日、おれは待ってたんだ。ユユがこないかなって。

　あのとき、家を飛びだしてどうするつもりだったのか、ユユに訊きかれたことがある。おれは何も考えてなかった。そう答えた。あたりまえだ。考えられるわけ、ない。

　おれにはユユしかいなかったんだ。家を出たら、ユユと会えない。そんなこと、考えられない。でも、おれがいるせいで、ユユに迷惑がかかりそうだったから。おれと違って、ユユは大切にされてたから。愛されてたから。出てったほうがいい。おれなんか、いないほうがいい。おれは一応、ユユのおにいちゃんだし。ユユだって、いつか誰だれかと結婚するだろうし。子供も産むだろうし。それなのに、おれみたいなおにいちゃんなんて、ユユはいやだろうし。おれだって、いやだし。

　見たくない。

　ユユが誰かのものになるところなんて、見たくなかった。

　会いたいよ。ユユ。ふれられなくたっていい。目の届く場所にいてほしい。おれに笑いかけてくれなくてもいい。でも、笑っていてほしい。

　あの岩山に魔女の砦とりでがあるという。ユユはそこにいるのだろうか。いる。きっといる。いてくれないと、困る。

　くそ。失敗した。騎士や従士たちに囲まれてしまう前に、こっそり離脱すればよかった。場所さえわかれば、一人で近づいていって、忍びこめばいい。だめか。あそこに砦があると知ったのは、この隊形になってからだ。やっぱり、おれはバカだ。

　もう遅い。手遅れだ。始まった。始まってしまった。

　右前方だった。あれは何だ。煙のかたまりだ。衝撃。大きな重い音が轟とどろきわたった。騎馬が吹っ飛んだ。一組の騎士と馬だけじゃない。従士も何人か宙に舞いあがった。ここからでは見えないが、彼らは地面に叩たたきつけられただろう。無事ではないだろう。何だ。何が起おこったのか。義勇兵たちは立ち止まった。あとずさる者もいた。

「止まるな！」「進め！」「止まってはならん！」「前進！　前進……！」

　すかさず騎士や従士たちの声が飛び交った。ぐずぐずしている羊に鞭むちを入れる羊飼いのように、剣を振りまわす騎士もいた。義勇兵たちはどうにか前進を再開したが、その足どりは鈍にぶい。魔術じゃないのか、と誰かが呟つぶやいた。魔術。そうだ。魔術だ。魔女。魔女だ。叫ぶ者はいなかった。数十人、いや、それ以上が、囁ささやくように、独り言のように、魔術、魔女、という言葉を繰り返した。その声はどんどん広がっていった。ふくらんで、今にも弾はじけそうだった。

　今度は左の方向だった。まただ。さっきよりも近かったので、音も、衝撃も大きかった。地面が、腹の底が震えて、胃がきゅっと縮んだ。犠牲になったのは、数人の従士と義勇兵だ。自分の意思とは関係なく飛びあがる羽目になった人間たちは、生き物じゃなくてただの物みたいだった。足が引きちぎれていた。液体や何かの破片も飛び散っていた。それらが義勇兵たちに降りそそいだ。悲鳴があがった。誰かが大声を張りあげた。

「魔術だ……！　魔女だ！　魔女がいる……！」

「黙れ！」「騒ぐな！」「進め！」「前進！　前進！」「止まるな！」「前進……！」

　いま騎士や従士たちの声が耳に入っている者なんて、どれだけいるだろう。せいぜい半分か。そんなにいないか。でも、進むしかない。右にも、左にも、人がいる。止まっていると、後ろから押される。狭い。やたらと窮屈だ。ぎゅうぎゅう詰めとまではいかないが、思うように動けない。いつの間に。騎士と従士たちか。あいつらが、徐々に左右と後ろから義勇兵に圧力をかけて、気がつくとこんな状態になっていた。そういうことなのか。でも、どうして。何のために。いやな感じがする。背伸びをして、前を見た。あれは。なんで。どういうことだ。いない。最前列にいたはずの騎馬が、姿を消している。

「進め、進め……！」「前進しろ！」「主の御為にロオ・エルウ！」「主の御為にロオ・エルウ……！」

　義勇兵たちは、もう前進しているわけじゃない。他ほかにどうしようもないのだ。前方以外、行き場がない。進んでいるのではなく、押しだされている。この流れは強制的に作りだされたものだ。義勇兵たちは望んでいない。それなのに、どうしてだろう。勢いが止まるどころか、強まろうとしている。周りを見ても、恐怖に引きつった顔、ただただ目を見開いている顔、今にも泣きだしそうな顔、泣き叫んでいる顔しかない。それなのに、みんなだんだんと足を速めている。そうか。わかった。彼らは逃げようとしている。とにかくここから逃げだしたい。その一心なのだ。

「全隊、突撃……！」「突撃！」「突撃だ！」「突撃しろ！」「突撃！　突撃……！」

　限界まで引き絞られた弓が、とうとう矢を放ったかのようだった。前の者が何かわめきながら駆けだした。つられて、後ろの者が奇声を発して走りだした。さらにその後ろの者が、悲鳴交じりの雄お叫たけびをあげてあとを追った。義勇兵たちは一瞬で濁流と化した。のまれたら終わりだ。必死についてゆくしかない。走る以外、方法はないのだ。力のかぎり駆けなければ、命はない。まさしく逃走だった。誰だれも彼もが無我夢中で逃げているのに、向かう先には魔女の砦とりでがある。岩山の麓ふもとまで、あとどれくらいだろう。おそらく、１カーレル（約２km）もない。その半分、もしかしたらそれ以下かもしれない。

　だいぶ木が少なくなってきた。かなり見通しがきくはずだ。でも、見えない。もっと上背があれば。無ない物ねだりだ。仕方ないけれど、怖い。怖い。怖い。怖い。何がなんだか、どうなっているのか、さっぱりわからない。それが一番怖い。

　突然、前のほうですさまじい喚声があがった。違う。怒号か。それとも、何かの鳴き声。わからない。衝突。ぶつかったのか。何が。敵？　そうだ。いきなり遅くなった。全員だ。ほとんど止まった。ほぼ同時に、義勇兵たちがわっと散開しはじめた。騎馬だ。両側の騎馬が遠ざかってゆく。遠ざかって？　なんで。とにかく、義勇兵たちを左右から締めつけていた箍たがが外れた。あっという間に人と人との間隔が開いて、前が見えるようになった。息がつまった。だめだ。なんてことだ。話にならない。ぜんぜんだめだ。

　壁だ。豚人間。それから、岩肌人間。狼。熊くま。他ほかにもいる。義勇兵たちの行く手に、立ちはだかっているだけじゃない。迫ってくる壁だ。義勇兵たちは、その壁に呆あつ気けなく跳はね返されている。踏みにじられ、粉々にされている。哀れな義勇兵たちは、もう人間じゃない。蟻ありだ。蟻同然だ。蟻を虐殺しているのは、あいつらだ。でかい。牛。頭は牛で、身体からだは人。角が生えている。頭から二本。肩からも。二人いる。右側のほうが大柄だけれど、どっちもでかい。斧おのだ。巨大な、人間の身体と同じくらいの戦せん斧ぷを振りまわして、義勇兵たちを次々と、殺すとか、やっつけるとか、そんな生やさしいものじゃない、破ヽ壊ヽしヽてヽいヽるヽ。魔王。魔王だ。あれが、魔王。魔王たちのそばには、鎧よろいを身につけ、剣を持った女たちがいる。二人の魔王と二人の魔女が、先頭に立って義勇兵を粉こな微み塵じんに打ち砕こうとしていた。とっくに打ち砕かれている。

　濁流はたやすく堰せき止とめられ、四散して、一部は逆流しはじめた。

　もはや義勇兵なんて一人もいない。

　羊だ。

　逃げ惑う羊の群れだ。

　後ろを振り返った。いない。後ろに薄く展開していたはずの騎馬が見あたらない。潰かい走そうする羊を押しとどめる者はいないのだ。じゃあ、何のために。負けるためか。魔王と魔女たちに殺されるために、羊たちは連れてこられたのか。ますますわけがわからない。

　わからないまま死にたくない。死ぬわけにはゆかない。逃げるか。前に向きなおった。こちらが後退すればするだけ、魔王と魔女たちは前進する。くる。どんどんくる。近い。だいぶ近づいてきている。たぶん、半ナート（約50ｍ）もない。だめだ。無理だ。逃げよう。逃げるしかない。一度、逃げて、それからだ。

　レーレは踵きびすを返そうとした。視界の隅に何かをとらえた。あれは。

　騎馬だ。

　駆けてくる。

　左からだ。

　騎馬の集団が横合いから魔王や魔女たちに突っこんでいった。

　いや。

　敵の手前、１ゲイン（約20ｍ）くらいの地点で一斉に止まった。馬たちは竿さお立だちになって前まえ肢あしで空を掻かいた。ほんのちょっとの間だった。普通の馬じゃない。訓練された軍馬なのだ。馬たちはすぐに直立不動の姿勢をとった。どうやら、レーレから見て、縦一列に並んでいるようだ。二十か、三十か。馬上の騎士たちは、剣でも盾でも槍やりでもない、何か棒のようなものを抱えるようにして持っていた。その先端は敵に向けられている。轟ごう音おんが鳴り響いて、火を噴いた。黒煙。何だ。何なんだ、あれは。何かが飛んだ。あの棒の先からだ。飛びだした。小さいものだ。かなり小さい。矢？　違う。じゃあ、何だ……？

　倒れた。豚人間が。岩肌人間が。一人、二人じゃない。五人か、六人。敵は足を止め、おぞましい叫び声をあげて、騎馬の集団に襲いかかろうとした。そのときにはもう、騎馬の集団は馬首を巡らせていた。レーレは右の方向へ目を転じた。見えたのか、それとも、感じたのか。よくわからないけれど、きた。また騎馬だ。当然、別の一隊だ。数は同じくらいだろう。敵は彼らに背中を向けていた。背後から襲いかかる恰かつ好こうになった。彼らはさっきの一隊よりも敵に接近して、やっぱり止まった。整然と停止した。馬上の騎士たちは例の棒を持っていた。轟ごう音おん。黒煙。棒の先端が火を噴いた。そこから何かが飛びだした。すごい速度だった。とても目では追いきれない。でも、まっすぐな軌跡が見えた。何本も、何本も見えた。そのうちの数本が魔王と魔女に突き刺さった。

　右側の大柄な牛頭人身の魔王と、それから、その隣にいた金髪の魔女だ。

　大柄な魔王は、びくん、と身体からだを震わせただけだった。

　金髪の魔女は崩れ落ちそうになって、持ちなおしたかに見えたが、膝ひざをついた。

　もう一人の魔王と銀髪の魔女が、金髪の魔女に駆けよった。

　大柄な魔王は金髪の魔女に顔を向けてから、騎馬の一隊に向きなおった。騎馬の一隊は退こうとしていた。大柄な魔王は戦せん斧ぷを振りあげて天を仰いだ。ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォ……！

　思わず耳をふさいでしゃがみこんでしまった。耳だけじゃない。目までチカチカした。脳が揺れた。内臓がひっくり返った。死ぬ。死んでしまう。これは死ぬ。死はすぐそこにある。目の前に。呼吸ができない。死ぬ。心臓が止まりそうだ。死ぬ。それでもまだ死なずにすんでいるのは、たぶん、騎馬たちが駆け去ってゆく姿を目にしたからだ。騎馬たちが動きを止めたのは、一瞬だけだった。乱れそうになった隊列をただちに立てなおして、彼らはまっしぐらに敵から離れていった。それで、ちょっとだけ冷静になることができた。そうだ。魔王だ。あの叫び声。咆ほう吼こう。あれはきっと、魔王の魔力だ。

　レーレは立ちあがって、左手でナイフを、右手で剣を抜いた。

　義勇兵たちは全員、一人の例外もなく、へたりこんだり、うずくまったり、倒れたりしている。

　敵の豚人間や岩肌人間たちは平気のようだが、どいつもこいつも戸惑ったように立ちすくんでいた。

　静かだ。奇妙に静かだ。

「ゼンデ……！　ローテを連れて下がりなさい……！」

　銀髪の魔女だ。叫んで、手振りで何か指示を出した。相手は大柄な魔王か。大柄な魔王は金髪の魔女を抱きあげた。そうして、下がるのか。後退するつもりのようだ。魔王は魔女を胸に抱いたまま背を向けた。その瞬間だった。

「魔王が退ひいたぞ！」「魔女を殺とった！」「まずは一人！」「魔女は死んだ！」「もう一人の魔女も殺せ！」「始末しろ！」「魔女を！」「魔王を！」「主の御為にロオ・エルウ……！」

　従士たちか。そうらしい。主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　従士たちの声に勇気づけられたのか、正気に返ったのか、義勇兵たちが起おきあがりだした。あくまで起きあがっただけだ。敵に向かってゆこうとする者はさすがにいない。逃げだす者もいない。ただ、従士たちはすでに動きはじめていた。左右から敵に襲いかかろうとしている。それだけじゃない。騎馬だ。騎馬の集団が引き返してきた。速い。ものすごい速さだ。あたりまえだ。馬なのだ。たいした数じゃないのに、大軍のようだった。騎馬の形をした突風みたいだった。

　最初は左からの騎馬風だった。豚人間や岩肌人間を刈りとるようにして吹き抜けていった。間を置かずに、右からも騎馬風が吹いた。血煙を撒まき散ちらしながら荒々しく突っ切っていった。その直後だった。従士たちが敵に殺到した。騎馬もまたとって返してきた。そのまま人馬一体となって突撃するのかと思ったら、違った。騎士たちは次々と馬から飛び降りた。その勢いで、身体からだごとだった。重い鎧よろいを身につけている身体ごと敵に飛びかかっていった。盾だ。速度と体重と装備の重量をのせた盾の一撃は、確実に敵を吹っ飛ばした。大おお袈げ裟さにいえば、一人一殺だ。一瞬で敵の頭数が激減したように見えた。しかも、大半の騎士は即座に体勢を立てなおして、手近な別の敵に斬きりかかった。

　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ……！　あちこちから声がわきおこった。義勇兵たちだ。全員じゃない。まだ一部だが、敵に立ち向かってゆこうとしている。風だ。風向きが変わったのだ。もしかして、勝てるんじゃないのか。勝てる。そうだ。勝てるぞ。だったら、こんなことをしている場合じゃない。殺せ。敵を殺せ！　憎むべき敵をこの手で血祭りにあげろ……！

　レーレも走りだしていた。なんだか変な感じだった。自分の身体なのに、自分のものじゃないみたいだ。勝手に動かされている。誰だれかに操られているかのようだ。それでもいい。そんなことはどうだっていい。ユユ。ユユを見つけるんだ。助けるんだ。そのためには、あいつらが邪魔だ。敵。敵。敵。レーレは飛びかかってきた狼の額に剣を叩たたきつけた。よそ見をしていた豚人間の脇わき腹ばらに逆手で持ったナイフを突き刺して、側頭部を剣の平でぶん殴った。鼻を縮めた狼みたいな顔をした黒い毛だらけのやつが低い姿勢で突っこんできた。レーレはそいつを跳び越えて、その後ろにいた鱗うろこガエル人間めがけて剣を振りおろした。剣は肩口に食いこみかけて、でも、そこまでだった。斬れない。鱗ガエル人間は短い槍やりを突きだしてきた。レーレは身体をよじって槍をかわした。後ろだ。くる。毛だらけのやつ。転がった。横だ。毛だらけのやつは鱗ガエル人間に突進していった。衝突し、もつれあって倒れた。レーレは立ちあがった。駆けだそうとしたら、何かを感じた。すかさず横っ跳びした。大剣。岩肌人間だ。二撃目。レーレはとっさに剣を出した。重い。強い。手が。剣が吹っ飛ばされた。岩肌人間はもう大剣を振りかぶろうとしている。レーレは唇を舐なめた。こい。さあ、こいよ。大剣だ。振りおろされた。見える。はっきり見える。レーレは大剣をかわしながら左斜め前に足を進めた。岩肌人間が振り返る前に、その背中を蹴け飛とばしてやった。岩肌人間はつんのめった。その間に、地面に落ちていた誰だれかの剣を拾って、レーレは駆けた。敵。敵。敵。あいつだ。あいつさえどうにかすれば。

　牛頭人身の魔王。それから、その後ろにいる銀髪の魔女だ。二人は大木を背にしていて、その左右や後方には豚人間だの何だのが展開している。他ほかの場所では騎士や従士たち、それから調子づいた義勇兵たちが優勢に戦いを進めているのに、あの一帯は違う。完全に逆だ。今も魔王の戦せん斧ぷで二人の従士がめちゃくちゃに破砕されて、その肉片だの血だの臓物だのが地面や騎士や従士たちめがけて降りそそいだ。でかいだけに、とんでもない怪力だ。それだけじゃなく、素早い。その体力は無尽蔵なのか。くたびれる気配もない。戦斧を振りまわしながら発せられる、あの咆ほう吼こうもくせものだ。ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォォォ！　ガアアアアアアアアアアアアアアアアァァァ！　グオオオオオオオオオオオオオウウウウウウゥゥゥ！　最初に聞いたときほどじゃないにしても、やっぱり怖い。身体からだが、心が揺さぶられて、理性が吹き飛ばされそうになる。気を張っていないと、たちまちのうちに動けなくなってしまうだろう。無理だ。近づけっこない。死にに行くようなものだ。騎士や従士たちは、よくもあんな化物に向かってゆく気になれるものだ。でも、あの魔王をなんとかしないかぎり、この戦いは終わらない。魔王があのまま猛威を振るいつづければ、いつか押し返される。流れが逆転してしまうだろう。だから、騎士と従士たちは魔王をしとめようとしているのだ。

「――馬ば鹿か者ものどもが……！　束になってかかれ！　従士隊！　槍やり揃そろえぇい……！」

　この声は。ヴィリー・ブランドロウ。あの男か。いる。たぶん、あれだ。魔王の正面だが、いくらか離れている。その前に長い槍を持った従士たちが三列横隊を組んでいた。

「突撃……！」

「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ！」「了解ラーイ……！」

　ブランドロウの号令一下、三列横隊が魔王に突進していった。もちろん、魔王もじっとしていなかった。戦斧を一いつ閃せんさせて十本以上の槍をいっぺんに叩たたき折ったが、従士の数は多かった。一列に並んでいたわけじゃないから、時間差もあった。魔王の身体に五本、六本、それ以上の槍が突き刺さった。やった……！　歓声があがった。すぐに消きえ失うせた。魔王は槍に刺されたまま、平然と、猛然と踏みこんで、巨大な戦斧を振りまわした。槍は残らず柄えの途中で折れてしまい、四、五人の従士が戦斧の餌え食じきになった。レーレは呆あつ気けにとられた。本物だ。本物の怪物だ。あんなの、どうしろっていうんだ。どうにもならない。なるはずがない。それなのに、ブランドロウは笑った。哄こう笑しようだった。

「手て強ごわい魔王だ！　騎士たちよ！　絶好の機会ではないか！　魔王と魔女の首をとって手柄を立ててみせろ！　誰だれもやらんのなら、私がやるぞ！　主の御為にロオ・エルウ……！」

　口だけじゃないみたいだ。ブランドロウは剣と盾を構え、魔王に突っこんでゆこうとしている。隊長が先陣を切ろうとしているのだ。騎士や従士たちは奮い立って、我先に魔王めがけて突撃していった。主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ！　主の御為にロオ・エルウ……！　敵もわっと押しだしてきた。見る間に乱戦になった。入り乱れる敵と味方をくぐり抜けて、レーレは魔王に近づいていった。絶好の機会。たしかにそのとおりかもしれない。レーレは見ていた。魔王だ。動きが鈍にぶい。原因は二つある。一つは、身体からだのあちこちに刺さっている槍だ。痛みを感じているのかどうかはわからない。おそらく、苦痛よりも槍自体だ。体内に突き刺さっている槍の穂先や、身体の外に飛びだしている柄えの部分が、単純に邪魔なのだ。それから、この状況だ。近くに味方がいるせいで、思うぞんぶん暴れることができない。魔王のくせに、怪物のくせに、仲間を巻き添えにすることを恐れているのだ。

　レーレは見ている。もう魔王しか目に入らない。あいつ、動きに妙な癖がある。肘ひじだ。左肘を引いて、腕と拳こぶしと戦せん斧ぷの柄で左の脇わき腹ばらから右胸までを隠すような仕し種ぐさをする。ずいぶん頻繁だ。まるで何かをかばっているみたいだ。レーレは見ている。魔王を見ている。あいつを殺せば、戦いは終わる。あいつを殺す。あいつは獲物だ。あいつは何かをかばっている。左の脇腹。右胸。胸当て。あそこか。レーレは見ている。魔王だけを。

　いきなり目の前に何かが飛びだしてきた。

　豚人間だ。

　近い。至近距離だ。相手も驚いている。レーレはとっさにその喉のど首くびに剣を突き刺した。豚人間はのけぞって武器を落とし、だが、次の瞬間、剣を握っているレーレの右腕に組みついてきた。苦しまぎれか。馬ば鹿か力ぢからだ。レーレはナイフを豚人間の眼球に突き入れた。豚人間は悲鳴をあげた。力がゆるんだ。その隙すきに蹴け倒たおした。剣は手放してしまった。もともと豚人間が持っていた戦せん鎚ついが落ちていた。拾いあげるなり、横合いから襲いかかってきた狼の首に叩たたきつけた。ぎゃん。レーレは狼の鳴き声を聞きながら走った。騎士や従士の脇をすり抜けて、魔王はもうすぐそこにいる。名を呼ばれた。ヨナハンか。うるさい。おれは見てるんだ。あいつを見てる。あいつも見た。こっちを見た。魔王。でかい。牛みたいな頭だ。たしかに牛だ。でも、違う。あの目は牛なんかじゃない。

「人間め……！」

　魔王の声だ。人間の言葉だった。なぜか立ちすくんでしまった。

　数人の騎士が魔王に突っこんでいった。その中にはヨナハンもいた。魔王は戦斧を打ち振るった。一振りして、二振りした。騎士たちは全員、薙なぎ払はらわれてしまった。ヨナハンは背中から樹木に激突して、地面に落下した。兜かぶとが外れて、盾がひしゃげていた。動かない。死んだのか。わからない。どうだっていい。知ったことか。あんな鬱うつ陶とうしいやつがどうなったって知ったことじゃない。おれは見てるんだ。あいつを見てる。そうだ。

　あいつを殺さないと。獲物を殺さないと。あいつは何かをかばってる。誰だれかが何かを叫んでいる。敵も味方も叫んでいる。動きまわっている。うるさい。黙れ。静かにしろ。おれは駆けだす。あいつもこっちに近づいてくる。あいつは知ってる。おれが敵だってことを知ってる。おれに狙ねらいを定める。踏みこんできて、左ひだり肘ひじを引いた。あの癖。それが余計なんだ。あいつはきっと気づいてない。その癖のせいで、はっきりと見える。いつ戦せん斧ぷを振りまわすか。おれはその直前に戦せん鎚ついを投げる。あいつは思わず戦斧でおれが投げつけた戦鎚を叩たたき落とす。たぶん反射的な動作だ。おれはためらわないで前に出ている。突き進む。前に転がる。槍を拾う。従士の槍だ。折れてるけど、穂先と、ちょっとした長さの柄えがあれば十分だ。あいつはもう戦斧を使えない。近すぎる。あまりにも近い。あいつは呻うめく。低く呻きながら、左肘を引こうとする。かばおうとする。あいつの左腕に、おれはナイフを突き立てる。ほとんど同時に、右手であいつの左の脇わき腹ばらに槍を突き刺す。斜め上だ。突きあげる。おれはナイフの柄つかから手を放して、左手を槍の柄に添える。両手で力をこめる。渾こん身しんの力だ。おれには見える。ちゃんと見えてる。はっきりと見えてる。ここだ。この先にある。胸の、真ん中よりも右寄りの位置だ。そこに何かがある。到達した。手て応ごたえがあった。貫いた。あいつはおれを見て咆ほう吼こうした。ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ。でも、怖くない。ぜんぜん怖くない。だって、それは違うからだ。咆吼？　違う。そうじゃない。これはあいつの悲鳴だ。

　おれはあいつの左腕からナイフを引き抜いて、飛びさがった。

　あいつはまだ立っている。胸を大きく上下させている。

「……おまえ……なぜ、俺おれの……心しん玉ぎよくの、在処ありかを……」

「ザンダ……！」

　銀髪の魔女が魔王に駆けよって、その背中にしがみついた。魔王はそれでも立っていた。立とうとしていた。無理だった。それは突然、始まった。一瞬のうちに煮込まれて、やわらかくなってしまったかのようだった。魔王の身体からだが崩壊しはじめた。最初は足や手などの末端だった。すぐに肘や膝ひざまで達した。魔王は倒れるというよりも崩れた。魔女はその崩壊を食い止めようとして、魔王をきつく抱きしめた。無意味だった。

「ザンダ！　ああ、ザンダ……！」

「あ、アーナ……俺の、アーナ……」

　魔王は半ばどろどろに溶けた肉塊と化した腕をのばして、魔女の頭を抱えようとした。

　叶かなわなかった。腕は半ばではなく、そのすべてが融解してシチュー状の物体となった。

「い……生きろ、アーナ……あ、新たな、魔王、を……」

「馬ば鹿かなことを……！」

　魔女は魔王の顔に、もはや原形をとどめていないその鼻面に唇を押しあてた。

「誓ったはずです！　この身はあなたに捧ささげたもの！　他ほかの魔王など……！」

「……アーナ……頼む……俺おれは……おまえに……」

「ザンダ！　わたしのザンダ！　お願いです、そのようなことは……！」

「お、俺を……わたし、の……と……」

「もちろんです！　何度でも！　わたしのザンダ！　わたしだけのザンダ……！」

　銀髪の魔女は泣き叫んでいた。

　魔女が涙を流している。

　魔王は最後に笑ったのかもしれない。

　そうして完全に崩れ去ってしまった。

「とんだ愁嘆場だな」

　小柄な騎士が進みでてきた。兜かぶとの面めん頬ぽおを下ろしているので顔はわからないが、セルジュだろう。

「まだです……！」

　魔女は立ちあがって剣を抜いた。知らなかった。いま気づいた。美しい女だ。涙と魔王の残ざん骸がいとで汚れ、憤ふん怒ぬにゆがんでいてもなお、もしかしたらそのせいでよりいっそう、息をのむほど美しい。

「戦いはまだ終わっていません！　終わらせてはなりません！　さあ！　友たちよ！　武器を手にとり、一滴の血となるまで戦うのです……！」

「小こ賢ざかしい口をきくな！　汚らわしい人類の裏切り者が……！」

　セルジュが魔女に躍りかかっていった。他ほかの騎士や従士たちもつづいた。呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた敵も負けじと応戦した。魔女はセルジュに打ちこまれてあとずさった。でも、後ろは大木だ。もう下がれない。魔女が何か叫んだ。セルジュも声を張りあげた。彼女たちが何を言っているのかなんて、知らない。聞こえない。レーレは走った。セルジュと魔女のすぐそばを突っ切って、敵と味方の間を、でも、どれが敵で、どれが味方なのか、もうよくわからない、とにかく、揉もみあったり殺しあったりしている生き物たちの間を駆け抜けた。岩山だ。魔女の砦とりでだ。あそこへ行こう。あそこに行かないと。気持ち悪い。吐きそうだ。この手に残っている。あの感触が消えない。おれは何かを壊したんだ。いっぱい殺したんだ。こんなことがしたかったわけじゃないのに。おれはただ、ユユに会いたい。それだけなのに。







「……そんな……そんなこと……」

　ヨモジの顔は真っ青で、唇は紫色だ。ユユも似たようなものかもしれない。ニムムとメロルとランラは、三人のポルモたちは、身を寄せあって震えている。内心はどうか知らないけれど、平静を保っているのは魔王キジタカだけだ。

　ユユは人間だ。魔女たちの仲間じゃない。それでも、というより、それだけに、ひどすぎる戦いだとしかいいようがない。

　騎士たちは市民兵を囮おとりにしたのだ。まず、市民兵を前面に押しだして、魔女たちに蹂じゆう躙りんさせた。算を乱して逃げだした市民兵を、魔女たちが追撃しようとした。そこを騎士たちが側面から叩たたいた。囮？　違う。生いけ贄にえだ。

　あんなことが許されるのか。きっと許されるのだ。許されているから、魔女討伐隊は存在するのだ。あんな連中が英雄扱いされているのだ。子供たちはあんなやつらに憧あこがれているのだ。

　聖騎士たちは誇らしげに凱がい旋せんするだろう。命を落とした市民兵たちは、人類の敵を倒すために雄々しく戦って散ったのだと称たたえられるだろう。人々は悲しみながらも戦勝を祝うのだろう。

　そう。彼らは勝ったのだ。

　魔女砦とりでの最上階はかなり高い場所にある。距離もあるし、木も邪魔で、ここからだとよく見えなかったが、声が聞こえた。あれはたぶん、魔王ゼンデかザンダの絶叫だ。断末魔の叫びだった。それに、ヨモジの表情。きっとゼンデかザンダが倒されたのだ。その前にも、ゼンデかザンダが後退する姿を見た。

　もう魔女の軍勢は崩れかけている。

　間もなく総崩れになるだろう。

　騎士たちはこの砦にも押しよせてくるだろう。

「行こう、ニムム！　ランラ！」「そうだね、行こう！」「うん、行こう、メロル！」

　ポルモたちが、うなずきあって窓から部屋の床に飛び降りた。ユユは引き止めようとした。無駄だとわかっていた。それでも、止めないわけにはゆかなかった。

「待ちなさい！　あなたたちが行っても――」

「けど、ここにいても仕方ないよ！」「そうだよ！」「ごめんね、ユユ！　最後までそばにいてあげられなくて！」「またね、ユユ！」「またどこかで会おうね、ユユ！」

　三人は何度も振り返って、手を振ったり、片目をつぶってみせたり、投げキッスをしたりした。最後は笑顔で部屋から飛びだしていった。ユユには見送ることしかできなかった。本当にそうなのだろうか。その気になれば、剣をとって戦うこともできる。あの小さなポルモたちだって、そうしようとしているのだ。力がなくても、きっと戦う方法はある。でも、何のために？　戦う理由は……？　わからない。わからない。わからない。

　足音が聞こえた。誰だれかが最上階の部屋に近づいてこようとしているらしい。

　ユユは息をつめた。

　キジタカがヨモジを肩にのせて、剣の柄つかに手をかけた。すぐに離した。

「ローテ……！」

　ヨモジがキジタカの肩から落ちそうになった。キジタカはヨモジを受け止めて、床に下ろしてやった。ヨモジは部屋の出入口めがけて駆けていった。ユユもあとを追った。

　牛頭人身の魔王、大きな兄のゼンデに抱えられている金髪のローテは、くわしく見るまでもなく深手を負っていた。矢傷でも切り傷でもなさそうだ。よくわからないが、鎧よろいの胸の部分に穴があいていて、腹部、それから左の上腕部にも円い傷があり、そこからおびただしい量の血が流れだしている。顔面は蒼そう白はくというよりも、ほとんど土気色だ。かなり汗をかいていて、髪の毛が顔に貼はりついている。

「……ヨモジ……」

「ローテ！　なんて……なんてこったですわ、そんな……こんな……！」

「どじったよ……あたしとしたことが……焼きが、回ったのかね……」

　ローテは消え入りそうな笑みを浮かべて右腕を持ちあげ、震える手でヨモジの頬ほおをそっと撫なでた。

「ヨモジ……あんたは、逃げな」

「え」

「キジタカ」

　ローテは咳せきこんで、唇の端からこぼれた血をすぐにぬぐった。

「あんた、なら……落ち延びられる……はずだ。ヨモジを……頼んだよ。そして……ドラコに……伝えて。あたしらの、ぶんも……しっかり、やれって」

「承知」

　有無を言わせなかった。キジタカはヨモジを荷物のように肩に担いだ。ヨモジはきょとんとしていた。キジタカは一陣の風のように部屋から出ていった。ヨモジの叫び声が、泣き声が聞こえた。すぐに聞こえなくなると、ローテはゼンデに向かって首を振ってみせた。ゼンデは無言でローテを下ろした。立てるような状態だとはとても思えなかった。それなのに、ローテは自分の足でちゃんと立ってみせた。

「ユユ、だったっけ」

　その瞳ひとみにはまだ力がある。雪のようにとけて消えるのではなく、激しく燃え盛り、燃えつきるつもりなのだ。さっきまでとは打って変わって、声もしっかりしていた。

「悪いけど、あんたの面倒までは見きれない。ヨモジは大事な子だ。ここだけの話、あたしやアーナとは物が違う。キジタカには、あの子のことだけを考えてもらいたいんだ。こんなことになっちまって、すまないね」

　ユユは首を横に振った。どう考えても、他ほかにできることはなかった。

　ローテは腰帯に吊つるしてあったナイフを鞘さやごと外して、ユユに手渡した。

「使っても、使わなくてもいい。自分で決めな。ま、何もないよりはましだろ」

「……ありがとう」

「じゃあね」

　ローテは笑みを浮かべてユユの肩を叩たたき、踵きびすを返した。ゼンデがよろめきかけたローテの脇わきに手を差しこんで支えた。

「さあて、もう一暴れだ。最後までつきあってもらうよ、ゼンデ」

「ああ。むろんだ」

「それでこそ、あたしのゼンデ」

「愛するおまえとともに果てることこそが我が望みだ、ローテ」

「こっちの台詞せりふだよ」

　ローテの笑い声は底抜けに明るかった。どうしてあんなふうに笑えるのだろう。不思議でも何でもない。ゼンデがいるからだ。あの二人は愛しあっているのだ。

　とうとうユユは一人になった。窓から戦場を見下ろす気にはなれなかった。ナイフを鞘さやから出した。刃を掌てのひらに押しあててみた。皮膚は簡単に破れた。掌に赤い線が浮きだした。わたしは一人だ。ローテみたいに笑うことはできない。ヨモジのように誰だれかに守られて逃げることもできない。ニムムとメロルとランラみたいに命懸けで戦う理由もない。その相手もいない。わたしはたった一人だ。ナイフの切っ先を首にあてて、目をつぶった。手に力が入らない。レーレ。力が入らないよ。わたし、ひとりぼっちだよ。







　ここが、魔女の砦とりで。洞どう窟くつみたいだ。でも、人の手が入っているような感じがする。人じゃないか。何でもいい。とにかく、自然の洞窟を広げたか、掘って作ったのか。岩の床はそこそこ平らだ。階段がある。木製の扉もある。燭しよく台だいが設しつらえられていて、火がともっているので、真っ暗じゃない。生き物はほとんどいないようだ。さっき、小さな人間みたいなやつが三人、階段を下りてきたが、なんとか隠れてやりすごした。それから、やたらと背の高い男も通っていった。子供を担いでいたようだ。魔女と、魔王か。あの魔王、たぶんこっちに気づいていた。でも、行ってしまった。レーレはナイフ一本しか持っていない。魔王を相手にするなんて無理だ。助かった。

　ユユはここにいるのか。名を呼びたい。大声で叫びたい。だめだ。我慢して、自分の気配を消して、同時に何かの気配を探りながら、レーレは階段を上っている。

　ふとしたときに、あの感触が蘇よみがえってきて、吐き気がする。そんなときは、ユユの顔を思いだす。ユユの声を。ユユの姿を。ユユの家で、おれはずっと寂しかった。苦しかった。眠れない夜ばかりだった。もう無理だって、何度も思った。ユユのおかげだった。ドードのことがあってから、ユユが話しかけてくれるようになって、それからだった。ユユがいれば、何でも耐えられた。おれは一人だと思ってたけど、そうじゃない。ユユがいるじゃないか。ユユには、父親がいて、母親がいて、友だちもいる、おれなんて、たいした存在じゃないかもしれないけど、おれにとっては違った。その違いのことを考えると、ちょっとだけ胸が痛くなった。ちょっとだけだった。たいしたことじゃない。ユユがいればいい。ユユさえいれば。

　あのとき、出ていきます、なんて言わなきゃよかった。這はいつくばって、地面に頭をこすりつけて、謝って、ここに置いてください、お願いします、とユユの両親に頼めばよかった。そうすれば、許してくれたかもしれない。旅に出なくてすんだかもしれない。ユユが誰だれかと結婚するまでは、一緒にいられたかもしれない。少なくとも、ユユが魔女の疑いをかけられるなんてことはなかった。こんなことには絶対にならなかった。おれが悪いんだ。ぜんぶ、おれが。おれのせいなんだ。

　足を速めた。

　階段を駆けあがった。

　物音を立てないほうがいい。誰かに、何かに見つかったらまずい。そんなの、もうどうでもいい。ユユだ。重要なのは、ユユだ。ユユだけだ。ユユを見つけられなかったら、ユユが無事じゃなかったら、ユユを助けだせなかったら、おれも、人間も、魔女も、魔王も、その他ほかの生き物も、この世界も、何もかもが、すべて、どこまでも無意味だ。

　もうだいぶ上った。

　ふと、なんで上を目指しているのか、不思議に思った。ユユが上のほうにいるとはかぎらない。ものすごく不安になった。焦って、慌てた。頭の中がめちゃくちゃになりそうだ。下か。下のほう。耳を澄ました。気のせいか。何か音がする。そろそろ騎士や従士たちが砦とりでに入りこんできていてもおかしくない。あいつらよりも先に見つけないと。上。やっぱり上だ。上からだ。音。この音は、気のせいなんかじゃない。

　足音だ。近づいてくる。下りてくるのか。隠れないと。無理だ。身を隠す場所なんてない。階段の途中だ。ナイフを握りしめた。やるしかないのか。そうだ。やってやる。ユユのためなら、何だってやる。先手をとるんだ。息が。くそ。乱れる。落ちつけ。歯を食いしばって、深呼吸をした。足を進めた。上へ。一段一段、階段を上がった。足音は近づいてくる。二人だ。見上げると、行く手が左に曲がっている。その先が見えない。あの向こうだ。少し足を速めた。もうちょっとだ。あと一段。ここだ。急角度で左に折れている。足音が止まった。距離は。そこまで近くはない。相手はこっちを待ちかまえることにしたらしい。慎重な相手だ。一気にやるか。どうする。どうしよう。判断がつかない。どうせ頭で考えるのは得意じゃない。

　息をつめて、左に折れている階段を上った。

　見下ろされていた。

　金髪の魔女だ。それに、やたらと大きな牛頭人身の魔王。魔王は巨大な戦せん斧ぷを構えている。魔女は壁に手をついて自分の身体からだを支えていた。怪け我がをしているのだ。すごい出血だ。胸と腹、左腕。傷だけじゃない。唇の端からも血が流れだしている。よくもあの状態で立っていられるものだ。

　魔王が戦斧の柄えを握りしめている手に力をこめて、階段を一段下りてきた。

　レーレは首を横に振って、ナイフの切っ先をだらりと下げた。

「違う」

　何を言ってるんだ。おれは、いったい何を。

　わからない。でも、違う。違うんだ。

　魔王は動きを止めた。魔女も首を傾かしげた。戸惑っているのか。訝いぶかっている。おれもだ。おれも、何がなんだかわからない。でも、こんなことがしたいんじゃない。おれはあんたたちと戦いたいわけじゃない。勝つとか負けるとか、そんなことは本当にどうでもいい。違う。違うんだ。ただ、おれは。

「おれは、ユユを」

　魔女の表情が変わった。

　知っている。

　ユユを知ってるんだ。

　レーレは階段を上がった。魔王がレーレを威嚇するように低く唸うなったが、かまわなかった。魔王の押しのけて、魔女にとりすがった。

「知ってるんだろ。ユユは。ユユはどこにいる」

「あんた――」

　魔女は何か言いかけて、激しく咳せきこんだ。身体を折って、血を吐いた。魔王が魔女を抱いた。巨体にはまるで似合わない、やさしく包みこむような、それでいて力強さを感じさせる抱き方だった。魔女は腕で口の周りをぬぐって、レーレを見つめた。ぜんぶ見破られてしまいそうな眼まな差ざしだった。いい。見み透すかせばいい。何もかも見抜いてくれ。レーレは魔女の視線を受け止めた。見つめ返した。魔女はうなずいた。

「ユユは上にいる。行きな。早く！　急いで……！」

「わかった」

　走りだしてから、礼を言い忘れたことを悔やんだ。

　足を止めて振り向くと、魔王が魔女を胸に抱いてこっちを見ていた。

　悲しい目だった。

　魔王は今、声をあげずに慟どう哭こくしているのだ。胸が引き裂かれてしまいそうだ。とても見ていられなかった。

　レーレは背を向けて、また駆けだした。もう振り返らなかった。







　つめたい岩の床に座りこんで、じっとナイフを凝視していた。

　何度も手首を、喉のどの頸けい動どう脈みやくがあるあたりを切り裂こうとした。できなかった。少し傷をつけて、血が出て、それでやめてしまった。自分がこんなに臆おく病びようだったなんて。勇気がなかったなんて。目の前に敵がいれば、戦える。でも、自分が相手だと、てんでだめだ。人前では強くあろうとするくせに、一人だとこんなにも弱い。ようするに、虚勢を張ることしかできないのだろう。情けない。なんてみじめなの。生きていたってどうするのよ。もうじき魔女討伐隊がやってくる。そうしたら、つかまえられて、また晒さらし者ものにされて、火あぶりにされる。いや。いや。いや。いや。絶対に、いや。死にたくない。生きたい。結局、それなのだ。命が惜しいのだ。でも、もっと大事なものがあるはずだ。

　たしかに、わたしは弱いのかもしれない。意地っぱりなだけなのかもしれない。それでも、誇りは失いたくない。愚かな人間たちに殺されるくらいなら、自分の手で命を絶つ。あのときだって、そうだった。火刑台に火を放たれたら、煙で窒息する前に、舌を噛かみ切きって死ぬつもりだった。そうしたくても、本当にできたかどうか。わからないけれど、今度はやる。今度こそは。

　ナイフの柄つかを両手で握りしめた。

　ためらい傷からの出血で、ナイフの刃はもう血まみれだ。手首。喉。違う。心臓だ。心臓を一突きして、すべてを終わらせよう。肋ろつ骨こつと肋骨の間を通すためには、刃を横向きにしないといけない。逆手に持ちなおした。両手に力をこめるのと同時に身体からだを倒せば、より確実だろう。

　レーレ。

　最後に会いたかった。

　さよならくらいは言いたかった。

　きつく目をつぶって、息を深く吸いこんだ。

「ユユ！」

　ああ。

　幻聴が聞こえるなんて。

「ユユ……！」

　二度も聞こえるなんて。

　足音まで聞こえる。

「ユユ！　ユユ……！」

　思わず目を開けて、出入口のほうを見てしまった。

　全身の力がいっぺんに抜けた。視界がぼやけた。倒れそうになったけれど、なんとかこらえた。嘘うそみたいだ。嘘に決まっている。レーレは部屋に入ってきた。駆けよってきて、ユユの目の前で四よつん這ばいの姿勢になった。レーレは傷だらけだった。深い傷じゃない。どれもかすり傷だ。わたしも、血だらけで。わたしたち、何をやっているのかしら。こんなところで、目をいっぱいに見開いて、見つめあって。お互いがお互いを、本物だろうか、と疑っている。幻のような気がして仕方ない。確かめる方法はある。さわればいい。手でふれてみればいい。でも、怖い。できない。もしふれた瞬間、消えてしまったら。

　レーレの目から、一見、黒いけれど、よく見ると青い、不思議な色をした目から、透明な液体があふれだした。静かに、とても静かに、とめどもなく涙は流れた。レーレは嗚お咽えつ一つもらさなかった。なんて美しい泣き方なのだろう。

「レーレ」

　本物だ。幻なんかじゃない。

　レーレだ。本物のレーレだ。

「ユユ」

　レーレは目め許もとと唇を引きつらせた。笑みを浮かべたつもりらしい。ぜんぜん笑顔になっていない。それからレーレは手をのばしてきた。ユユはそのときようやく気づいた。いつの間に。知らなかった。ユユも泣いていた。気づいてしまうと、もうだめだった。

　しゃくりあげながら、ユユは待った。

　レーレの手が自分にふれて、互いをしっかりと確かめあう、その瞬間を待ち望んだ。

　どういうわけか、なかなか訪れなかった。

　レーレの手が途中で止まっている。

「どうしたの……？」

「え、いや、だって」

　レーレはうつむいて、おどおどした上目遣いでユユを見た。

「ユユがおれにさわるのはいいけど、おれはユユにさわっちゃだめって。ユユが」

「バカなレーレ！」

　ユユは思いきりレーレを抱きよせた。

　ああ、レーレ。

　レーレだ。絶対にレーレだ。

　もうわたしは一人じゃない。レーレがいる。こんなに力いっぱい抱きしめているのに、レーレはユユの背中に腕を回してもこない。憎らしくなって、ユユはレーレの耳たぶを噛かんでやった。い、痛いよ、ユユ。あたりまえじゃない。噛みついたんだから。光栄に思いなさい。このわたしに噛んでもらえるなんて。言葉にならなかった。何も言えなかった。何も考えたくない。いつまでもこうしていたい。



    

  
    
      



    

  
    
      　どうやら、そんなわけにもゆかないようだった。

　足音だ。大勢の足音が迫ってくる。レーレも気づいたようだ。身体からだがこわばっている。レーレはようやくユユを抱いた。でも、それは守るためだ。レーレはユユを抱えて片かた膝ひざ立ちの姿勢になり、出入口のほうへ顔を向けた。ユユも首だけ振り返らせた。

　先頭の騎士は兜かぶとを被かぶっていなかった。法廷で見た男だ。そのすぐ後ろに一人の騎士が影のように付き従っている。それから、妙に背が高い、赤みがかった黄色の髪をした薄気味の悪い男は、鎧よろいを身につけていない。

「待て」

　法廷で見た男は、あとから部屋に入ってこようとした騎士たちを手で制した。あの男はたぶん、星の鎖の隊長なのだろう。影のような騎士は副官か。副官は他ほかの騎士たちを下がらせてから、引き返してきた。

「そうか」

　隊長は口くち許もとに笑みを刻んでうなずいた。ユユじゃない。レーレを見ているようだ。

「なるほど。そういうことだったのだな、レーレ」

「……知りあいなの？」

　ユユが小声で訊きくと、レーレはかすかに首を振った。

「一回、口をきいたことがあるだけだよ」

「そのとおりだ。私は君のことなど知らない。魔王を討つという快挙を成し遂げた義勇兵が、いたことはいたのだがな。生きのびていれば、従士にとりたててやるどころか、聖騎士に推挙してやってもいいくらいの大手柄だ。残念だよ」

　隊長は軽く肩をすくめてみせてから、ようやくユユに目を向けた。

「刑は執行された。記録上はそうなっている。名を変えることだ」

「余計なお世話よ」

　つい言い返してしまった。何もかもお見通しだ。そんなふうに思っていそうな悠然とした態度や表情が気にくわない。すぐに、ちょっと後悔した。何がなんだかさっぱりわからないけれど、あの男は見逃してくれようとしている。機嫌を損ねて、あの男の気が変わったら、ユユもレーレもお終しまいだ。さいわい、そうはならなかった。

「死人に報酬はやれんぞ、レーレ。いや――」

　隊長は可お笑かしそうに肩を揺らして笑い、背中を向けた。

「君にとっては、その娘が何よりの褒美か」

　男たちは部屋から出ていった。戻ってくる様子はない。レーレがため息をついた。ユユはなぜかもう一度、レーレの耳たぶを噛かみたくなったけれど、やめておいた。



    

  
    
      　

最終話　【夜明けと二人】





　あの砦とりではもともと放棄される予定だったのだろう。砦内の一室で魔王像の破片とおぼしき石の山が見つかったが、中ヽ身ヽがなければ無用の長物だ。他ほかには魔術の種の一つも残っていなかった。予想していたより魔術の手数が少なかったのは、単に物資不足のせいか。魔女どもは星の鎖の戦力が半減していることを知っていた。人間たちを侮ったのだ。もちろん、そう仕向けたのはヴィリー・ブランドロウで、作戦が物の見事に図に当たった、ということになる。

　戦後の処理が一段落つくころには、だいぶ日が傾いていた。今日は砦から少し離れた場所で夜営をして、明朝、クローデルへ向けて出発だ。ブランドロウは部下や役目を果たしてくれた義勇兵たちに声をかけて回ってから、天幕に戻った。

「ですが、よろしかったのですか」

「何がだ、ダーヴィッド」

　指揮官用の天幕といっても、大の男が三人も中にいると手狭に感じる程度の広さだ。ダーヴィッドはともかく、ブランドロウもそれなりに上背があるし、イアンはそうとうな長身なので、余計に窮屈なのかもしれない。

「あの義勇兵と少女の処置です」

　ダーヴィッドは椅い子すに座ろうとしない。イアンが立ったままだからだ。ブランドロウは一人木製の折り畳み椅子に腰かけて脚を組み、なまぬるい葡ぶ萄どう酒しゆを飲んでいる。

「俺おれが決めたことだ。何か文句があるのか、ダーヴィッド」

「隊長がお決めになったことです。文句など。ただ、あの少女は魔女審判で有罪の判決を受けました」

「あれは違うな」

「と、おっしゃいますと？」

「魔女ではない。あの少女が審判で言っていたとおりさ。セザル・セドラン。あの審問官のやり口は卑ひ怯きようだ。卑怯が悪いとは思わんがな。あの男は怖いのだろう。魔女も、自分の手を汚すのも、な。だから、自らの手で拷問にかけて自白させる度胸もない」

「件くだんの審問官ではありませんが、拷問で引きだした自白にも問題がありませんか」

「もちろんある。問題だらけさ。そもそも、聖職者が審問官という立場で審判に臨むこと自体、卑劣だ。聖職者はあくまで魔女を告発して訴そ追ついするだけで、最終的に裁くのはあくまで裁判権を有する領主ということになっている。彼女が魔女でなかったとしても、冤えん罪ざいの責を負うのは領主だ。聖職者は罪を犯さぬ。常に潔白である。そういう建て前だ」

「我々は違います。人類の敵を討つためには、この身に血を浴びることもいとわない」

「そう。俺たちが進むのは、血みどろの道だ」

　ブランドロウは低く笑って葡萄酒を飲み干した。

「あの少女は魔女ではない。まだ、な」

　いつも笑みをたたえているダーヴィッドの目つきが鋭くなった。

「やはり、あの少女がドラコと接触したとお考えですか」

「確実だ。俺の勘ではな。ドラコは自ら動く。動きすぎるほどに。あの少女はドラコに命を救われた。魔女にとらわれていたのではない。守られていた。髪の色。目の色。シレーンの血も出ている。いつ転ヽんヽでヽもヽおかしくはない。その機会さえあればな」

「それで、彼らに犬ヽをおつけになったのですね。あの少女があちら側に転んだら、縁のあるドラコに接近するかもしれない」

　ダーヴィッドはイアンを一いち瞥べつした。イアンがダーヴィッドから目をそらしたのはその直前だった。

　ブランドロウは笑いを噛かみ殺ころしながら、空のグラスを振った。

「まあ、そういうことだ。個人的には、あの少年にも興味があるのだがな」

「狩人かりゆうどの目、ですか」

　ダーヴィッドはまたイアンをちらりと見た。ブランドロウはうなずいた。

「そうめったにいるものではない。俺おれもこの目で見るのはあの少年で三人目だ」

「三人……？」

　ダーヴィッドが知っているのは二人だけだろう。ブランドロウはグラスを持ちあげて、息を吹きかけた。あの目。あの面構え。そして、あのナイフ。思い違いなどではない。血は争えぬ、か。







　日が昇っているうちに、魔女の砦とりでからも、魔女討伐隊からも、それにクローデルからも、できるだけ離れないといけなかった。

　ヴィリー・ブランドロウ。逃がしてもらっておいて、こんなことを思うのはおかしいかもしれない。でも、あの男は信用できない。相手は騎士だし、普通にしていれば、関かかわりあいになることはないだろう。そうであってほしい。二度と会いたくない男だ。

　レーレはたぶん、あの男から逃げていた。逃げようとしていたのだ。逃げても、逃げても、追われているような気がして仕方なかった。気配なんか感じないのに、あの男の影の中にいるような感覚がぬぐえない。ユユには話さなかった。心配させたくなかった。それに、考えるべきことは他ほかにもあった。もっと現実的な問題が横たわっていた。

　水は沢や小川で補給できそうだが、食べ物がない。魔女の砦をあとにしたとき、手て許もとにあったのは、魔女討伐隊に支給された黒パンと乾燥させた果物と肉が少しだけだった。一人でも二日、二人だと一日で食べきってしまう量だ。心こころ許もとないなんてものじゃない。

　歩きながら、兎うさぎや猪いのしし、鹿などを探して周りに目を配っていたが、徒労だった。食べられる木の実が見つかる季節でもない。茸きのこや野草にはたまに毒があるので、よっぽど困ってからだ。

「食べ物がなくなる前に、人が住んでいる場所にたどりつけなかったら、どうなるか。わかっているでしょうね」

「うん。おれがユユに怒られるんだよね」

「何よ、その言い方。不満なの？」

「そんなこと、ないよ」

「それならいいけど」

「でも、おれに怒っても、食べ物が空から降ってくるわけじゃないし」

「降ってきたりはしないでしょうけど、レーレが必死になって探すでしょう。適当に探すよりは見つかる可能性が高まるはずだわ。ほら。ちゃんと意味があるじゃない」

「あ。そっか。そうだね」

　納得してしまった。怒られないうちに一生懸命探してみたのだけれど、残念ながらその甲か斐いはなかった。

　日が沈んで暗くなる前に、快適というよりも安全に野宿できそうな茂みを見つけた。ナイフで草を刈って、集めた細い枯れ枝や木の皮を敷きつめ、その上に毛皮を広げた。なかなか寝心地がよさそうだった。ユユと分けあって、黒パンと乾燥した果物を食べ、水を飲んだ。暗くなると、ユユはすぐに横になった。レーレはその隣に座った。

「レーレ」

「何？」

「あなた、魔王を殺したの？」

「たぶん」

「そう」

「あんなこと、したくなかった」

　どうして自分は言い訳をしているのだろう。レーレは胃のあたりをさすった。むかむかする。気持ち悪い。あの感触はまだ完全には消えていない。消えないかもしれない。

「魔女って、何なんだろ」

「わたしにもわからないわ」

「魔女と話した？」

「ええ」

「教えてくれたんだ。魔女が。上にユユがいるって。早く行けって言われた。あの魔女、死にそうだった。きっと死んだんだ。魔王も騎士に殺されたんだ」

「そうね」

「おれも、殺した。この手で、魔王を」

「あの人たちだって、大勢の人間を殺したわ」

「わかってるよ」

「わたしを助けるためだったんでしょう」

「うん」

「じゃあ、神さまも、人間も、魔女も、誰だれ一人として認めなくて、許さなくても、わたしだけはレーレを認めるし、許すわ」

　ユユはそのうち賢者がくれたマントにくるまって眠ってしまった。

　レーレも身を横たえ、自分の腕を枕まくらにしてユユに背中を向けた。ユユの静かな寝息を聞きながら、少しだけ仮眠をとるつもりだった。

　気がついたら、ぐっすり眠っていた。いや、目が覚めたのだから、今はもちろん、眠っていない。でも、間違いなく熟睡していた。やけに頭がすっきりしているので、わかる。それに、いつの間にかこんなことになっていた。

　マントがかかっている。背中がとくにあたたかい。熱いくらいだ。脇わき腹ばらのあたりに重みがある。腕だ。寝息がすぐ近くに聞こえる。近いなんてものじゃない。ほとんど耳みみ許もとだ。心臓が痛い。すごい動どう悸きだ。ユユだ。ユユがレーレの背中にしがみついて寝ている。身動きがとれない。動こうとしても、指一本動かすことができない。

　レーレは目を開けていた。じっとしているしかなかった。ユユはたまに身じろぎした。そのたびに、どういうわけか、もっとレーレに身を寄せてきた。脚に脚が絡みついてきた。ユユの腕はレーレの胸をぎゅっと押さえた。

　時間はすぎていった。

　だんだんと明るくなってきた。

　このままだと、夜が明けきる前に、死んでしまうかもしれない。

　本気でそう思った。もしくは、何かおかしなことをしてしまうかもしれない。そっちのほうがありそうだ。でも、できなかった。何もしなかった。耐えていた。

　いきなり耳たぶを噛かまれた。

「い、痛っ」

「バカなレーレ」

　囁ささやき声だった。寝ぼけているような声じゃなかった。起おきていたのか。いつから？　わからない。目が覚めているのに、ユユは離れようとしない。

「わたし、名前を変えたほうがいいのかしら」

「さあ……どうなのかな」

「あの偉そうな男の言うとおりにするなんて、癪しやくだわ」

「おれも、あいつは嫌いだけど」

「わたしが名前を変えたら、レーレは絶対に呼び間違える」

「そうだね」

「でも、ユユ・ビューレはやめるわ。ユユ・イジュール。どう？」

「義勇兵に応募したとき、おれ、レーレ・イジュールって名乗ったんだ」

　ユユは、ふふ、と笑った。吐息が耳にかかってくすぐったかった。

「じゃあ、兄妹きようだいね。おにいちゃん」

　複雑な気持ちだった。いやだったんだ。ユユと、兄妹でいるのが。

　ユユは少しだけ身体からだを起こし、レーレの前髪を指で梳すいて脇のほうへどけた。首を曲げて目を動かすと、ユユの顔が見えた。ユユが近くにいる。こんなにも近くに。ユユには何もかも見み透すかされているみたいだった。

「兄妹きようだいのふりをするだけよ。考えてみたら、そのほうが都合がいいこともあるわ」

「うん」

「わたしたち、旅をするのよ、レーレ」

「どこへ行くのかな」

「どこまでも行くのよ」

「そっか」

「いやなの？」

「いやじゃないよ」

　ユユと一緒なら、ぜんぜんいやじゃない。どこまでも行ける。いつまでだって歩ける。言えなかった。レーレは顔を横に向けた。まだ胸が高鳴っている。ユユはまた身体からだをくっつけてきた。もう心臓が壊れてしまいそうだ。夜が明けようとしていた。
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　犬に咬かまれたことはありますか。

　その前に、はじめまして。僕の名前は十じゆう文もん字じ青あおといいます。もしかしたら、僕のことをご存じの方もいらっしゃるかもしれません。ですが、ここはやはり、はじめまして、という挨あい拶さつの仕方が適切なのではないかと思います。というわけで、はじめまして。しつこいですね。ごめんなさい。

　さて、皆さんは犬に咬まれたことがあるでしょうか。僕はあるのです。小さなころでした。突然、隣の家の犬に足をがぶりとやられました。血が出ました。それ以来、僕は犬を怖がるようになりました。

　一度ではありません。次は学生の時分です。自転車に乗っていたら、いきなりでした。首輪を嵌はめていたので飼い犬でしょう。なぜか僕の自転車を追いかけてきて、足を咬んだのです。僕はもっと犬が怖くなりました。

　僕は犬をさけて歩くようになりましたが、どういうわけか犬のほうは違いました。僕はよく犬に吠ほえられました。人懐っこい犬は僕に飛びかかってきました。僕をべろべろ舐なめて、撫なでろ撫でろと要求してきました。そんなとき、僕は失神寸前でした。

　ある日のことです。僕は犬が苦手だけれど、犬は僕を好きなのではないかと思いつきました。それから僕は、勇気を出して通りがかりの犬に声をかけてみたり、近づいてきたら頭を撫なでてみたりするようになりました。発見がありました。僕は犬が怖いだけで、嫌いなわけではありませんでした。むしろ、僕は犬が好きなのでした。考えてみれば、僕は動物全般、好きなのです。犬に咬かまれた経験から、苦手意識を持っていただけでした。また、いろいろ試してみたところ、僕はやはり、わりあい犬に好かれる性質のようでした。僕は今、猫を飼っていますが、いつか大きな犬と暮らしてみたいと考えています。犬と猫に囲まれて、朝も昼も夜も小説を書いていたい。それが僕の夢なのです。

　夢を語ったところで紙数が尽きました。気がつけば、『いつも心に剣を』という物語に少しもふれていません。そのあたりは次回ということで、ｋａｙａ８さんをはじめ、本書の制作、出版、販売に関かかわったすべての方々、そして今、本書を手にとってくださっている皆様にあらんかぎりの愛と感謝をこめつつ、今日のところは筆を置きます。





    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　十文字青（じゅうもんじ・あお）
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　　ブログ『ＢＲＡＩＮ Ｘ』http://brainx.blog36.fc2.com/



　イラスト

　ｋａｙａ８（かやはち）

　　島根で生まれた新人絵描きです。今回デビューとなりました。

　　毎日絵が描ければ幸せ、と思って生きてます。

　　衣装デザインするのが大好き。

　　ホームページ『ＺＡＺＡＺＡ』

　　http://www.zazazak8.net/
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